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「だっ、だめぇぇーーーーッ！」

　春宵月さんがつの深夜。

　とある男女の住む屋敷に、女性の叫び声がこだました。

「ごめんなさいセレスト様っ、やっぱり私には無理です、荷が重いですーっ！」

「なっ、おい……！　誰かいないのかっ……くそっ、人払いが徒あだになるとは」

　寝室の扉に体当たりして逃げ出したのが未来の新婦アリアで、追うのが新郎セレストだ。

　魔法王国シャドレアの第一王女と、世界樹神殿の上級神官という高貴な男女二人の、まるで品のない追いかけっこが始まった。見咎める者はいない。

「はぁっ……はぁっ……！　お許しくださいごめんなさい女神様に謝りますからどうか今夜は見逃してっ」

「約束だろう、逃げるなっ」

「わかっております、けれど今夜は無理っ、……きゃっ!?」

「危ない！」

　廊下での追いかけっこはすぐに決着がついた。

　ガウンの裾を踏んで転けそうになったアリアを、背の高いセレストが背後から捕らえた。そのまま逃げ道を塞ぐように壁際まで追いやられる。

「なにが無理なんだ。直前で逃げたくなるほど、俺に抱かれたくないと？」

「だっ、だっ、抱かっ……、いやだぁセレスト様の口から性的な単語聞きたくない……えっ、本気で抱くつもりだったんですか!?」

「初夜のつもりだった。あなただってそのつもりで寝室に来たんじゃないのか」

　アリアはなにも言えずに視線を下げた。そんなことをしても、真っ赤になっているだろう顔は隠しようもないけれど。

「それとも俺の顔は、逃げ出したくなるほど見るに堪えぬ醜さだとでも？」

「なにをおっしゃるのです。逆です、逆！　良すぎるんです。好きすぎるんです、きゃあっ!?」

　彼の、国宝級の顔面が目の前に迫る。

　新雪の輝きを閉じ込めたような白銀色の長い髪と、日に焼けたことのない滑らかな肌。瑠璃色の瞳に映るほど長い睫毛。

（ああッ……！　顔が良い!!）

　目鼻立ちが秀麗であるのと、髪や瞳の色のせいで怜悧で落ち着いた印象がするセレストだが、今夜は珍しく息を乱してアリアを追ってきた。

　顰められた眉毛の角度も完ぺき。なんて絵になるんだろう。追われていた焦りも忘れて見入ってしまう。

　しかもこれは国中の乙女達の憧れ、素敵な男性に追い詰められ迫られるシチュエーション、俗に言う壁ドンだ。

　けれどアリアが彼を見つめるとき、彼もアリアを見つめているのだ。喜び以上に、胸が苦しくて仕方ない。

「だめ、お願いします見ないで」

　アリアは両手で顔を覆って俯いた。

「これ以上はもう……、どうか、許して……」

　アリアが黙れば、セレストもしんと押し黙った。

　深夜の廊下には、走って騒いで乱れた二人の吐息だけが響いている。

「……俺の求婚以前にも、あなたは神殿を訪れていただろう。いいかげんこの顔には慣れろ。と言いたいところだが……そんなに難しいのか」

　心底呆れた、という口ぶりでセレストが呟く。

　途端に焦りが募って、アリアは彼の顔を見ないようにしながら、目の前の彼の夜着の胸元をぎゅっと握った。

　逃げたのはアリアのほうなのに、彼に去られてしまうことが怖かったのだ。

「申し訳ございません、私にはとても難しいことなのです。それにっ、いきなり、せ、せせせ性交などしなくともっ……！　私たちはまだ内密に婚約を交わしたばかりの身です、もっと段階を踏んで、ですねっ」

「俺は求婚の際に『あなたが欲しい』と伝えました。お忘れですか、王女殿下」

　慇懃かつ高圧的な物言いに、びくりとアリアの肩が跳ねる。

「それは……！　たしかに仰っていましたが、まさか、と……」

　アリアは夫の夜着を握りしめていた手を放して、だらんと力なく腕を下げた。

　これ以上逃げる口実も気力もなかったが、セレストはそう思わなかったらしい。

「それとも怖じ気づいたあなたは、契約を反ほ故ごにして城に帰るつもりですか？　世界樹の浄化ができるといっても、一神官である俺は結局のところ、王家には逆らえません。俺を捨てるということだ」

（捨てる……!?）

　首を横に振る動きに合わせて、アリアの長く柔らかな髪がふわりと浮いて肩を撫ぜる。

「そのような不義理はいたしません。王家の人間は、結んだ約束を違えない。あなたの尊いおつとめの助けになるなら私はなんだって」

　どんなことでもして差し上げたいと思っている。

　ただしそれには、きっちりと線引きがあったのだ。彼と生活する以前までは。

「けれど、せせせ性交は、気軽に試して良いことではないでしょう？　お互いの身分もありますしっ……それに、は、裸になるなんて！　家族にだって見せたことはないんですよ……！」

「ふー……埒が明かない」

　セレストは大げさにため息をついたかと思えば、次の瞬間にはアリアをひょいと肩にかつぎ上げた。

「えっ!?　ちょっと、セレスト様っ!?」

「じたばたするな。このまま寝台まで運ぶ」

「そ、そんなっ。下ろして！　自分で歩けますっ」

「ダメだ」

　夫婦の寝室に戻ったセレストは、アリアを広いベッドの上にそっと横たえた。

「やはり逃げられぬよう、さっさと脱がせるべきだった」

　そのまま上に覆い被さって、アリアのガウンのリボンをことわりなく解く。とてもまずい。この下には薄い下着しか身につけていない。

「いけません、無理です～っ！」

　ほのかな明かりをつけたままの寝室だから、互いの表情はよく見える。

　セレストが長い前髪をわずらわしそうに耳にかけ直す色香といったら。指先まで美しい彼の、仕草のひとつひとつを目に焼き付けてしまう。

「まって、これは実質最前列の特等席では……？　じゃなくて、近い、近いですっ。えっ、うそでしょ男の人ってこんなに良い匂いする……？　じゃなくって！　もっと離れてください！」

「離れたら抱けない」

「だっ……!?」

　彫刻のように美しい顔を近づけてそんなことを言われたら、息をするのもはばかられる。アリアは寝台に横たわったまま顔を背けて、乱れた胸元を両手で押さえた。

「せめて……せめて自分で脱ぎます……、もう、逃げませんから……。お願い……」

　セレストは組み敷いたアリアから身を起こした。前髪をかきあげ、アリアに負けず劣らず長い銀色の髪を背中に流す。そしてそのまま夜着の前をはだけさせ肩から落とし上半身を裸にすると、どうだとばかりに腰に手をあてアリアを見下ろした。

「気絶するぐらい見て、慣れたらいいだろう。触ってもかまわない」

「ひぇ……セレスト、様、これ以上は無理で」

「ここまで肌を晒したのはあなたが初めてなのだから、感想くらい聞きたいものだな」

　神官服を着た彼の神聖な美しさが好きだが、それを脱いでも男性として魅力的なことに違いない。しっかりとした肩幅があるのに、それを隠すような長い髪は妖艶だ。中性的な色香にあてられ、アリアは黙り込んだ。この美しさを称えるための語彙などない。

　静かになったアリアに満足そうに頷いて、セレストは慎重に婚約者の頬に手を添えた。

「ひぇっ」

「何度もそんな声を出すな」

　嫌がったわけではないのだけれど、セレストの目が寂しげにゆがんだ気がして焦る。

「ごめんなさっ……い、いたた……ふふ。いえ、痛くはないんですがっ……、くすぐったくて」

　肌と肌が触れると生じる、ぱちぱちと泡が弾けるような刺激。

　セレストが触れるとこうなる。

　初めて触れたときは驚いて彼の手を振り払ったりもしたが、今ではこれが重要なことだとわかっているから、我慢できる。痛み未満の刺激は、同じところに触れたままにしているとしだいに落ち着いていく。

「眠らないでくれよ」

「まさか、こんな状態で寝られません……眠そうに見えましたか？」

「いや……だが、俺も同じだからわかる」

「同じ……？」

「心地よいだろう」

　春の夜、わずかな明かりがあるだけの静かな部屋。そこで与えられる人肌のぬくもりはたしかに安らぎの温度だ。

（そうだけど……気持ちいいと言ってしまったら、もう逃げられなくなってしまう）

　彼の長い銀糸の髪が、男性らしく引き締まった裸体にまとわりついている。少しの身動きだけでさらさらと流れる髪をわずらわしそうにしているので、アリアは思い立って身を起こした。

「髪を、結わせていただけませんか？」

　彼は無表情だ。アリアはガウンの胸元をさりげなく整えつつ、瑠璃色の瞳を窺った。

「もし、私が触ってもよろしければ、ですけど……」

「王女殿下に、使用人のようなまねはさせられない」

「ですが、今は私がやらなくては……。三つ編みくらいなら私にもできますよ」

　それ以上彼がなにも言わないので、そろりと手を伸ばした。彼の肌には触れないよう慎重に髪を集め、首あたりからゆるく編みはじめる。

　顔立ちも体つきもなにもかも美しいセレストだが、この長い髪もアリアは大好きだった。癖のないまっすぐな髪は遠目に見てもつやつやと美しかったが、触れると絹糸のように滑らかな手触りをしている。

（これが、思い憧れた推しの髪……！　どんなお手入れをしたらこんなにつるつるになるのよぉ……はぁ、夢みたい……）

　目の前にセレストがいて、髪に触れるのを許されて。会話はないが、穏やかな時間を許されて。このたった数分のできごとさえ、アリアの人生における幸福の最大値を更新してしまう。

　夢中で編んで、胸の下あたりまで編み終えたはいいが、留めるものがないことに気づく。

「セレスト様、ここを持っていてくださいません？　いま、髪留めを持ってきます。たぶん、そこの鏡台に」

　ふと顔を上げると、セレストが今までじっとこちらを見下ろしていたことに気づいた。

　青色の瞳はシャドレア国民にとって珍しい色ではない。にもかかわらず、深く濃い彼の瞳はアリアにとって唯一無二だ。瞳の奥に潜む感情を読もうとしても、なかなか一筋縄にいかないところも魅力的だと思う。

「……ご不満でしょうか？」

「いいや。……見入っていた」

　独り言のような呟きに、アリアはなんと返したらいいかと首を傾げた。

「もう、落ち着いたか」

「あ……。そう、ですね……。……少し」

　憧れてやまなかった人と普通に会話ができている。先程までの騒々しかった自分を恥じて、アリアは目を伏せた。

（今夜はずっと、王女らしからぬ振る舞いばかりしている。呆れられてしまったかしら……。気をつけなくちゃと思っているけど……ああ、胸が苦しい。本当は今にも逃げてしまいたいくらい）

　髪を結び終えると、セレストはアリアの手を掴んだ。刺繍針に刺されるよりずっとずっとさりげない痛みが二人の肌を刺激する。

「こうして触れているだけでも、俺の『穢れ』が浄化されていくのがわかる」

　それはアリアにも実感できることだった。セレストの青白かった顔色は人並みのあたたかさを取り戻している。

「あなたに触れるたびに実感する──あなたはまぎれもなく、俺の『聖なる器』だ」

　手首を掴んでいた彼の手が、アリアと指と指を一本ずつ絡ませるように繋ぎ直される。見ているのも恥ずかしくなってしまうほどの甘い仕草だが、自分たちは恋人同士ではない。

　妻になってほしい、とは言われているけれど、愛の告白を受けたわけではないのだ。

　これは役目で務め。今の自分たちの関係を表すなら、それがしっくりくる。

「手と手以外ならどうなると思う？　たとえば……脚をからませたら？　腹や背中をなぞったら？　触れれば触れるほど、俺の穢れは浄化される。あなたは俺の命を握っているんだ」

「承知しております。けど……まさかそれがこんなに……」

　──気持ちいいなんて。

　神官である彼が冒された『穢れ』。『器』であるアリアにとってその浄化は、身もだえるほどの甘い快感となって伝わってくる。

　だからこそ怖い。この先を知ったら、信条を破ってしまうかもしれない。彼に恋せず、愛されたいと思わずいられるだろうか。

「唇は？　……舌なら、どうなると思う？」

「あ……」

「試してみたい」

　唇が手の甲に落とされる。騎士の誓いのようにおごそかなそれは、美しい彼に似合いだ。

　唇は肌を食むように動く。すでに浄化のための痛みはなく、肌を吸う唇の感触がしっかりとわかる。

　そしてセレストは上目遣いにこちらを見たかと思えば、口の端を上げて挑発的に笑うのだ。

　凄絶な色香にくらくらするのに、目が離せない。

（わ、笑うのっ？　こんな場面で……？）

　そういう人だったんだ。鼓動がますます速くなる。

　彼のことをもっと知りたい。もっと見たい。

『男』としての彼は、どんなふうに女性を口説き落とすのだろう。

　その相手が自分なら──そのときはどうなってしまうのだろう。

（だってこの先、もっとすごいことがあるのでしょう？　教えて、くれるのでしょう……？）

　推しを思うがゆえの自制と理性は、はかない砂上の楼閣に過ぎなかったと思い知る。

「セレスト様……」

　それ以上は言葉にできない。吐息まじりのアリアの囁きが、まるで恋する乙女のように甘く聞こえる。

　セレストは、戸惑い視線を下げるアリアを抱き寄せた。

　鼻先が触れる。このままではキスしてしまう。それが嬉しいのか、それとも困っているのか、もう自分でもわからない。

「難しく考えることはない。ただ流れに身を委ねれば良い」

「う、うう……ですが……」

「俺はあなたが欲しい。あなたは？」

「そっ……そんなの……言えるわけ……！」

「それならそれでいい。悪いが、もう待ってやれない。覚悟を決める時間は充分あっただろう」

　彼の指先がなにかを促すみたいに頬を撫でてくる。間近に見る瑠璃色の瞳は熱っぽく溶けている。

「──アリア」
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　──美しいものが好き。

　この世に生を受けたときから、王女アリアは一流の美に囲まれていた。

　女神と世界樹の恩恵を受ける魔法王国シャドレアで、国王の長子として生まれたアリアは、身につけるドレスや宝飾品、部屋に飾る絵画や生活用品に至るまで、王国の美の神髄を与えられて育てられた。この国では『美』は女神の魔力の片鱗として扱われるためである。

　美しいものを身に纏うことはただの贅沢ではない。

　とびきりの美──つまり強い魔力を浴び続けることは、アリアが次期女王として一人前の力を宿すための訓練の一環であり、それに加えて知識や教養も厳しくたたき込まれた幼少期であった。

　そんな忙しい日常のなかで癒やしを求め、自分でも美しいものを生み出せたらと、アリアはやがて自らも絵筆をとるようになった。

　アリアの描く絵は宮廷画家たちに比べたらずっと拙いものだったけれど、国王である父も、王妃である母も、娘が描く作品をとても喜んで見守っていてくれた。

　アリアと十二も離れて生まれた弟に、彼らの関心がうつるまでは。

（……だめ。ぜんっぜん似ていないわ！）

　筆を置く音が、春の陽光降り注ぐ王女専用のアトリエに響く。

　目の前の製作途中のキャンバスは、力強い緑で塗りつぶされている。

　アリアが今描こうとしているのは、先日参列した公務──この国の魔力の根源ともいえる世界樹の『浄化の儀式』の様子だ。

　緑豊かな大木の前に跪き祈りを捧げるのが、儀式の主導者である『浄化の神官』。そしてほかの神官たちや参拝者らが遠巻きに儀式を見守っている。

　やがて祈りを受け入れた世界樹は、魔力を秘めた光をいっせいに空気中に放つのだ。

（あの光球は、私が描いたこれよりも、もっともっと神聖だわ……。透ける光はイエローともオレンジとも違う。それならホワイトで塗る……？　ううん、違う気がする。それから居並ぶ神官達の静謐な美も、私にはまだ表現できないみたい）

　ため息をついて、緑色のキャンバスを眺める。

　霊山の山頂にそびえ立つ一本の巨木を、シャドレアの民は『世界樹』と呼び親しんでいる。シャドレア建国史において、この世界を作りたもうた女神が霊山の木に力を注ぎ、そこに座した──と伝えられる巨大な常緑樹である。

　その世界樹をご神木として祀り、巨木の根元と周囲に群生する若木の森の一部を覆うようにして建つ白亜の建築物が、世界樹神殿だ。

　世界樹の大きさといったら、神殿の中心部ともいえるドーム型の『祈りの間』の天井を突き抜け、枝葉は霊山を覆うほどである。国内どの場所からもその姿がはっきりと見え、古くから信仰の対象としてあがめられてきた。

　それに加えて世界樹は、あまねく国内に魔力を供給するエネルギー源でもある。人々や神官らの祈りに呼応して魔力を含んだ光球をなし、それが空に放たれることで国土に魔力が満ちるという仕組みだ。シャドレアの民はこの循環を利用して生活している。

　近ごろは魔道具の開発が加速度的に進みつつあり、特に照明魔道具の発明はシャドレア国の発展に大きく貢献したと歴史の授業で習った。

　ただし、世界樹は無限に光球を生み出せるわけではない。

　世界樹が根ざす霊山は、人々の願いや祈りが堆積してできた山だと言われているが、人の心というのは純真無垢な良い感情ばかりではない。そのため、それらを吸い上げ光球とする世界樹には定期的に浄化が必要なのだそうだ。

　神殿に仕える神官達は日々、世界樹の保護と魔力供給の安定化という重要な仕事に勤しんでいる。そのなかでも、世界樹の浄化の儀式を任されているのはたった一人──。

「姉さま。入ってもいいですか？」

　幼い少年の声がアトリエに響く。アリアは入室を許し、少年に笑顔を向けた。

「どうしたの、ラセット」

　今年六つになる弟、第一王子ラセットは、アリアが片付け始めたキャンバスを目ざとく見つけて駆け寄ってきた。

「あーっ、姉さまったらまた『推し』を描いていらっしゃるんですか？」

「お、『推し』？　そんな言葉、どこで知ったのかしら」

「使用人たちとの話で。ほらここに描いた神官、世界樹の浄化をおこなう神官セレストでしょう？」

　ラセットはキャンバスに描かれたひときわ長い髪の神官を指し、訳知り顔に頷く。

「セレスト神官って、後ろ姿だけを見ると女性みたいだよね。絵に描きたくなるほどお好きなら、城に呼びつけたらいいのに」

「ラセット、なんてことを言うの」

　アリアは急いで弟の失言を訂正した。

「呼びつけるではなく『招く』と言うのよ。それから、彼らには尊いお役目があるのです。あなたと同じように、国のために働くことで忙しいでしょう。私はそれを見守りたいなと思っているだけ。それを、私欲のために動かそうとするなんて」

　話を聞いているのかいないのか、ラセットはアリアの腹に抱きつき抱っこをせがんでくる。

「姉さまの絵、きれいだからもっと見たいー。ねえ、もっとお絵かきして？」

「聞いている？　権力を振りかざして自分の思うとおりにさせてはいけないと、姉様は何度も伝えているでしょう？　ほら、帝王学の授業はもう終わったの？」

「う……。まだ、まだなの」

「では、休憩中なのね」

「……」

「ラセット？」

　大きな瞳はみるみるうちに涙をためた。

「姉さまぁ……ボク、できないよ……姉さまみたいに、できないぃーっ！」

　ふっくらした頬をいくつもの涙の筋が伝っていく。あふれて止まらない透明なしずくを指先でぬぐってやりながら、アリアは小さな弟を膝の上に抱き上げ、ぎゅっと抱きしめてやった。

「泣き虫さん。お勉強、いやになっちゃったの？」

「いやだぁ。だって、ぜんぜん、おぼえられない。先生もこわいし、ボクにはむりだよ」

「みんな、あなたならできると思っているのよ。先生方が厳しいのは、立派な王様になれるって、期待しているの。……私のときもそうだったのよ」

「でもっ、姉さまは、ボクの歳にはぜんぶできてたって、先生が」

「人と比べなくていいの。そんな言い方をした先生達がお悪いわ。ラセットはラセットのやり方で努力していけばいいのだから」

「でもっ、上手にできないと、おこられるもん！」

「そうね……私も逃げ出したことがあるわ。あなたが生まれる前のことだけど」

「姉さまだって逃げたんでしょ！　それで、ぜんぶボクがやることになった！」

「そうではなくて……あなたが生まれて、王位継承順位が下がっただけ。お勉強したでしょう？」

　癇癪を起こしてしまった六歳に正論を説いたってしょうがないと、いつものアリアなら優しくなだめてあげられるはずだった。

「いやだよ……王様になんてなりたくない！」

「ラセット。それだけは、私たちが決して言ってはいけないことよ」

　思いがけず厳しい声が出た。ラセットは涙目を見開いて、アリアの膝の上で身体を硬直させている。

「っ、でもっ！　……う～～っ！　姉さまはずるいよ！　ボクのおかげで王様にならなくてすむんだから、ボクにお説教しないでぇっ！」

　甲高い叫び声は胸を刺す。

　──心を乱すな。

　アリアの耳の奥で、幼い頃に言い聞かされた、父の、母の声が聞こえる。

　──王が心を乱せば家臣らは動揺する。その不安は幾万人の民にも伝播するのだ。

（……承知しております、お父様）

　腹の奥まで届くよう、静かに息を吸い込む。

　相手の感情に巻き込まれてはいけない。それが家族であっても、怒りや嘆きに引きずられてはいけない。

　それに、弟は知らないのだ。

　彼の嫌がる王位を、アリアがどんなに熱望していたか。良き女王となるべくどれほど努力してきたかを。そしてその努力は、彼が生まれた日にすべて水泡に帰したことも。

　知らないから、こんな残酷なことが言えるのだ。

「……ねえラセット。私はあなたが王様になったら、あなたが毎日幸せであるように、毎日神殿でお祈りするつもり。だって王様が幸せじゃない国は、きっと国民も不幸だから。ラセットは不幸な人がたくさんいる国を治めたい？」

　彼はしばらくぐずっていたが、アリアが絵筆を持ったと気づいて、嗚咽を止めた。

「リクエストはある？　好きなものを描いてあげる。騎士がいいかしら？　剣なら、言われてこのあいだ練習したのよ」

「ちがうのがいい。世界樹、描いて……」

「ふふ、大得意よ」

　新しいキャンバスに意気揚々と絵の具を載せ始めると、弟はしばらくそれを見守ったあとでべっとりとくっついてきた。

「きれい」

「そうね……私たちを見守ってくれる世界樹は、かつて女神さまの玉座だった。綺麗で当たり前なのかもね」

「それにあの樹の下には、姉さまの好きな人がいるもんね？」

「違うってば。もう、機嫌を直したかと思ったらすぐそんなことを言うんだから」

　楽しげに身体を揺らして絵を眺める弟は「おべんきょうもいっしょにして」とアリアの胸元に顔を埋めた。憎みたくても憎めない、かわいい弟だ。

　天使のような弟が生まれたあの日から、両親の関心は小さな命を育むことに注がれ、優等生の姉姫には自由が与えられた。

　王位継承者として積み重ねてきたものが取り上げられてしまったような気がして、絵を描くことに没頭した時期もあった。

　それからもう六年。十八歳になったアリアはこの城で変わらぬ日々をのんびりと生きている。この六年で、弟を愛しく思う気持ちはちゃんと育った。

（私は……このままでいいのよね）

　アリアの今後の人生は、王となる弟を支えるために使うことになるだろう。それが姉姫としての務めだ。国民のために生き、美しいものを身に纏い、趣味にうつつを抜かすくらいの自由も許される。

　素晴らしい人生じゃないかと思うのに、なぜか心は渇いたままだ。

（もっと強烈ななにかが欲しい……。私しかできないなにかが。それがあれば、この渇きも満たされるでしょうに）

　ため息をつく代わりに息を吸って背筋を伸ばした。長年の作法教育はまだこの身に生きている。

「……勉強は大事よ。何一つ無駄なことなんてない。神殿の神官たちだって、小さいときから寝る間を惜しんで学ぶんだそうよ。ほら、夜に使う照明魔道具を増設したいと、彼らから嘆願書が届いていたでしょう？」

「それはだって、祈りは神官のお役目だもの……」

「ええ、そうね。彼らは王家とは違うやり方で国を支えてくれている。とくに世界樹と魔力の研究については、彼らの右に出る者はいないでしょうね」

　けれどどれほど神殿に通って博識の神官たちと対話をしても、いまだアリアの悩みは解決していない。

（こんなことで悩むなんて未熟ね。ラセットを叱れないわ）

「あっ！　そうだ、世界樹で思い出したよ。姉さまにお客様が来ているの。ボク窓から見ていたんだけど、あれは神殿の紋章入りの馬車だったよ」

「まぁラセット、先生の授業じゃなくて窓の外を見ていたのね？」

　そのことで叱られて、飛び出してきたらしい。

「だってぇ……、神殿の馬車なんて珍しくって」

「では、お客様とのお話が終わったら先生に謝りに行きましょう。私も一緒に行くわ。できる？」

　ラセットは素直に頷いて、アリアの手を引っ張るようにしてアトリエを出た。

（神殿から私にお客様だなんて、初めて）

　今朝は胸が騒ぐことが続く──と思っていたら。

　応接の間には、胸が騒ぐどころではない人物が座っていた。




「初めまして、王女殿下。私は神殿で神官補佐をしておりますラスヴェートと申します。こちらは浄化の神官セレストです。ご存じかとは思いますが」

　立ち上がったラスヴェートという若い神官が、アリアを見て頭を垂れた。

　彼が紹介したのは神官セレスト──上品さと知性と優美さとを鍋で煮詰めて冷やし固めたような美青年だ。そちらも遅れて立ち上がると、アリアを見下ろし、無表情のまま会釈をした。

（うっ……そ、でしょぉ……!?　セレスト様ッ？　本物……本人!?）

　彼を知らないはずがない。

　本音を言えば、アリアが神殿に通う理由の半分は、彼のためなのだから。

「セレストは世界樹の浄化を担当する、当代唯一の神官でして」

「は、はい。存じております。浄化の儀式は、何度も拝見しておりますので」

「そうですよね。アリア殿下の信仰心の深さには我々神官一同、たいへん心を慰められております。ねえ、セレスト？」

「……」

　三者とも席に着いたが、セレストからの強い視線を感じてそわそわと落ち着かない。

　彼の瞳は、晴れた春の日の青空の色。

　髪は陽光に照らされた雪原のごとき銀白色だ。

　彼が身に纏う神官服は、白地に金と緑の精緻な刺繍がされている。浄化の神官のみが着用を許される、世界樹を模した神官服だということもアリアは知っている。

（あぁぁぁ今日も美しいわ……この怜悧でまばゆい美貌をなんと賛辞したらいいの……）

　なにを隠そう神官セレストは、アリアの憧れの人だ。

　いや、憧れという言葉は最適ではない。彼に抱く感情はもっともっと複雑なのだ。

　ラセットは「姉様の好きな人」と表現したが、それもしっくりこない。この気持ちは断じて、恋ではないからだ。この美しい人を自分のものにしたいわけではなく──。

　ただ応援している。遠からず近からずの距離で見守りたくて、幸せになってと願っている人だ。

　市井ではそのような相手のことを「推し」と表現するらしいと、家庭教師との雑談で知った。

　たとえば宮廷騎士や舞台役者を応援する者たちが、名前を呼ぶことすら畏れ多いと、崇拝の対象をそのように呼ぶのだとか。

　それにならい、アリアも心のなかで神官セレストを「推し」と定義することにしていた。

　とにかく、彼のことなら一晩中でも考えていられるため、ひとまず表現についてはおいておく。深く重い感情に名付けはできない。

　そんな推しとの突然の対面でアリアが我を忘れずに済んだのは、第一王女として培ってきた、なけなしの矜持と作法教育のおかげだった。

　今日ばかりは自分が今まで受けてきた教育に感謝せずにいられない。

（まさかこんな近くでお話しできる機会に恵まれるなんて……光栄だわ……ああ、それにしてもお姿が素敵。顔もお声も大好きです！　なんて言えるはずはないのだけど）

　憧れの人が目の前に……、といっても素直に喜んではいられない。

　王女としての品格を保ちつつ、推しへの激重信仰ファン心の暴走をなだめなければと必死だ。

「神殿は男所帯ですので、アリア殿下のご来訪後はいつもまるで女神降臨のような騒ぎなんですよ」

「ラス。時間を無駄にするな」

　一睨みで場を制する美貌と美声。目から、耳から、思考を浄化される感じがする。

　世界樹神殿の祈りの間においても、彼が笑ったところは一度も見たことがない。その美しさは彫刻のようで、人間離れしたところがまた、アリアの好みなのだった。きっと彼は高潔な精神を持っているのだろうと想像していた。

　ただしセレストの人形のように完ぺきな美貌を冷ややかで怖いとか、愛想がないと言う信者たちがいることも知っている。そんな評価は不当だと言って回りたいくらいだったが、アリアは努めておとなしくしていた。

　王女であっても神殿のなかではただの一信者である。目立たず、祈りの時間は教会の壁と一体化するよう気配を消すのがアリアの信条ポリシーだった。

　セレストの使命は、神聖で重要なもの。そして祈りに参加するアリアたち信者は、彼の導きで世界樹へ感謝の祈りを届けることができる。

　間違っても、彼の美貌が売りの見世物に寄付しているのではないし、彼だって自分の美貌を売り物にしているつもりはないはずだ。

　彼が望まないことはしない。だから今までこちらから彼に接触しようとしたことは、一度もない。

「失礼しました。本題に入りましょう」

　ラスヴェート神官補佐は、セレストの辛辣な睨みを柔和な笑顔でかわした。慣れているのはなぜだろうかと考え、アリアはようやく彼の存在を思い出した。

（ラスヴェート補佐官って、いつも浄化の儀式の助手役をしていらっしゃる神官様だわ。補佐だなんて言うけど、女神様に仕える神官たちのなかでも、かなり位は高いはず）

　神殿の若き高官二人がいったい何用で。アリアは改めて姿勢を正した。

「率直に申し上げますね。王女殿下。どうか彼、セレストに、御身を捧げていただけないでしょうか」

「捧げる……？　それはどういった意味でしょうか」

　アリアが怪訝な顔で返すと、セレストが大げさに嘆息した。ふたたび向けられた視線は妙に厳しい。眉間を寄せ、目元が少し赤い。

（もしかして、なにか怒って……、いえ、これは、恥じらっていらっしゃる？　なぜ）

　祈りの場での神聖な彼と比べて、ずいぶん印象が違う気がする。女神の再来と謳われる彼だけれど、今は座り方、しゃべり方、視線の運び方それぞれが、なんというか……人間らしく見える。

「ラスの物言いは回りくどい」

　セレストは立ち上がったかと思えば、アリアの目の前に両膝をついた。

　それは浄化の儀式のときと同じく、女神と世界樹に彼の身を捧げんと祈祷をする様子とそっくりそのままの姿勢で。

「アリア王女殿下。私と結婚してほしい」

「……は」

　セレストの美しい所作にうっとり見とれていたアリアは、人生で初めての求婚を聞き逃した。

「あなたが相応しい。すまないがこれ以上ここで話せることはない。ただ、俺の妻はあなたでなくてはならないと、世界樹が決めてしまった。それだけ理解してほしい」

「……、……。」

「王女殿下？」

「……はっ」

　呼吸するのを忘れていた。

「け、結婚……？　そんな……、そんなの……！」

　跪くセレストの前に立ち上がったアリアは、昂ぶる感情のまま口を開いた。

「そんなのは解釈違いですッ！」

「解、釈……？」

　ラスヴェートが困惑したようすで繰り返す。

（私は、美しいものを愛でていたいだけ。手に入れようなんて思わない……ましてや、他でもないこの方を！）

　人前で大声を出すなど、王女らしくない振る舞いだ。けれどアリアにだって譲れない一線がある。

　神官セレストと恋愛がしたいわけではない。結婚だなんて、言語道断。

「……っ、申し訳ございません。取り乱してしまいました」

　ふぅと息を吐いて激情を鎮める。

　男性二人は呆気にとられて目を見開いている。

「それで、世界樹が決めてしまったとはどういう意味でしょうか、セレスト様？　神託がくだったということでしょうか。神官様方にそのような力があるという話は初耳ですが」

　気を落ち着けようと再び椅子に座り直し、ドレスの裾を丁寧に直した。

「いや……神託ではない。けれど、あなたが相応しいと俺自身が感じている。それがすべてだ」

「相応しい？　私が？　なぜでしょう」

「理由はいくつかある。話せば長い」

「お話しいただけなければ納得できません」

「ここで話せることではないのです」

　平然と座り直すセレストの声も表情も、本当に求婚に来たのかと疑いたくなるくらい愛想がない。

（ああっ、でもそれもいい！）

　世界樹の祈りの間での彼は、どのような身分の信者に対しても平等に接する。他者に媚びず、我を通す。芯が通ってぶれないところをかっこいいと思っていたのだから。

「……念のためお聞きしますが、恋愛感情からの求婚ではないのですよね？　だってきっと、セレスト様は私のことなど何一つご存じありませんでしょう？」

　返答はなく、彼は代わりに鋭い視線を返してきた。伏し目が美しい完ぺきな角度にぐっとくる。

（あぁッ……！　毎週のお祈りの時間に遠目で見守っていたセレスト様の怜悧な美貌が目の前に……！　存在を認知されてしまったことも、あまつさえ直接お声がけいただいてしまったことも畏れ多いのに、この距離は、さすがにときめいてしまうッ……）

　心象風景でのアリア自身は床を拳で叩いて嘆いている。けれども、こんなときだからこそ『推しは見守って愛でるもの』『お触り厳禁！』という信条ポリシーを貫きとおしたい。

（セレスト様からの求婚……夢のような現実……震えるほど光栄よ……！　けれど、結婚なんて考えたこともないわ、私は彼を見守りたいだけの信者ファンだもの）

「王女殿下、恐縮ではありますが僕からも念押しをさせていただきたく。この結婚には、セレスト神官の生命いのちがかかっているのです」

　アリアが再度断りを入れる寸前に、ラスヴェートが神妙な顔つきで身を乗り出した。

「ラス」とセレストが厳しい視線を送るが、ラスヴェートは緩く首を振って話を続けた。

「最近のセレストは、心身に支障をきたしているのです。職務上、昔から食事も睡眠も不規則にならざるを得なかったのですが、不眠にまで悩まされるように……。齢二十五の若さとはいえ、このような調子では長生きできません。すでにその片鱗は表れていて、世界樹の浄化さえうまくいかない」

　セレストと同じく、アリアの眉間にも皺が寄る。

「不眠ですか……。おつとめに障りがあるほどとなると、かなり重症なのですね」

「ええ。このままではあまねく国内に、魔力の供給が滞る恐れがあります」

　それはまさに国の一大事である。

「つまり……セレスト様は、私生活の乱れを正し、心身を健康的に保てるような伴侶を探していらっしゃる、ということでしょうか。そしてそれが私だと」

「さすが、ご理解が早くていらっしゃる」

　ラスヴェートはもともとの垂れ目をさらに下げ、ほんわかと柔らかい微笑みを浮かべた。一方のセレストは苦虫をかみつぶしたかのような表情でそっぽを向いている。

「人の弱みをべらべらと」

「この通り、セレストは気難しい男です。生半可な覚悟では彼と生活することはおろか、苦悩に向き合うことすらできないでしょう。けれど、王女殿下ほど熱心な信者であれば、きっと彼の支えになってくれるだろうと、大司祭様たちも考えておられて」

「お待ちください。たしかに私は世界樹への祈りを日課にしておりますが、それは自分と国民のためであって……セレスト様をお支えするだなんて、大層なことができる自信はなく」

「できる。あなたなら」

　ほかでもないセレストに言われてしまって、アリアは口を引き結んだ。

（どうしてこの人は私を……そんな自信満々に？）

　彼にまっすぐ見つめられて、正気を保っていられる人間がどれほどいるだろう。アリアは不躾にならない程度に視線を逸らした。

「ですが……、結婚ともなると、私の一存で決めることはできません」

「それでしたらご心配には及びませんよ！　じつは国王陛下と王妃陛下には、前もって婚約のお話を通してございます。その上で、『アリアさえよければ』とのお言葉をちょうだいしております」

「えっ？　お許しになった？　お、お父様が？」

「『心酔している者に嫁ぐのだから、アリアもさぞ喜ぶだろう』と仰っておいででした」

「ちっ、ちが……！　う、うそうそ、そんな……」

（だから！　恋愛感情じゃないって前々から言ってあったのに！　ああもうなんてこと！）

　断らなくてはとほかの理由を探しても、一つずつ論破され退路を塞がれていく感じがする。

（この補佐官、出来るわ……！）

　アリアが涙目で睨みつけたラスヴェートはにこやかな笑いを収め、胸に手をあて頭を垂れた。

「アリア王女殿下が国民のために心を配っておられること、僕は神殿の一神官にしかすぎませんが、心より尊敬しております。あなた様にならセレストを任せられる。国民のために、どうかご了承いただけませんでしょうか」

　国民のためと言われなにも返せなくなったアリアに、セレストの視線が注がれる。

「あなたにとって不本意な求婚であることは、申し訳なく思う」

「不本意!?　ち、違います！　あ、いえ……。ただ、困惑しています。急に結婚だなんて」

「ならば求婚は許されるのですね？　いや……、これは契約交渉だと思っていただくのがいいでしょう。こちらはあなたの降嫁にふさわしい生活待遇をお約束します。それから、王城に閉じこもっていては見られない、女神や世界樹に近しい世界もお見せできるでしょう。それらに興味はありませんか？」

「きょっ……興味はありますけれど、それを満たす目的で結婚することはできませんわ」

　セレストは立ち上がり、おののくアリアに詰め寄った。

　間近に迫る、背の高い美形の迫力。アリアは「はわわ」と唇を震わせた。

「では改めて懇願します。俺にはあなたの力が必要なのです、王女殿下」

　彼は、背を逸らすアリアの手首をつかんで引き寄せ、抱き留めた。

「やっ!?　な、なに？」

　彼に触れられたところに、びりびりと痺れが走る。

　くすぐったいような、熱いような痺れだ。それが断続的に身体の芯にまで届く。こんな刺激は初めてで、びくびくと全身が震えた。

（や、なに……？　セレスト様が触れたところ、変な感じに疼く……っ）

　どういうことかと焦って見上げるとセレストは表情を歪め、アリアに触れていた自分の手のひらを見つめていた。そして鬼気迫る表情で「やっぱり」と呟いた。

「あなただ。間違いない。今、確信した」

「あうっ……おやめください……」

　ふたたび手首を掴んだ手は力を弱めるどころか、手袋とドレスの袖の隙間にまで指が入り込んでくる。素肌に触れられたことも恥ずかしいが、それ以上に身体の疼きがひどい。気を抜けば妙な声をあげてしまいそうになる。

「放して……やだ、なんで？　変になっちゃう……」

「王女殿下。俺は、あなたが欲しい」

「ひぇっ」

　耳元で囁かれて、気をやってしまわなかった自分を褒めたい。それほど強烈なひと言だった。

　腰が砕けたアリアはくったりと背もたれにもたれかかり、片手で顔を覆った。

（なにこれ、なにこれ……！　推しが夫になる？　私のものになるの？　夢じゃないわよね？）

　推しからの求婚。夢よりも夢らしいシチュエーションに酔うなと言われても無理だ。

（ち、違うわ……私は自分の欲に負けたわけじゃない……！　彼を助けるため……それに、国の危機だから……！）

　これほど重要な理由を並べられて、なによりセレスト本人が望んでいる。アリア個人の私情は置いておくとして、王女としてできる最適な選択肢はもう決まっている。

「うぅ……っ、わかりました、わかりましたから、この手をお放しになって……」

「承諾いただけるまで、放さない」

「ああ、もう……。こちらこそ……、よろしくお願いいたします……」

　なんとか声を絞り出すと、なりゆきを見守っていたラスヴェートが「まとまりましたね」と笑顔になったのがわかった。










第二章　推し愛めづる契約生活









　浄化の神官、セレスト・ウェルナ。

　出身地は非公表（孤児ではないかと言われている）、世界樹浄化の才を見いだされたのは彼が十五歳のとき──今から十年ほど前のことだ。

　当時、アリアは八歳でまだ弟も生まれていなかったが、神殿の使者が「前代未聞です」と大変興奮した様子で国王夫妻に語っていた記憶がある。

　世界樹は魔法王国シャドレアの民らにとって、信仰の対象であるのと同時に、生活に必要不可欠なエネルギー源でもある。

　照明や、調理のための熱や、冷暖房や通信など、国民のありとあらゆる生活は、世界樹から放たれる魔力が動力源の『魔道具』で成り立っている。

　世界樹の魔力が極端に減った半減期は暗黒時代とまで呼ばれ、少ない魔力を巡って争いが起きたほどだった。

　シャドレアの平和には世界樹の安定化が第一。すなわち、日々の浄化が必須なのである。

　浄化というのは、世界樹が霊山より吸い上げた力に含まれる穢れ──悪しき思念など──を、女神に祈りを捧げることで発散させることをいう。穢れは世界樹の魔力生産力を著しく低下させる。

　そして神官セレストは、歴史上何十人もの神官で負担していた世界樹の浄化を、たった一人で行える当代唯一の神官なのである。

　アリアがセレストの祈りを初めて見たのは、母親の安産祈願で神殿を訪れたときのことだった。

　煌々と輝く世界樹の巨大な根元に跪く彼は、あまりにも美しかった。人ならぬ神聖さを纏っていた。まさに一目惚れだった。

　それからというもの週に一日、神殿で彼の祈りをただ見守ることが習慣になった。見守るだけで満足だったのだ。それは渇いたアリアの心を慰め、波打つ感情を鎮めてくれる大切な時間だった。

　彼の存在を尊く思っている。その心を手に入れようなんて考えたこともない。

　だから、アリアから神官セレストへの気持ちは恋ではなかったと断言できる。

　そのはずだったのに──。




　セレストから突然の求婚を受けたアリアは、ひとまず婚約等の正式な手続きを保留にして、互いが伴侶として相応しいかどうか試す期間を設けることを提案した。

　というのも、ラスヴェートの話によるとあちらは『セレストの生活習慣を整えることのできる伴侶』としてアリアを見いだしたようだったからだ。

　そしてアリアは、その点についてまったく自信がなかった。

（だってお相手がセレスト様よ。遠くから眺めるだけで胸がいっぱいになるくらいなのに、一緒に暮らすなんて……無理だわ。憧れが強くて、彼の本質なんて見られそうにないもの）

　もはや一種の崇拝に近い。彼の悪いところなど目に入らないし、もし気づいたとしてもそういうものと受け入れてしまう。そんな状態で平穏な結婚生活が成り立つものだろうか。

　それに、もしアリアが嫁ぐならば王家からの降嫁ということになる。万が一の離縁は不可能ではないけれど、手続きは複雑になるだろう。アリアとしても、王家と神殿の関係にヒビが入るようなことは避けたい。

　なので、同棲生活のお試し期間を設けて、それを三ヶ月間とすることに決めた。

　そのころには弟ラセットが七歳を迎え、立太子するからだ。それまでは両親も、家臣たちも、すこぶる忙しい。アリアの結婚について議論するのはその後でじゅうぶんだと思ったのだ。

（お父様もお母様も、今まで私の結婚については深く考えていないようだったし……、この降ってわいた縁談にも特に反対はないみたいだけど……なんだか寂しいわ。いよいよ私は必要ないと言われているみたい）

　求婚相手がセレストでなかったら、と想像する。もちろんその可能性のほうが高かったはずだ。そのとき両親は、アリアは、同様に受け入れただろうか。

（結婚か……。私自身、なにも考えてこなかったわ。もう成人しているのに。ラセットが生まれてからの私こそ、現実を見ていなかったのかしらね……）

　母の安産を祈って神殿に通い、弟が生まれ王になると決まれば、王女としての時間も培われた知識や教養もすべて彼を支えるために使う心づもりができた。

　それが自分の存在意義だと。自分の道はそれでいいのだと、他の選択肢を考えることもしなかった。

（今だってそう思う。ラセットはまだ小さいのだから、私がいないと。王女としての公務だってたくさん残してきてしまった）

　セレストとの同棲のための屋敷に移動する日、泣きながらアリアに縋ってきた幼い弟を思い出す。

（早く城に戻った方がいい。そもそも私を妻にしても、セレスト様に良いことなんて一つも……）

　彼はどんな気持ちで求婚してきたのだろうか。

　熱望しているようにさえ見えたのに、お試し同棲をはじめてもう三日もアリアは放置されている。

　そうしてわかったことだが、たしかにラスヴェート補佐官の言う通り、セレストの生活リズムはめちゃくちゃなようだった。屋敷に帰って来たとしても束の間で、着替えや湯浴みをしてまたすぐ出て行ってしまうのだ。

（浄化の神官の妻として、私ができることってなにがあるかしら。そもそも顔を合わせることすらできないんだから、なにかしたくてもかなわないのだけど）

　部屋で一人きりだと、よくない方へ考えが偏ってしまう。そろそろ夕暮れで部屋も薄暗い。アリアはぼんやり眺めていた窓の外の景色から視線を外して部屋を出た。

　お試し期間のあいだ、二人は霊山のふもとにあるセレストの持ち家に住むことになった。どうやらアリアを迎えるためにいくらか整えてくれたようである。

　執事も使用人もたくさんいるし、屋敷は広く、調度品も品が良い。城から連れてきた侍女らも上質な住まいに大変満足そうであった。

　一神官であるセレストがこれほど好待遇で暮らしているのは、やはり彼の世界樹浄化の能力が神殿にとって、国にとって、最も重要だという証だろう。

（明日は、週に一度の世界樹の浄化の儀式の日。セレスト様は事前準備で屋敷に戻られるという話だったから、少しはお話しできるかしら）

　アリアが玄関ホールの大階段を下りようとしたとき、にわかに周囲が賑やかになった。

　セレストが帰って来たのだ。

　吹き抜けの二階から顔をのぞかせると、ちょうどセレストが侍従に神官服の長衣を預けているところだった。

　アリアは心持ち早足に階段を下りきり、手持ち無沙汰にその様子を見守った。

（セレスト様の私生活プライベートを見られる日が来るなんて……！）

　この十年、神殿で見つめ続けた怜悧な美貌も、屋敷のなかで見れば少し印象が違って見える。彼の身内として過ごすことになるなんて、まだ実感できない。

　こちらに気づいたらしいセレストが、無言でじっとアリアを見つめている。アリアはその場で微笑んだ。

「おかえりなさいませ。おつとめご苦労様です」

　世間一般の夫婦がどのようであるかは、小説や戯曲でなんとなく知っている。妻は夫の帰宅を出迎え、身支度を調えるのを待ち、夕食を共にしたり、夕食後のひとときを共に過ごしたりするのだ。

　王女としての挨拶をするのは両親や他国の王族に対してだが、いまこの屋敷の主はセレストだ。頭を垂れて主人の帰宅を迎える。

「……ああ」

　ものすごいぶっきらぼうだが、反応が返ってきた。それだけでアリアは天にものぼる気持ちがする。

（すごい……、解釈一致……！　セレスト様は自宅でもクールなのね。きっと本物の伴侶にもデレデレしないんだわ……）

　感動していつまでも呆けてはいられない。彼は神官として特別な役割のために一時帰宅したにすぎないのだ。

　彼は我が家だというのにリラックスしたようすはなく、長い脚でずんずん廊下を歩いて行ってしまう。

　今日こそなにか会話をしたいと思っているアリアは、置いて行かれないようにドレスの裾を持ち上げて足早についていく。

「三日もお顔を拝見できませんでしたので、心配しておりました」

「そうでしたか」

「お夕食はご一緒できますか？」

「無理だ。時間がない」

「では、儀式の準備を。私もできる限りお手伝いいたします」

「不要です」

「ですが。それでは私がいる意味がありません。私の力が必要だと仰ったのはラスヴェートとセレスト様ですのに」

　並び歩いていたセレストがふと立ち止まった。

「今、ここでその話をしたくない」

　ずばりと言い切られてしまって、アリアは口を噤んだ。

　床を見つめているうちに、セレストが歩き出した。そのまま後ろ姿をしばらく見送ってから、そっと息をついた。

（どう接するのが正解なのかまったくわからないわね……。お疲れなのに、玄関で話し込んではいけなかったかしら。おつとめから帰って来たばかりなのに、私は自分の考えばかり一方的に話してしまって……）

「ふふ、友人夫婦の会話を聞くのって、なんだか面映ゆいや」

　やわらかな声に導かれてアリアは顔を上げた。

　にこやかに微笑む青年と目が合う。客人の存在に今しがた気づいたアリアは、さっと顔を赤らめた。

「いらっしゃったのですね、ラスヴェート」

「ラスで結構ですよ、王女殿下」

　客人を応接室に通し、主人の支度が調うまで女主人が話し相手をする。貴族の夫婦であればこれは一般的な対応だ。

　応接室の長椅子に座ったラスヴェートに茶菓子を勧め、アリアも向かいの椅子に腰掛けた。

「わー、ありがとうございます。この家でこのようなもてなしを受けるのは、なんだか不思議な感じがしますよ」

「そうなのですか？　ラスはよく、こちらに？」

「ええ。僕が送り届けなければセレストは一生家に帰らないので、少なくとも週に一度は帰すようにしておりました。神殿でも入浴や着替えはできますが、おつとめの間、彼は食事や睡眠はほとんどとらないので……」

　想像以上にひどいセレストの生活を聞かされ、かける言葉もない。

　今まではラスヴェートのおかげで推しの健康が最低限守られていたのだと知り、自然と頭が下がる。

「ラスがセレスト様にとってどれほど素晴らしいパートナーであるか、わかる気がいたします。公私ともに支えてこられたのですね」

「あはは、王女殿下に褒められるなんて畏れ多いです。それよりも、どうですか？　新居での暮らしは？　ご不満がありましたらなんなりとおっしゃってくださいね」

「素敵なお屋敷です。もしかしてこちらの手配も、ラスが？」

「まぁ、はい。私がいろいろと指示を出しまして。もちろんセレストの許可をとってですが」

「そうでしたか。やっぱりラスは、セレスト様から信頼されているのですね」

　急ごしらえの妻候補よりも、彼のほうがずっとセレストのことを支えている。セレストがなにを必要として、どうすれば心も体も休めるのか、わかっているのではないだろうか。

　肩を落としたアリアをいたわるように、ラスヴェートは優しく微笑んだ。

「付き合いが長いんですよ。友人だし、仕事上のパートナーでもあるし。けれど僕ではどうしようもない問題もありまして……そこは王女殿下でないとね」

「そのことについて、この三日間考えておりました」

　アリアは膝の上に置いた自分の手をじっと見つめた。

「……私がこの屋敷で、セレスト様のためにできることが、何一つ思い浮かばなくて……」

　人当たりの良いラスヴェートの前だからだろうか、胸のあたりにもやもやとたまっていたものがぽつりぽつりとこぼれてしまう。

「屋敷の者たちはみな、セレスト様に快適に過ごしてもらうための心をすでに持っております。あとはセレスト様ご本人が帰ってくださりさえすれば、なにもかも上手くいくのでは、と思ってしまうのです」

　焦ってもしょうがないとわかっている。けれど、なにもできない生活というのはあまりに味気ない。

　無力さを実感して、こうも簡単に落ち込んでしまう。相手があのセレストだからなおさらだ。

「私は、本当に必要なのでしょうか？」

「ああ、うぅん……そのことなんですが、王女殿下。彼の体調を回復させるために必要なことは、快適な生活だけじゃなくて……それ以上に、夫婦でやることをやらないといけなくてー……ですね……」

　ラスヴェートは色素の薄い髪をがしがしと搔いて言葉を探している。気落ちするアリアをなんとか励まそうとしてくれているのだ。

「いや、厳密には夫婦で無くても、男女であればかまわないのですが。でも、道徳的にね、我々は神官ですから、そのあたりはちゃんとしておいたほうがいいだろうとー」

「男女？　男女でなくてはいけないことを、私が？　どういうことかしら。詳しくお話しいただけませんか」

「いやーははは、参ったな～……ええっとー」

「──言っただろう。あなたは世界樹に選ばれたのだ、と」

　ラスヴェートに迫るアリアに答えるように、穏やかな美声が話に割り込んできた。

「わぁよかった！　セレスト、やっと来た！　あとの説明は頼んだぞぅ」

　ラスヴェートはにこやかにセレストを迎える。アリアは、入室してきたセレストを見て目元を押さえた。

（ウッ……、ま、まぶし……）

　銀糸の髪は湯浴みのあとでしっとりと濡れている。くつろいだ長衣の襟元から、上気してうっすらと色づいた肌が見えている。

（これが……、湯上がりのセレスト様……！　あの神聖な神官服を脱いでも、美、美、美よ……！）

　濡れ髪のあられもない姿の推しを間近に、しかも無償で見られるなんて。こんな僥倖が許されるのだろうか。今すぐ自分の幸運を、女神へ感謝したい。

「それ以上はいい。俺が伝える」

「そうしてもらいたいな！　それにしても我が国の王女殿下は気さくで話しやすい女性だね。安心したよ」

　我に返ったアリアは、ラスヴェートに向き合って微笑んだ。

「それを言うなら、あなたのほうこそですよ、ラス。世間知らずな私に、いろいろと親切にしてくださってありがとうございます」

「わぁー……僕こそ、王女殿下の笑顔に心が洗われるようです」

　話しやすい彼にすっかり気を許したアリアは、神殿でのセレストの様子を聞くなどして大いに盛り上がった。

　やがてお茶菓子が尽きたころ、ラスは隣に座るセレストにもたれかかるようにして名残惜しげに言った。

「王女殿下との話も尽きないし、今夜は僕もこちらに宿泊させてもらおうかなー？」

「まぁ！　それは名案ですね」

　願ってもない提案だ。セレストと二人きりではどうしたらいいかわからないが、彼がいればすべてが円滑に回る気がする。

　ぜひそうしていただけると、と言おうとしたアリアのセリフに被せるように、セレストが「必要ない」と言い放った。

「えっ？　そ、そうですか……セレスト様がそうおっしゃるなら……」

「ほら～、セレスト？　王女殿下は残念そうだけど？」

「いえ、よいのです……そうだ。せめて、夕食を一緒にいかがですか。私が家令に伝えて参りますから」

　すくっと立ち上がったアリアを、ラスヴェートはにこやかに見送ってくれる。

「素敵なご提案をありがとうございます。ああ、アルコールの類いはご用意くださらなくてけっこうですよ。神殿の神官は基本的に飲酒厳禁でして……って、あの家令さんならご存じだろうけど」

「お酒が禁じられているのですね。知りませんでした。覚えておきます」

　ちらりと横目に視界に入れたセレストは、むっつりと押し黙ったままだ。

（ちょっと強引だったかしら……。でも、ラスがいなくなって二人きりにされたら私、きっと正気ではいられないから……）

　セレストの横顔は相変わらず彫刻のように美しいけれど、なんとも声をかけられず、そのまま応接室を出た。

　廊下を歩いてすぐに、（そういえば、お二人のお茶の減り具合はどうだったかしら）と気づいてアリアは踵を返した。

　応接室の扉をノックしようとしたちょうどそのとき、セレストの疲労感たっぷりのため息が聞こえて、アリアの手は直前で止まった。

『なにを企んでいる、ラス。屋敷に泊まりたいなどと……、普段のお前なら絶対にそんなことを言わない。ここで茶をすすっていることすら不可解だ。いつもは俺を置いたらさっさと帰るだろう』

『えぇ？　なにをあやしんでいるのー？　それとも心配をしているのかな。僕じゃなくて、彼女のね。ふふ、だーいじょうぶ。友人の奥さんをたぶらかそうなんて思っちゃいないよー』

『……まぁいい。初夜の邪魔をしないで帰るのなら、なんでも』

『ああ、そうだね。君にとってなにより大切なことだもんね』

（えっ？）

　漏れ聞こえた会話のせいで、扉の前から動けなくなってしまった。

（しょ……や……って!?　え……、えっ!?　なに、どういうことっ）

　このままここに立っていていいのか。聞いてはいけない話ではないのか。

　心臓が急に跳ねて苦しい。初夜。それはいったい……。

（だ、だめ……こんなの盗み聞きよ、今すぐ立ち去らないと……で、でもっ、内容が気になるったら……！）

　むむむと眉を寄せた顔が熱い。

『それはそうとして、夕食が楽しみだなー。王女殿下も口にする食事だもの、きっと美味しいんだろうし。そういえば、神殿の食事っていつまでも質素なままで変わらないよね。男所帯のわりに味も内容もあっさりしすぎだと思わない？　あれじゃ満足な魔力も溜まらないよ』

『質素倹約は昔からそうだろう。変わらないさ』

『んー……あ、そうだ！　この際だから、食事関係の予算の増額を王女殿下に口添えしてもらえないかなぁ。君の健康維持のためにもさ』

『やめておけ。彼女を巻き込むな』

　二人は何事もなかったかのように、和やかに会話を続けている。

　扉から離れたアリアはふらふらと歩き出した。

（さすがに聞き間違いだった……？　やだわ、私、ちょっとおかしくなってるかも……きっと『推し』を浴びすぎているせいだわ。いけない、いけない。いくら城を出たからって、どれだけでも羽目を外して良いってわけじゃないのに）

　その後、夕食を囲んでいるあいだも二人に変わった様子は無かった。

　食後はふたたび応接室でだんらんの時間をすごし、そのまま深夜まで話し込んだ。

　ラスヴェートがいてくれて正解だったと思う。彼のおかげでなんとか会話が尽きずにすんでいる。

　アリアはすっかり聞き役にまわって、まるで家族のような気安さで話す二人を飽きることなく眺めていた。

（表情をほとんど変えないセレスト様と、いつもにこやかなラスはまるで正反対だけど、仲がよろしいのね……。お二人の仲にはどのような歴史があるのかしら……）

　訊ねてみたいが、こんなに近くでセレストの生の声を浴びているせいで、心が落ち着かない。

　長くて繊細な睫毛の本数すら数えられそうな距離……一生分の運を使い果たした気持ちだ。

（推しの交流関係を詮索するなんてよろしくないわ。私から聞くのはよしましょう。いずれお話しいただけると嬉しいのだけど……）

「──姫？　アリア王女殿下？」

「あ……すみません、ラス。お帰りですよね」

「結局、遅くまで居座ってしまって申し訳ない。でも楽しい時間でした」

「私もです。どうか、またいらしてくださいね」

（ラスと話しているセレスト様が自然体なものだから、何度かうっかり見入っちゃったわ。観劇しているみたいな気持ちになっちゃったのよね）

「見送りはいらないから早く寝なよ」とセレストを追いやったラスヴェートは、応接室に残ったアリアに耳打ちした。

「セレストがほとんど眠れていないのは本当なんです。……今夜から、どうかよろしくお願いしますね」

　ラスヴェートはいつもの柔和な微笑みをおさめた神妙な顔つきである。

（そうか……きっとこの人も、セレスト様のことがとても大切で、心配なのね）

　アリアは同士を見つけた気持ちになって微笑んだ。

「わかりました。万事お任せください、とは言えませんが……やれることはやってみようと思います」

（うん。──我らの推しを、共に守らん！）

　誓いの気持ちを込めて、彼に右手を差し出す。

　ラスヴェートはきょとんと目を瞠ったあと、軽く笑ってそれを握り返してきた。




　客人を見送り自室に戻れば、そこには笑顔の侍女達が待ち構えていた。

　いつも以上に丁寧な湯浴みの世話をされていると、まさか……という疑念がわいてくる。

　湯に浮かぶ茉莉花ジャスミンの香りは、たしかに安眠を誘いそうだ。だがなぜアリアがこの香りを纏う必要があるのか。

（それにっ、この夜着はなに……！）

　ネグリジェの丈は短く、脚の付け根くらいまでしかない。そして胸を支えるのは補正力のほとんどない下着。下半身にいたってはほとんど紐だ。

　感想を述べるなら「寒い」の一言。そして「破廉恥」だ。

　こんな下着は、夜の営みを盛り上げるための装いにしか見えない。

（たしかに、セレスト様の安眠のためにやれることはやると言ったけどっ、まさか本当に今から初夜を……!?　私たちまだ正式に結婚したわけではないのに!?）

　やはりあれは聞き間違いではなかったのか。

（こういうことも含めたお試し期間だということ!?　でも、セレスト様って私のこと……そんなに好きじゃないと思うんだけどな……）

　彼からアリアへの言葉や視線にはあまりにも好意が見えない。好きでもない女性を、彼は抱けるのだろうか。

（清貧な神殿育ちでいらっしゃるから、女性への関心がすこぶる高いとか……？　うう、そんなの解釈違いよぉ……セレスト様と肉欲が結びつかないわぁ……）

　それならば何だろうと、アリアは彼が結婚を急ぐ理由を考え続けた。

（王女と結婚することで彼になにか有利があるのかしら？　これほど立派なお屋敷を持っているのだから、お金目的ではないでしょうけど……ああ、神殿への寄付金？　もしそうなら、結婚という手段をとらなくても、私個人の資産からお出ししてもかまわないのに。議会の承認が必要だけど……その時間すら惜しいって？　いやいや、結婚の方がよっぽどリスクがあるわ）

　考えてもわからないなら、本人に尋ねるのが一番だ。

　薄い夜着の上から丈の長いガウンを羽織って前をしっかり合わせれば、破廉恥な夜着のほとんどを隠すことができる。これなら許容かと、自分の寝室を出て廊下を急いだ。

　この広い屋敷には、まだアリアが一度も足を踏み入れていない部屋がいくつかある。

　その一つが、夫婦の寝室だ。今夜はそこに人の気配があった。

　扉を開けると、魔力を使った照明が灯っているのがわかった。あたたかい色の照明魔道具ランプで手元を照らしているセレストは、長椅子の肘置きを枕代わりにして、長い脚を投げ出し寝転ぶようにして厚い本を読みふけっている。艶めく髪は床にまで届きそうだ。

　まるで女神が描いた絵画のような一場面を目の当たりにしたアリアは口元を押さえて、漏れ出てしまった感嘆のため息を押さえ込んだ。

　この空気感、照明の角度、ページをめくる指先一つすら完ぺきに美しい。

　邪魔をしたくない一心で、後ずさる。このまま気づかれないうちに部屋を出よう。

「こちらへ。王女殿下」

　セレストは本を閉じると身を起こし、長椅子に座り直した。

（ああ……見つかってしまった……）

　だが、モデルのポーズは変わっても、彼がいるだけで最高傑作の絵画になると再認識する。そこに自分は必要ないのだけれど……アリアは彼の座っている長椅子の端に、ぎこちなく腰を下ろした。

「ようやくあいつは帰りましたか」

　セレストの声を一字一句聞き逃さないように集中している一方で、心臓はどくどくとうるさい。けれど、同士ラスヴェートのことを伝えなければという責任感のおかげでなんとか自分を保っていられた。

「は、はい。ええ、ラスは、セレスト様が眠れていないことを大変心配していました」

　セレストは片眉をあげた。

「いつの間にあいつを、『ラス』と？」

「え？　ああ、本当だわ。そう呼んでほしいと言われたのもありますし、セレスト様がお呼びになるので、うつってしまったようです。ごめんなさい、もしかしていけないことでしたか？」

「いや……、別にかまわない」

　それきり沈黙が落ち、妙な時間をそわそわと過ごした。

「……不眠の症状だが」

　気詰まりな沈黙を先に破ったのは、セレストのほうだ。

「半年くらい、まともに寝ていない。だがそれ以前もあまり寝付きが良くなかった……年々悪くなる一方なのです」

「そんなにひどいのですか」

　深刻な事態である。アリアは毎週神殿に通っていたのに、彼の不調など一抹も感じ取ることはできていなかった。

（私はいったい、彼のなにを見ていたのだろう……）

　なにが「推し」だと、自分を恥ずかしく思った。

　憧れの気持ちはやっぱり、彼の表面を称えているだけにすぎなかったのだ。

（せめてここでは彼のお役に立ちたい。このお試し生活で、セレスト様の健康を取り戻すわ……！　私にできることならなんだってする。覚悟をしなくちゃ）

　悶々と考えていると、ぎしりと長椅子が鳴った。

「そこであなたの出番だ、と……あいつは言うんだ」

　睫毛の一本一本が数えられそうなくらい間近に、彫刻よりも美しい顔がある。憂いを帯びた伏し目といったら筆舌に尽くしがたい色香だ。ただならぬ雰囲気に圧倒されたアリアは、ごくりと生唾をのんだ。

（私の出番って……つ、つまり、どういうこと……）

　疑問を声に出すことはできなかった。吐息が唇にかかるほど近くに、彼の顔が迫っている。アリアは目を見開いてそれを凝視した。

「この部屋の付近だけ人払いがされている……ラスのお膳立てはすでに完璧なようだな」

　独り言のようにつぶやく彼に、全身を視線で撫でられたような気がした。

「あ、あの、セレスト様……な、なにをしようと……？　どうして人払いなんか……？」

「……まずは、先日のように手を触れれば伝わるでしょうか」

　身を固くするアリアの手を、セレストの大きな手がぎゅっと掴んだ。

　その瞬間、肌と肌が触れあうところに、ぷつぷつと細かい泡が弾けるような痺れを感じた。

「あっ!?　これ、前も！　このあいだもこんなふうに、んっ……」

　耐えられない刺激ではない。けれど無表情で我慢することはできないくらいに──くすぐったい。

「んっ……うぅん、やだ、これ……」

「しばらくこうしていれば落ち着くはずだが……。ん、熱くなってきたな」

　隣に座るセレストの吐息が、ちょうどアリアの耳元をかすめる。

　びくりと身体を震わせたアリアに気づいているのかいないのか、彼はそのままの距離で喋り続けた。

「あなたの肌に触れると、このようにして俺の『穢れ』が浄化されるらしい。ぱちぱちと気泡が弾けるようなこれが『穢れ』だ」

「う……、んっ……穢れとはいったい……？」

「浄化の儀式のさいに、世界樹から俺の身体に移ってくる魔力のことです。人は誰しも、日々世界樹から与えられる魔力を身に宿すのだが……俺の場合は、鮮度が悪い魔力を大量に受け取っている。それが穢れです」

「こうやって、私のなかにも、それが入ってくるってことですか……？」

「少し違う。あなたは俺の『聖なる器』だ。俺の身体で浄化しきれない穢れだけを受け入れ、清めることができる……ようです」

　セレストはふーっと深いため息をついて、片手でこめかみのあたりを押さえた。反対の手はまだアリアの手を縋るように握っている。

「セレスト様っ、お加減が？」

「……目眩だ。あなたは大丈夫ですか」

「そ、その、セレスト様と繋いでいる手が熱い以外は、特に」

「そうか……。それならば、良かった」

　囁き声は近く、耳元に吐息がかかる。今までは儀式のときにしか聞くことのできなかった大好きな声だ。それが少し、いつもより優しい響きに聞こえる。

　頬がかっと赤くなってしまったのがわかって、アリアは視線を落とした。

「俺の不眠は、世界樹から受け取った穢れを自浄しきれなくなったのが原因ではないかと考えている」

「……つまり、私がセレスト様の中に溜まった穢れを浄化すれば、あなたは眠れるようになるのですね」

「その通りです、王女殿下。理解が早くて助かります」

　セレストはふとアリアを見つめて、険しかった表情を和らげた。

「なぜあなたなのかはわかりませんが……。俺が調べた範囲では、王家の姫君にそのような力があるという伝承は特に見当たらなかった。あなた個人特有の性質なのでしょう」

　聖なる器の話も、穢れの話も、神殿へ足繁く通うアリアですら初耳のことばかりだ。

（私に力があって……私だけが、彼のためにできること……？）

　震えるような喜びであった。

　憧れの存在に少しでもなにかできればと願っていた。まさか彼自身に力を見いだされ、彼の役に立てるなんて夢のような話だ。

（素晴らしいわ……どうして私がそのような力を持っているのかわからないけど……お役に立てるなんて）

「もう少し触れてもいいでしょうか」

　セレストの指が再び、アリアの手首を掴んだ。

　肌が触れる面積を少しでも増やしたいのか、ガウンの袖口から指が侵入してくる。

「えっ……や、お待ちください……んっ」

　アリアが首を竦めれば手は放されてしまう。

「痛みましたか」

「ち、ち、ちがっ……！」

「血？　血がなにか」

（近い近い近いって、頬に息がかかってるぅっ……！）

　顔が熱くて仕方がない。こんなに近くにいては、緊張で汗ばむ身体からたちのぼる茉莉花の香りまで、彼に届いてしまっているかもしれない。

「ち、違うのです、痛くは、ないのですけど……びっくりして」

「ふむ……触り方が悪いのかもしれない。指先より、こうやって手のひらで覆う方が、鈍い刺激になるだろうか……」

　触れられるところは相変わらず、ぷつぷつと泡が潰れるような刺激に襲われる。弱い痛みというよりもくすぐったいくらいの感覚だ。

「そ、そうですね……触れる面の広さが重要なのかも、しれません、ね……んんっ」

「『器』についてはまだよくわからないことが多い。すまない……、だが、もどかしい」

　セレストの声に焦燥の色が滲んでいる。彼の手はさらに力をこめてアリアの腕を握った。

「……細いな。女性の骨格は、こんなにも……」

　ついこぼれた独り言のような声にも過剰にどきどきしてしまう。

（セレスト様に他意はないのよ、今のはただの感想。これは浄化のための、治療のようなものだから。そういう触れ合いだから）

　彼の体調が回復するのなら、これぐらいの羞恥なぞ耐えてみせよう。

　──けれど、そんな程度の覚悟では足りないと、すぐに思い知らされることになる。

「もう少し触れたい。許していただけますか、王女殿下」

　なにか言う前に、彼の腕に抱きしめられていた。アリアが弟を慈しむときと同じように、すっぽりと深く。

（あたたかい……セレスト様の体温……あぁぁ、しかも、いい匂いがするぅ……）

　言いようのない幸福感が胸の奥から湧き出てくる。

　けれどその時間は長くは続かず、セレストは難しい顔をして身を離した。

「やはり、服ごしではあまり効果がないようだ」

　たしかに、ぴりぴりした感覚が浄化だというなら、抱きしめられているだけでは感じることができない。

（ってことは、やっぱり直接肌に触れないといけないのね……。妙に色っぽい機構システムなのはなんでなのよぉ）

　幸いにも、今のアリアの装いは浄化のために最適だ。なんといっても、ほとんど面積のない下着の上にガウンを羽織っただけなのだから。

「あの、セレスト様」

　セレストの胸元を押して距離を取る。近すぎてこのままでは心臓がもたない。

「どうか目を閉じてくださいませんか。それだったら……、触っていただいても、かまいませんから」

「承知した。では、あなたから俺に触れば良い。それでも穢れは浄化されるだろうから」

　そう言ってセレストは目を閉じた。

「わかりました。でもどこに触れば……？」

「好きにしたら良い」

　口を一文字に引き結び目を閉じる彼の、完成された美を目前にしてアリアは魂を飛ばしそうになった。

　繊細で豊かな睫毛、つるりとした肌。細い鼻梁に高い鼻。引き結ばれた唇のかたちと言ったら世界中の男性を集めてもこれ以上のものはないだろう。

　彼をそっくりそのまま写し描いた肖像画があれば、それは珠玉の名作として国立美術館の一番良い部屋に飾られるべきだと思う。けれども目の前の彼は、飾られるどころか、動く。喋る。まさに生きる国宝だ。

（今は閉ざされし宝玉の瞳は、日々湧き出て枯れることのない美の泉のごとく澄んだブルーで……ああっ、この人の見目の良さを称える言葉を、私は知らない……！）

　ひととおり心の中で大騒ぎしたあとで、ふと冷静になった。今は推しの美しさに震えている場合じゃない。役目を果たさなくては。

「では……、まず手を握ってみます。失礼いたします」

　アリアの指先がセレストの手のひらに触れたとたん、彼はびくんと身体を震わせた。

「あっ……ごめんなさい、今のはちょっと痛かったですね」

「気にせずともかまわない。好きにしていいと言いました」

（でも、他人に自分の身体を好き放題触られるのってきっと気分がよくないわ……。それならやっぱり彼の手を、私の身体に持って行くほうがましかも）

　指先だけで触れると刺激が強すぎる。手のひらを使うぐらい広い範囲に触れるためには、腹はどうだろう。

　彼がしっかり目を閉じているのを確認して、そっとガウンの合わせを開いた。男性の前に下着姿をさらしていることにどきどきしてしまう。恥ずかしいけれど、嫌な気持ちはしない。こんな秘密の露出を楽しむ趣味ができたらどうしよう。

　えいっと、ひと思いに彼の手をアリアの腹に押し当てる。

「どう、でしょうか……？」

「……、やわらかいな。それからあたたかい。これは、どこだ」

「おなかです。ちょうどおへそのあたり」

「……まて、なぜ、服を着ていないんだ……？」

「えっ!?　いえ、着ております、着ておりますよ。少しこう、めくり上げただけです。目を閉じていて下さいねっ!?」

「承知している」

　腹を触らせていることがだんだん恥ずかしくなってきた。

　セレストの手のひらが大きいので、触らせるのに適した場所には限りがある。腹がだめなら次は腿だ。

「んっ……、ぱちぱち弾けるみたいに穢れが浄化されていきますね。あ……だめ、内もものあたりは痛いかも」

「……内もも……？」

　小さく呟いたセレストの手が、さするように動いた。

「んぁっ……、急に動かさないで、ぴりぴりするんですから……っ」

　内もものやわらかい肌は刺激に弱い。腰が引けて、セレストの胸元に頭を預けるような姿勢になる。

「や、くすぐったい……セレスト様、そのあたり、いけません」

「……、……。」

（ど、どうしてなにも喋ってくれないのっ……こんなの、なんだか……あ、愛撫みたいで）

　お互いの吐息に煽られ、身体は熱を上げていく。肌と肌が触れあうたびに弾ける刺激も、ほどよくあたたかいうっすらとした闇も、非現実的な空間での遊戯のようで──。

　落ちてしまう、と思った。

「セレスト、様……もう、いい？　今夜はこれでおしまいにしましょう？　ね？」

　弟に言い聞かせるのと同じようになだめすかす。けれど彼は大人の男性だから、むしろアリアのほうが腕の中に抱かれている。目を見て話すにも見上げなければいけない。閉じていたまぶたを開けた彼と、ばちっと視線が合う。

（そんな、物欲しそうな顔をしないで……）

　指と指が絡められて、額が合わさる。すぐそこに彼の唇があって、けれどまだお互いに躊躇っている。

「だめ……。いけません、これ以上は、本当に……」

　酒に酩酊したときのような浮遊感がする。彼も同じようで、瑠璃色の瞳がとろりと溶けている。

「アリア……、王女……殿下」

　目を見て、熱っぽく囁かれて。

（あ、これ、まずい）

　寝室の空気の色が変わってしまったのを感じる。

　恋ではないと、己を律してきた。離れたところから見守るだけで満足だと。

　けれどこうして、会って、話して、触れることができるようになってしまった。

　いま目の前にいるセレストは頬を染め、眉間に皺を寄せてアリアに触れたいと懇願している。神のように崇拝した彼は、自分と同じ欲を持つ人間なのだと知った。

　同じところにいる。だから勘違いしてしまいそうになるのだ。

　手に入るのではないかと。

（私、この人のことが……、欲しいんだ……）

　憧れは、尊敬は、恋に変わった。この短い時間で育ててしまった。

　でもこの変化はいけないことだ。恋は下心。無償の奉仕ではなく、報われたいと願ってしまう。

（だめ……そんなの……）

　彼が推しのままだったら問題なかった。

　恋に変わったのならば早急に諦めなくてはいけない。苦しくなるから。彼の姿を見て癒される日々を取り戻したいなら──。

「だめです……、これ以上の浄化は……！」

「聞けません」

「だめ……本当に、もう」

「王女殿下」

　頬にぴりりと痛みが走る。彼の指先が触れたのだ。顔にかかる後れ毛をそっと耳にかけられて、目を覗き込まれる。

　顔が近い。このまま流されれば触れてしまうかもしれない……、唇が。

　そしてきっと、それだけでは終わらない予感がする。だって、こんなにも彼の視線が熱い。

（いやらしい気分になっちゃう……！　も、もし、本当にセレスト様に抱かれるようなことになったら……こ、このままっ!?　そ、そんなの、私、やっぱり覚悟が……！）

「だ……っ、だ、だめぇぇぇーっ!!」

　そうしてアリアはセレストを突き飛ばし、ガウンの前をかき合わせ、脱兎のごとく寝室を逃げ出したのだ。





　＊＊＊






　深夜の廊下に逃げて、壁際に追い詰められて。

「俺は求婚の際に『あなたが欲しい』と伝えました」

　やはりセレストは、アリアを抱くつもりだったのだ。彼の口からはっきり言われてしまえば、受け入れざるをえない。思考も足元もふわふわとおぼつかず、彼の胸に寄りかかるようにして立っているのがやっとだった。

（私に身を捧げろとセレスト様が言ったのも、夫婦でなければ都合が悪いとラスが言った理由も……セレスト様の浄化には私の身体が必要だったから……身体目当ての求婚だったのね……！）

　性交セックスの過程は、知識で知ってはいる。それをセレストとするのだと想像するだけでも、下腹がずくずくと熱く疼いてしまう。

　セレストはそんなアリアを平然と見下ろしている。冷静な視線は居心地が悪く、身をよじって赤い顔を隠した。

「でも、せっ……、性交は、気軽に試して良いことではないでしょう？　お互いの身分もありますしっ……それに、は、裸になるなんて！　家族にだって見せたことはないんですよ……！」

　あれこれ言い訳を並べても、結局のところ時間稼ぎにしかならない。けれども無言になってしまってはダメだ。彼に魅入ってしまえば、アリアが必死に隠そうとしている感情がこぼれ出てしまう。

　それは良くない。こんな状況で芽生えたばかりの恋心を押しつけたって、お互いに困るだけ──。

「ふー……埒が明かない」

　セレストは大げさにため息をついたかと思えば、次の瞬間にはアリアをひょいと肩にかつぎ上げたのだった。

「ちょっ、セレスト様！」

　結局、彼の手で抱かれ運ばれて、ふたたび夫婦の寝室に連れ戻された。

「──アリア」

　名前を呼ばれただけで、なにかの術にかかってしまったみたいに身動きが取れなくなる。

　整っているけれど、人形のように感情の見えない美貌が目前に迫る。とっさにぎゅっと目をつむった。

「んっ」

　寝台の上でした口付けは、押しつけられた瞬間に弾けた刺激にびくりとして、二人ともすぐに唇を離してしまった。視線が合うと、彼はばつが悪そうに眉を顰め、顔の角度を変えてもう一度口付けしてきた。

（ああ……！　ついに、キス、しちゃった……）

　おそれていたとおり、触れてしまえばもう戻れそうもなかった。

　セレストの唇は、輪郭を確かめるみたいになぞってきた。ぴったりとかたちが合わさったところで、ちゅうっと吸われる。息をするのも忘れて、されるがままだ。

（セレスト様って、こんなふうに、女の人にキス……するのね……。唇がやわらかくて、あったかい……触れるだけじゃなくて、吸って……食べられちゃうみたい……）

　爆発しそうな心臓の音も、きつく握りしめたシーツの冷たさも、きっと一生忘れることができないだろう。

　初めてのキスの相手が長年憧れていた人と、だなんて──なんて特別な時間だろう。

　これが愛を交わした口付けでなくとも、今このときだけは彼に求められていると感じる。

　それは喜び以外のなにものでもない。どくどくと激しい鼓動の音が、耳のすぐ内側で鳴っている感じがする。

　肩に添えられた手の力さえ心地よくて、ずっとこの夢の中にいたいとまで思った。

　呼吸をさせようとしてくれているのか、セレストはときたま唇を離しては触れることを繰り返した。

　そのたびに浄化の痛みがある。このまま続けていれば唇が腫れてしまいそうだ。

　彼も気づいたのか、それ以降は唇を合わせたままの長いキスになった。しだいに痛みは感じられなくなって、ようやくセレストの唇の厚みを感じることができた。冷たいけれど、やわらかい。

　この口付けでどれほどの穢れが浄化できているのだろう。わからない。少しでも動けば夢の時間が終わってしまう気がして、アリアはじっと羞恥に耐えた。

「……『聖なる器』とは」

　キスによる唇の痛みでいくらか頭が冷えたらしいセレストは、さきほどまでの濃い色香を纏ってはおらず、いつもの知的で品性のある彼に戻ったように見えた。

「女神が、世界樹の若木に水を注いだのに用いた聖杯で──いわば神具だ。建国史で読んだことがある。研究者のなかには世界樹が雄性、器が雌性だと定義づけた者もいたが、今ならそれもわかる」

　大好きな美しい顔が目の前にあることにも慣れないが、この声だって相当良い。耳元で話されるだけで身体がぞくぞくして、うっとりとしてしまう。話の内容はほとんど頭に入ってこない。

「めす……？」

「どんなモノでも、受け入れる側のことを雌と呼ぶだろう。あなたを雌扱いしたわけではありません。気分を害したのでしたら、謝罪します」

「そのようなことで、怒ったりはしませんが……」

「王女殿下は寛大ですね。今からなにをされるか、もうわかっていらっしゃるだろうに」

　ガウンの胸元を開こうとするセレストの手をとっさに制してしまった。

「だめ、触らないで……！」

「すまないが、しばらく身体を拘束させてもらう。また逃げられては話が進まないから」

「えっ、拘束って……きゃあ!?　なに!?」

　両手が頭の上でなにか紐のようなもので結ばれてしまった。どんなに力を込めてもびくともしない。

「魔力を具現化して紐状に束ねたものだ。リボンや糸と違ってどれほど暴れても肌を傷つけないが、俺が消すまで解けないようになっている。観念してくれ」

　自由な脚でなんとか逃げようとするが、セレストの手が足首を掴んだ。そこにもぱちぱちと刺激が走る。

　浄化の痺れよりも、大胆に開かれた脚が恥ずかしくてしょうがない。

　アリアが脚をばたつかせたら、彼はぱっと手を放し、気まずげに視線を逸らした。

「なんて格好をしているんだ、あなたは……」

　ほとんど紐でしかない下着のことに違いない。ついに見られてしまった。

「わわわわわ私が選んだのではありませんっ」

「そうか……。だとしたら、ラスの指示だな」

「ラスが私の侍女たちに指示したと？　ど、どういうつもりなの……!?　変態!?」

「彼の名誉のために言うが、変態でも、悪い男でもない。ただ俺に対して過保護であるのと、それ以外の人間を思いやらないだけで」

「友人の夜事情に口出しするなんて、過保護にもほどがあります……！　人って、見かけによらないわ……あんなに人がよさそうだったのに」

「それはあなたが感じた勝手な印象だろう」

「うっ……たしかに、そうですけれど……」

　長年の付き合いだという二人に比べたら、アリアはなにも知らないも同然だ。

　今だってまさに、セレストの認識を改めたところだ。

　もっと清廉な人かと思っていた。遠くから眺めているときの彼の美しさは、孤高で潔癖な、この手で触れるのがはばかられる美に見えていたのだ。

（でも……今の彼のことも、いいなって思ってしまう……がっかりなんてしていない、むしろ）

　白すぎるほどに白かったセレストの肌は血色を良くし、綺麗だけれど冷たい宝玉のようにつるりとしていた瞳はときおり羞恥や困惑の色を滲ませている。

　それが人間らしくて、好ましい。

　覆い被さってくるセレストの髪が、アリアの肌をくすぐった。

「今夜は、あなたがどこまで許せるかを知りたいだけだった。……本当に、それだけのつもりだった」

「でも、さっき問答無用で……キスを」

「あなたが逃げるから、ムキになってしまった。……嫌だったか？」

　──そんな訊ね方はずるい。

　アリアはなにも言えずにぎゅっと口を引き結んだ。

「あなたが嫌だと言うなら、結婚も、ましてや性交などもしなくていい。手を繋ぐだけでもかまわなかった。……ただ……、人の体液には、多く魔力が含まれている。血液、唾液、汗……それから女性の粘膜を守るもの、男の精……」

　じっとこちらを見下ろしていた瑠璃の瞳が、再び逸らされる。

「吐精はもっとも効率のいい浄化の手段だ。しかもあなたは俺の『聖なる器』でもある。男女として交われば、これ以上なく効率よく穢れの浄化が進むから……、あなたに身を捧げて欲しいと言ったのにはそういった理由がある。己のために、あなたを利用しようとしたんだ」

「いいえ……命のためでしょう……？　手段を選んでいる場合ではないと思います。私だって、もし家族の命にかかわるなにかがあれば、人を利用するかもしれません」

　セレストは無言で首を横に振った。

「……あいつは……、ラスは、あなたが浄化の儀に熱心に通っているのを知っていたから……王女殿下が俺を助けるという確信があったのでしょう。普通の女性なら、身体に触れることを求められた時点で嫌がる。ましてや性交してくれなどとは言えるはずもない。あなたのご両親にだって浄化の方法については話していない。後ろめたすぎる」

　セレストは一息にまくしたてて、額を押さえて表情を歪めた。

「はぁ……他人の力を借りなければならない浄化の神官などクソだ。わかっている」

「クソって」

「なぜ女神は、俺にこのような試練を」

「落ち込まないでください、病の治療のようなものでしょう？　セレスト様が気に病むことではありません」

「だがあなたを巻き込むぞ」

　じろりと細目で凄まれて、アリアはひるんだ。

「私は……別に」

「いい。……今夜はこれ以上、しない」

　手の拘束が解かれる。自由になった手で身を起こすと、セレストはこちらと距離をとった。

「だまし討ちのように屋敷に連れてきたことを詫びたい。それと、説明が遅くなってすまなかった。人前で話せることではないと、先延ばしにしてしまった」

「気まずかったんだ」という小さな呟きも、夜の寝室では耳に届いてしまう。

「だが、今夜あなたに触れられて良かった。これほど身体が楽になったのは久しぶりだ。感謝する。無理やり口付けなどして、すまなかった。……白状すると……、少し……浮かれたんだ」

　たった数時間共に過ごしただけだが、アリアへの声や視線がいくらか優しくなったような気がする。

　もしかしたら本来の彼は、口数が少ないわけでも気難し屋でもないのかもしれない。今は穢れのせいで苦しんでいるだけで、体調が改善すればもっと朗らかに生活できるのかもしれないのだ。

（私が、この方をお救いできる……？　私が『聖なる器』として役目を果たせば）

　そのためには、見守るだけだった昨日までより、一歩踏み出さなければいけない。

（それに、もう少しだけ……この雰囲気に……流されたいと思ってしまう……）

　アリアはごくんと生唾を飲んだ。

「……いい、ですよ」

　セレストはまだこちらを見ない。

「女として、妻として扱ってくださってかまいません、という意味です」

　ようやくこちらを見たセレストの表情は、まるで家族を人身御供に出すかのような悲痛さを浮かべていた。かえって笑えてしまう。

（これを恋だと思うからつらくなるのよ。推しへの献身と思えば、なにごとも光栄であるばかりでつらさなど感じないでしょう）

　それなら、恋心も下心も隠し通せばいい。彼にも、自分自身にも嘘をついて。

　後ろめたさを感じないくらい完ぺきに、善意で塗りつぶすのだ。

（できる。だって「推し」への愛はなくなってないんだもの。彼を応援したい気持ちは以前と変わらないんだから……）

「同情などいりません。私だけができる役目なのでしょう？　すばらしいことです」

「だが」

「嫌悪感もありません。浄化の刺激はむしろ心地よいくらいです。セレスト様のお顔をこの距離で眺められる幸運に興奮して死にそうですが、明かりを消してくだされば耐えられそうです」

「俺が言っているのは性交のことだ。本当にわかっていますか、王女殿下」

「わかっております」

　恋にはしないと決めたら、彼と向き合っても緊張しないでいられる。言葉もすらすらと口を出た。

「この屋敷に来て三日間、あなたのためになにができるだろうと考えていました。自分が無力で情けなかった。あんな思いをするなら、ひと思いに抱いていただくほうがよっぽど有意義な時間の使い方で──」

　セレストが急にアリアの腕を強く掴んだ。

「そんな言い方をしなくていい。そんなふうに……まるで、ご自分の純潔などどうでも良いみたいに」

「覚悟が決まっただけです。だって私は、あなたを『推し』ていたんですよ。お役に立てることを光栄と思いこそすれ、どうでもいいだなんて言いません」

「『おし』……？」

「応援したい、好きだと思う相手のことです。民のあいだにも広く知れた考えで……ご存じありませんか」

「そのようなものは知らない。が……あなたは……俺に、好意があると？」

　アリアは瑠璃の瞳をじっと見返し、小さく頷いた。

「私は神官セレストを尊く思っています。そして世の中の支援者ファンというものは『推し』のためなら命すら捧げる覚悟があるんです。覚えておいてくださいな」

「愚かな……。いくらなんでも、自分の身を犠牲にしてまで他者を支えようとするのはタチの悪い宗教だ。頭を冷やすべきかと」

「私は冷静です。だからもう、さっきみたいに逃げたりしません」

　二人は寝台の上で、バチバチと火花が弾けるがごとく睨み合った。

「……本当に愚かなのは俺のほうか」

　物憂げに呟く彼が、心の中でなにを考えているかなんてわからない。

「できるかぎり、優しく抱こう。恐怖も、痛みも感じないように」

　だから、言葉の端に少しでも、好意が含まれているのではないかなんて期待してはいけない。

　嬉しいと、思ってはいけないのだ。




　魔法王国シャドレアに生まれた者は、文字を習うくらいの年齢になれば魔道具の使い方──すなわち魔力の扱い方を覚えるが、特にアリアやセレストのように多量の魔力を操れる特上級者であれば、屋敷中の照明を一瞬で消すことだって可能だ。

　夫婦の寝室の明かり程度なら意識しなくても簡単に消せるはずなのに、セレストはそうしない。

（見られたくないから消してほしいけど……でも、何をされるかわからないのもこわいし……）

　彼が考えていることはわからない。恥じらいや困惑が見えたのはキスをしたあとの少しのあいだだけで、今はふたたび人形のように整った顔がじっとアリアを見つめている。

「存分に見て、慣れればいい」と言って上半身を裸にしたままでいるし。

（うう、無理無理、見慣れるはずない！　ああ、きめ細かくてなめらかなお肌……。でも、女性の体つきとは全然違う。骨ばっていて、胸も肩幅も広い……。ああほら、すぐ観察しちゃう）

　二人にとって今夜のこれは、浄化の儀式だ。役目。務め。そう思うことにした。

　だから、推しにときめくことも、喜ぶことも、あるいは行為を恐れる自分のことも許さないと決めた。

　そのためにはやはり寝室の明かりを消して、彼の顔を見ないようにして流れるように済ませてしまうのがいいと思うのだ。

　彼からの言葉や仕草に、特別な感情を見出そうとしてはいけないから。恋情からの行為だと、誤解しないように。

「セレスト様……明かりを落としてもかまいませんか？　そのほうが、うまくいくと思いますので」

「それは困る」

　やけにきっぱり言い切られてしまい、アリアは少々面食らって彼を見上げた。

「なぜ……？」

「加減がわからないからだ。器であるあなたは浄化の際に痛みを感じる。あなたを痛めつけるのは本意ではない」

　つまり、心配してくれているということだろうか。

　背中を支えられて、寝台に横たえられる。アリアが編んでやった銀色の髪が、室内灯のあたたかな色の光を弾いてきれいだ。ぼうっと見入ってしまう。

（シャドレアにおいて、美は力……でも彼はその力で君臨するわけではなく、ひたすら国民のために尽くしてきた……今も、決して私を雑に扱わない。そうできる力があるのに）

　やっぱりどうしたって、人として好きだ。推せる。彼に幸せになって欲しいと願う心は以前から少しも変わらない。

「……女神さまはどうして」

　視界いっぱいにセレストの顔をおさめたアリアは、夢見心地のままつぶやいた。

「あなたにこのような役目を与えたのでしょうね……あなたばかり大変で、損をしてはいませんか……？」

　儀式として世界樹の前に立つ彼は凛々しく美しい。そんな彼とともに祈る時間を誇らしく思っていたが、彼は望んで浄化の神官になったのだろうか。

　能力があったから選ばれて役目についた。今のアリアと同じだ。寿命が縮むくらい働いて……不満はないのだろうか。

「いやだと思わないのですか。なぜ自分なのだろうと、立ち止まることはなかったのですか？　今だって、こんな……、恋人でもない女性を抱かなくてはいけなくて」

「まるで自分に問いかけているようですよ、王女殿下」

　はっとして口を結んだ。

　そんなつもりはなかった。ただ、彼の気持ちを知りたくなってしまったのだ。

「ごめんなさい。無駄話でしたね」

「……長い人生です。みな、一度くらいは疑問を持つことでしょう」

　セレストはアリアの顔の横に両手をついて、静かに言った。

「『なぜ自分がこのような目に』、『なぜ自分ばかり』。なぜ、なぜ……。そう悩みながら生きるのが、人です。嘆き、迷い、それでも答えを見つけるために足掻く……。その生き様は力強く美しいと、俺は思います」

　神官としての彼の言葉はいつも、アリアの渇いた心を慰めてくれる。低くて穏やかで優しい声。表情も。砂地に降る雨粒のように、静かにぽつぽつと染み入ってくる。

「それに……」

　ほうけていたアリアの頬に彼の手が添えられる。指先が触れた瞬間、ぱちっと痛みが弾けた。

「俺はこの役回りを損と思っていない。女神様はきっと、痛みの先にあるものが快楽であるとご存じなんだ」

「んっ」

「肌が、薄い。日に焼けたことのない、赤子のような柔らかさだ。これではどこを触っても、痛むでしょうね」

（痛みの先に……快楽が……？　つまり、浄化を続けていると気持ち良くなるってこと……？）

　具体的な想像はできない。けれど彼の低い声を聴いているだけでおなかの奥が疼いて、彼の下で、もじもじっと膝を合わせた。

「ガウンを脱がせてもいいだろうか」

　きた、と思った。

　アリアはぎゅっと目を閉じて頷いた。

　ガウンの合わせに彼の手がかかって、ゆっくりと開かれるのがわかる。素肌が夜の空気に触れて、少し肌寒い。そう感じるのは、アリアの体温が上がっているからかもしれない。

「なるほど……明かりをつけていてよかった。俺が触った箇所が赤くなっているのがわかる。頬も、手首も、腹も、内腿も」

　声に申し訳なさが滲んでいる。でも、どう答えたらいいかわからない。ひりつくような痛みは、彼の手が離れればすぐに消えてしまう。それが本当は、物足りない。

　彼の身体から穢れが消えてゆくというのなら、この身には消えないくらいの痕が残ってほしい。そうでないと、この夜を越えて目が覚めたとき、彼に求められたことが自分でも信じられなくなりそうだから……。

「抱きしめてもよろしいでしょうか」

　目を閉じていると聞こえる、衣擦れの音。寝台の右隣が沈んだ。そこにセレストが横になったのだろう。

「全身で触れ合う方法が一番、痛みを感じないかと」

「かっ……、かまいません。どうぞ、ひと思いに」

「では」

　長い腕が背に回され、全身を包まれた瞬間の、ふわふわと浮き足立つこの感じをどう言葉にあらわしたらいいのだろう。

　自分と違う体温。知らない香り。

　穢れが浄化していく刺激よりも、他人の肌との触れ合いを強く感じる。アリアを腕に収めたセレストは指先ひとつ動かさずにいる。

（気持ちいい……。両親や弟にも、こんなふうに抱きしめられたことはなかった……）

　時間がたつごとに体温がなじんで、彼との境界が曖昧になっている気がした。

　はじめは緊張して強ばっていた全身からしだいに力がぬけて、うとうとと眠たくなってくる。

　もしかしたら浄化は、器にとっても癒やしなのかもしれない。

　静かな闇に意識が沈むその寸前。

「……きゃっ!?」

　不意打ちに尻を揉まれた。

　もみもみと強い力で、しかも両手だ。

「な、ちょっ……お、おしり…………なんでぇ……？」

　揉まれて、引っ張られる。恥ずかしい部分を広げられているようで、そわそわする。

　眠気が一気に覚醒して、羞恥がわきあがってくる。

「……ちょうど、手におさまる位置にあったので」

「ちょうど、って……！」

　焦るアリアの声とは対照的に、セレストの声はかたい。眠気に襲われたのはアリアだけで、彼のほうはしっかりと起きていたらしい。

　アリアの身体を隠すのは極薄のネグリジェと下着一枚だけ。まるい乳房は彼の胸にぴったりとくっついて潰れているし、しっかりと抱きしめられているせいで身じろぐこともできない。

「抱きしめるだけだとおっしゃっていたのに……もう……」

　じとっと半目でセレストを見上げ、「えっち」と呟いた。

　彼は目を細めて不遜に微笑んだ。その笑顔は、息を呑むほど美しい。

「しょせん、男はみなそのようなものです。あなたの『推し』とやらも、ただの男です」

　言われなくても、たしかに「男」に見えている。肌も、髪も、どこもかしこも繊細できめ細かい上品さがあるのに、アリアとは全然違うのだ。

（この唇とキスしたのよね……。今夜、もう一度、キスするかしら……、セレスト様は、したいと思っているのかしら……？）

　尻を掴んでいた指先にぎゅっと力が入る。

「あっ……う……」

　アリアの下着はほとんど紐のような形状だから、尻の丸みは彼の手のひらにすっぽりとおさまってしまっている。

　肌と肌が触れあう際の、ぴりっとした浄化の痛みを上書きするぐらい、強く掴まれ、揉まれる。

「痛い？」

「ぜ、ぜんぜん……っ」

「息があがっている」

「そ、それは、ちがうから……んっ」

　彼の長い指が、尻の割れ目から股の内側にまで入り込もうとしているようで、もじもじっと身をよじって逃げた。

（どうしよう……絶対、あそこが濡れちゃってる……触られそう、やだ、私ばっかり興奮してるみたいで……恥ずかしい……）

　指先が尻の割れ目を下から上までなぞる。

　アリアは「あっ!?」と背をしならせた。下腹に力が入って、腰が引ける。セレストの指はなおも割れ目を上下に往復する。

「待って、だめです、そこ、おかしくなる……あ、あっ！」

「こんな紐で、下着の意味があるのか？　それとも姫君はこのようなものを好むのですか」

「私の趣味ではなくって！　やだ……っ、そこを触るのをやめて……！　お、お、お股のほうまでびりびりがくるのっ」

「びりびりが……股に？」

「そうっ……だめ、その……も、漏れてしまいそうだから……っ、やめて……」

　ようやく指の動きが止まってくれた。彼の胸に額を預けて、はぁはぁと息を整える。

　恥ずかしい言葉を放ってしまった。けど、本当にあぶなかったのだ。

　お尻の割れ目をなぞられると、股がむずむずするなんて知らなかった。

（セレスト様の前で、お小水を……漏らしてしまうかと思った……こわかったぁ……、でも）

　──たぶんあの先に、どうしようもない気持ちよさがある気がする……。

　今度は覚悟して、もう少し先までしてみてもいいかもしれない。これも浄化のためになるのなら。

「……これから、もっとひどいことをする」

　見上げた彼はいっさい乱れていないように見える。アリアを映す瑠璃の瞳は宝石と同じく、無感情に美しい。

「幻滅しませんか。あなたの『推し』は今日で死んでしまうのでは」

「し、し、死にませんっ。幻滅なんて……しませんから」

　顎にセレストの指が添えられる。ぴりっとした痛みを感じつつも、アリアは期待に顔を赤らめた。

（ああ、このままついに、えっちしちゃうんだ……ほんとに、抱かれちゃうんだぁ……っ）

　唇が触れる前に目を閉じた。待ち望んだキスだ。

　口の中に彼の舌が入ってきて、輪郭を確かめるみたいになぞられる。

　舌どうしでの接触は、唾液のおかげで浄化の刺激がやわらぐ。痛みがないかわりに、セレストの舌の厚さがよくわかる。動きも、熱も。

「ふぅっ、……んん～っ」

　ねっとりと上顎の裏を舐められると、背中がぞわりと粟立った。肩をすくめて身を縮めようとするのに、セレストの両手はふたたび尻を揉んでいる。

　さっき嫌がった尾てい骨のあたりをくすぐられて、キスもしていられずにのけぞった。

「んぅっ……あ……っ、そこ、いや……っ」

「こちらが、びりびりするから？」

　彼の、おそらく人差し指が、紐状の下着を引っ張って股の割れ目にわざと食い込ませてくる。キスの間にネグリジェまで剥ぎ取られていて、抵抗する間もなく半裸に剥かれている。

「あぅ……やめて、そんなことしないで……」

　自分でもはっきりわかる。陰部のそこが、じんじんと熱をもって主張している。

　もっと太くて大きい、弾力のあるものでそこを刺激したらきっと気持ちいい。

　自分の指でいいから慰めたいけれど、まさか彼の前でできっこない。こんないやらしい考えに夢中になっていると気づかれたくない。けれど、触りたい。触ってほしい。

「ひぁっ!?」

「ここが蜜口か……」

　頼りない下着は、少しずらすだけで簡単に秘部をさらけ出してしまう。確認するように、セレストの指が周辺を触れている。でも、本当に欲しいのはそこじゃない。

「指が滑る……。これだけ濡れていたら、浄化の痛みは感じないのだろうか」

　セレストの長い指が、お尻側からゆっくりと侵入して、腹側へなぞっていく。

（ああ、だめっ……！　セレスト様の指が、私のきもちいいところを探してる……！）

　期待して、腰が勝手に動く。

（触られちゃう……！　ちがう、もっと前……後ろからじゃ届かない……っ、もっとちゃんと、前から……！）

「あ……あ、そこ……あぁんっ」

　自分の声がいちいち甘ったるくて困る。指を唇で噛んで呑み込む。

「……気づいていますか」

　吐息混じりの声が、耳に吹き込まれる。

「今、ご自分で腰を振っていること……、よがっているんですよ。あなたは」

　彼の指先が蜜口をいじると、くちゅくちゅと水音がする。

　ほらあなたの身体はこんなにもいやらしいんですよと、彼に言われている気がしてたまらない。

「ち、違うんです！　浄化の刺激で……私のせいじゃなくって……」

　喋っている途中だったのに、ついに花芽を直接触られた。

「んぁあっ!?」

「ここが、びりびりするんでしょうか」

「する……っ、すごくぅ……そこなの……う～っ……うぁぁ……」

「それは、嫌なこと？　それとも、いいこと？」

　気持ちいいに決まっている。目を開けていられないほどだ。手の甲で口を押さえつつ、頷いた。

「いい、こと……。でも、びりびりすごくて……おかしくなる……っ」

　指は、とろとろと蜜を撫でつけて動く。くるくる撫でるように。下から上に弾くように。

「うぁ……っ、はぁっ……う～っ……！」

　快感という熱が高まって高まって、腰が浮く。白い階段を意識が上りつめていく最中で、セレストの指は、すっと離れていった。

「あっ!?　や……、どうして……？」

（寸止め!?　意地が悪い……！）

　下腹部のもどかしさに泣きそうになりながらも、きゅっと脚を閉じて我慢した。たしかに、一人で盛り上がりすぎた。

「敏感な部分は、あまり長く触ると痛みが残るそうですから」

「……、……そういうことなら……おまかせ、します……」

「代わりに、こちらはどうでしょうか」

　ほとんど密着して抱き合っていた身体が少し離れると、潰されていた胸がぽよんと弾けた。

　セレストの手が乳房を下から掴んで持ち上げる。

（あ……み、見えて……！）

　乳首の色が透けるぐらいに薄い下着だ。人差し指が、つんと立った乳首の先端に押し当てられる。

「ここも、触って欲しいと主張していますね」

「……！」

「今は下着ごしに触れていますが。直接指でつまめば、浄化の巡りが集中して、さぞ強い刺激になるだろうかと」

「や、うそ……っ、んぁあ!?」

　言うや否や、彼の指はわずかな布をずらして両方の乳首をつまんだ。

「はうぅっ……、指だめぇ……！」

　じんじんと熱い。それだけじゃなくて、彼の指に先端を優しく優しく捏ねられているのが気持ちいい。

「くるくるしないで、んんっ……」

　摘んで、引っ張られる。指が離れて、また摘んで。

「びりびりする……！　ぁあっ、あ、あぅ、……だめ、だめ、そこばっかりっ、おかしくなる……！」

「あなたがおかしくなるほど……俺は、清められているので……、くっ……」

　先ほどからずっと、セレストの陰茎が勃起しているのを腹に感じている。その熱もだんだんと硬さと強さを増している。

（私のお尻とおっぱいを触って、興奮してる……この美しい人が……雄になってる……！）

「んっ……んぁ……はぁっ、セレストさ、まぁ……」

　愛しさに胸が苦しくて仕方ない。この熱はどうやって逃がせばいいのだろう。

　手放したいのに、名前を呼んでしまう。

（セレスト様は、どんな顔でこんなことを……っ）

　涙に滲む視界で、彼の瑠璃の瞳に視線を合わそうとする。

　けれどそれはかなわなかった。まぶたを閉じさせるみたいに、彼の唇がまぶたに触れたのだ。

「……舌を」

　愛撫のような戯れの口付けは、すぐに唇どうしのキスに変わった。

（キス、気持ちいいのに、おっぱいの先、じんじんしてつらい……！）

　所在のない手をどこにやったらいいのかわからず、ぎゅっと身を縮める。なにかにしがみつきたいけれど、まさかセレストに抱きつくわけにもいかない。そんな恋人どうしのようなことが許されるわけ……。

　口付けが深くなるほど涙がじわりと浮かぶ。

　身体のあちこちが敏感になっている。包まれて安心したい。触って欲しい。

　息継ぎのとき、ついにセレストの首に腕を回して抱き寄せてしまった。

「ん、……もっと……、さわってぇ……」

　セレストが息を呑んだのがわかる。

「身体が、溶けそうで……触ってくれないと……」

「……脚を開いて」

「あし……？　あぁっ……っ！」

　素直に言うことを聞くと、再び蜜口に彼の指が触れた。セレストは指を濡らすと、親指で花芽をいじり、別の指の先端を蜜口の入り口に挿入した。

「あうっ、…んんっ……、や、入ってくる……！」

「やわらかくて、熱い。俺の指を、簡単に呑み込んでしまった……わかりますか？」

「やだぁ………」

「触ってと言ったのはあなただ」

　指がゆっくりと引き抜かれる感覚は、甘美な痺れとなってアリアの下腹に広がった。

「ああ……ひぁっ!?」

　引き抜かれて、また押し込まれる。彼はアリアの表情を見ながら、ゆっくり隘路を広げようとしている。

（えっち、してる……！　セレスト様と……キス以上のこと、してる……！）

　きっともうすぐ、指じゃないものが入ってくる。だって彼も、限界そうだ。

　今の彼は、人形みたいに冷たくない。眉を寄せ、熱い吐息を深く吐いて、衝動を逃しているのがわかる。

（もっといやらしいことがしたいんだ……私の中に入れて……ぐちゃぐちゃに暴れたいんだ……あのセレスト様が……雄になってる……）

「痛みはありませんか。……良さそうに、見えますが」

「いたくありませんっ、ぜんぜん……痛くなんか……。きもち、いいっ……」

　蜜を絡めながら抜き差しされる、長い指。挿入の動きに合わせて腰が揺れる。

（きもちいい、とても……、これは、浄化、なのに……！）

「はぁっ……どうしよう、きもちいい……」

　ほとんど正気を失ったうわごとに、「そうか」と返事がかえってくる。

「それなら、……もう少し」

「ひぁっ!?」

　指の出入りが激しくなって、じゅぶじゅぶと音が出るほど。

　陰部をいじられながら、舌を絡めるキスをして。乳首も同時に擦られて。

「んぅ～……！　ふぁあっ……あ、あ、あっ、やだ、こわい、おかしくなるっ」

　お尻に力が入る。ぐぐっと腰が浮き、指を締め付けながら、さらに奥深くまで迎え入れてしまう。

「や……、こわい！　きもちいい、けどっ……、も、どう、したら」

「そのまま。そのまま……感じて、駆け上れば良い」

　耳に吹き込まれる優しい声。胸の奥がじんと熱くなって、涙が出そうになる。

（どうしよう、どうしよう……好き。お声も、お顔も、指も、口付けも、ぜんぶが……優しくて……ああっ）

　アリアの胎内のなにか特別なところを見つけたらしいセレストが、そこばかりを狙って擦ってくる。

「あ、あっ、あぁっ……！」

　目の前が火花を散らしたみたいにちかちかして、背をしならせ声を上げた。

　ぎゅっと力が入っていた全身が、ゆっくりと時間をかけて弛緩する。呼吸を整えられたのは、彼の指が抜かれたそのあとだ。

「達したようですね」

　汗ばんだ身体が離れると、一気に冷えた。ぶるりと身震いすると、セレストは二人の胸の上まで掛布を引き上げてくれた。

「今のを前戯というそうだが……今晩は、これで充分でしょう。あなたの身体がもちそうにない」

「はぁ……、……はぁ……、……ん、いやです……」

「嫌、とは」

「だって、まだ……セレスト様の浄化には足りないでしょう？」

「……なぜ、そう思う？」

「そんなお顔をしていらっしゃるもの……まだ……もっと……って」

　そう思ったのは、彼の身体が熱っぽいせいだろうか、それとも瞳に甘さが滲んでいるからだろうか。

　たしかにアリアの身体は初めての衝撃に疲労しているけれど、まだ眠りに落ちるほどではない。

「セレスト様は、どう、したいですか……？　言ってください」

　裸で抱きしめ合ったあとだから、肌に触れることにも抵抗がなくなってきた。

　彼の胸に触れる。カタチの良い鎖骨を指先でなぞると、セレストはびくりと肩を震わせた。

「……挿れたい。あなたの中に」

　彼はアリアの手を握って、掛布の下にある自分の下腹あたりへと誘導した。

　目の縁を赤く染めた彼は、眉をひそめて切ない声で唸った。

「あなたのなかで果てたい。どんなに……いいだろうかと……想像したら、それだけで」

　切ない声に、ずくんと腹の奥が疼く。

　セレストの隆起する熱に下着越しに触れると、彼はぐっと唇を引き結んだ。

「だが……これ以上は……もう」

　アリアはとっさに、人差し指を彼の唇に当てた。

「浄化のため、です。どうかこの先も……続きをしませんか」

「……そう、か。浄化のためだ。忘れてはいない。だが……」

　──きっと、もうすぐ叶う。叶ってしまう。

　アリアは掛布の下でみずから脚を開き、セレストがしたのと同じように自分の秘部に彼の手を招いた。さきほどまで彼の指が入って、ぐちゃぐちゃに熟れたそこへ。

「どうか、ここに……。もうじゅうぶん、準備はしていただきましたから」

　身を起こしたセレストの目が見開かれて、ごくりと喉が鳴る。

「……まだ、止められる。今なら」

　アリアは首筋に汗ばんで貼りつく髪を手で払って、腕を頭上に上げた。掛布も足で蹴ってしまう。彼の視線を誘い、身体の隅々まで愛でてもらえるようにと。

「止めないで。どうか私に、聖なる器としての役目を果たさせてください……」

　大胆なかっこうをしていても、実はまだ緊張している。セレストも躊躇っている。これ以上時間をかけたら、せっかくの熱が冷めてしまうかもしれない。

（はやく……）

　先ほど無我夢中でしたように、セレストの首に腕を巻いて抱き寄せた。

　アリアが編んでやった髪はほとんどほどけている。ほつれ髪を耳にかけてやると、豊かな銀の髪に隠れていた耳が赤く染まっているのがわかって、またしても胸が愛しさで満ちる。

（照れていらっしゃる……あのセレスト様が）

「きて」

「……っ！」

　彼の勃起した熱が、濡れた陰部を前後して入り口を探している。

「あ……ん、そこ……！」

「もう……入れても……？」

　熱い陰部をこすり合わせながら、切ない声を耳に注がれて。アリアの吐息も甘い熱を帯びる。

「ええ……、どうぞ、いつでも……」

　挿入のために集中していたせいで、二人とも忘れていた。

「ひぁっ!?」

「く、ぁ……っ!?　はぁっ……っ、は……」

　突然の刺激に、二人とも身体を跳ねさせた。

（浄化のびりびりが、このタイミングで……！）

　彼の性器の先端がアリアの蜜口に押し入った瞬間に、浄化の痺れが走ったのだった。

　大丈夫だったかと、お互いに瞳を覗き合う。

「すごいな……すごい刺激だった……」

「は、い……おなかの奥まで……びりびりしちゃった……」

「それは……、良かったということか？」

　こくんと頷いた。痛みではなく、むしろ甘美でもどかしい刺激だった。

「痛みの先に快楽があるというのは……本当なのかもしれませんね……」

　両手で唇を押さえて、じっとセレストを見上げる。まさかの事態で中断してしまったが、ここで止めるなんて言わないだろう。

　言わないで欲しい。せっかくいい感じだったのに、どうしたらいいのか。

　汗でしっとりと濡れた全身はすぐに冷える。ぶるりと身体を震わせ身体を縮めると、セレストの手がアリアの手を掴み、指を絡めてシーツに縫い付けた。

「こうやって手を繋いでおくか……。さすがに二度も驚きたくない」

　指を一本一本絡めてしっかりと繋がれる。これではまるで、恋人たちの性交のようだ。

　彼がそうしたいのなら拒否する理由はない。

「そう、ですね。触れる面積が多いほど刺激が和らぐなら……これで」

「ああ……止まれと言われても、もう無理だぞ」

　ぬるりとしたそこに、先端があてがわれたのがわかる。覚悟をするひまもなく、ぐっとセレストの腰が進んだ。

「んぁっ……入って……っ、んんっ……！」

「はぁっ……っ、……熱い……」

　ずぶ、ずぶ、と隘路をこじ開け、彼の熱が入ってくる。

「んっ、おっき……い……、まだ奥っ……くる……」

「ああ、まだだ……」

「んっ……や、もう、入んないぃ……」

「入る……、ほら……これが、あなたの最奥、だ」

「ひうっ!?」

　強い突き上げに、アリアは背をのけぞらせて啼いた。

「女性の身体は、すごいな」

　セレストは心底感心したように呟いた。

「男と、まったく違う……あなたに抱かれている、感じがする。……俺の、器……」

　うわごとのように呟きながら、奥へ奥へと突き上げてくる。

「俺のもの、なのか……本当に……これで」

　なにを確かめようとしているのか、セレストは繋いだ手を強く引き、アリアを抱き起こした。

　寝台に座るセレストの上にアリアを乗せ、下からがつがつと穿ってくる。

「あうっ……はぁっ、んっ……これ、も、すきぃ……」

　彼の上でバランスを取るのは、乗馬と同じ要領だからできる。おまけにこの体勢なら、アリアの身体をむさぼる彼の表情がよく見える。

（きれい、セレストさま……）

　目元を赤く染めていても、眉根が寄っていても、彼の美しさは損なわれない。むしろ匂い立つほどの大人の色気を纏っている。

　石膏像のようになめらかな彼の頬に、自分の頬を近づける。触れ合うと泡が弾けるような優しい浄化の刺激があって、彼の穢れがずいぶんマシになったことがわかる。

（良かった……私の選択は間違ってない……）

　男女の恋情ゆえの性交でなくてもかまわない。こうして彼の命を救えるのなら。

　あとは彼が精を放つまで、この腕の中で快楽に耐えていればいいだけ。

「あ、ぁっ!?」

　寝台に倒されたと思えば、うつ伏せにされて、腰を持ち上げられた。

「これは、どうですか」

　挿入の感覚はまだ慣れないが、後ろから突かれるほうが、抵抗なく入りやすい気がする。

「だい、じょうぶですっ……ん、んんっ」

　ずいぶんといろいろな体位を試してくる。

　ただ挿入と動きを繰り返すだけではいけないのだろうか。もちろんアリアに不満はない……けれどこれ以上に己をさらけ出すのは気が引ける。

（後ろから突かれると、おなかのちがうとこに当たる……これもきもちいいっ、ぜんぶ、いいっ……）

「はぅぅ……んっ、あぁっ」

「まだ、気をやってくれるなよ……」

「むり……、むりで……いき、できなくて……っ」

「ふ……会話をする余裕があるなら、まだいけるか」

　繰り返し繰り返しおこなわれるこの摩擦が、どうしてこんなに気持ちいいのか。シーツを握って力を逃がす。でないと、みっともなく喘いでしまう。

　やがて長い熱棒がゆっくりと引き抜かれ、再び二人は向かい合った。

「痛みは？　気持ちの良いところは？」

「わかんな……っ、でも、きもちいい……です……、セレスト様、わたし、よくて……はじめてっ、なのに……」

「なにがいい？　どうしてほしい、言ってみて」

　蜜口にあてがわれた熱。もっともっと、これが欲しい。

　欲に抗えず、アリアは腰を浮かせて挿入を促した。

「おっきいのにずんずん突かれるの、きもちいいですっ」

「そうか……」

　潤んだ視界でセレストを見上げる。熱に溺れる彼の姿は美しくも淫らだ。いけないと思っても見とれてしまう。

「そうか……よかった。うれしい」

「……！」

　なんて純粋な笑顔を向けてくれるのか。

　子どもが親に向けるような、でも色気のある大人の男性らしさもあって。脳天に稲妻を受けたような衝撃だった。

（か、か、かわいい……!!）

　きゅうんと胸が痛い。これは浄化の刺激ではない。彼の笑顔にときめいて、心臓が打ち抜かれたからだ。

（ああっ、どうしようどうしよう好き、忘れたくない、かたちに残せたら良いのに……！）

　肖像画とか、立体像とか。でも、こんな素敵な表情はほかの誰にも見せたくない。独り占めしたい。

「あっ……ど、しよ……だめ、かも……もう……っ」

　好きの気持ちで身体が高められてしまった。下腹にぎゅっと力が入る。快楽を逃すまいと彼の熱を締めつける。

「イきたい？」

　優しく訊ねられて、アリアは幼子のように素直に頷いた。涙が目尻から流れ落ちる。

「イきたい、です……！」

「ん……ここか」

「あっ……！　ひ、ぃっ……」

「もう、イっていい……俺の聖なる器。中に出すから、受け止めて」

　甘えるように言われたのがとどめになった。もう、身を震わせることしかできない。

「イくときは、言って。どうしてほしい？」

「んぁっ…………奥まで、いっぱいに……して……！　はぁっ、あぁんっ」

「もっと、あなたの声を……。突けばいいのか……？　ほら」

「んぅ～っ」

「我慢しないでいい」

　そう言いながらも、キスされる。

（とろとろキス、きもちいい……えっちな言葉責め、セレストさま、すごく似合ってる……！）

　唇が離れたら、あんあんと甲高い声が止まらない。彼の前で恥ずかしく乱れている自分にすら感じてしまう。

　ぬくもりを少しも離したくなくて、セレストの腰に脚を絡めて身体を密着させる。

　律動が大きくなって、彼も限界が近いのだとわかった。

「いっ……、いく……、いく、いく……！」

「出る……、……くっ……は、ぁ……」

「あぁっ……！」

　セレストの震える吐息が首筋にかかる。胎内に放たれた熱は、穢れというにはあまりに甘美だ。

「はぁっ……はぁっ……、ん…………セレスト、さま……？」

「眠ってしまってかまわない。あとのことは、しておくから」

　まだアリアの身体と繋がったままのセレストが、呼吸を整えながら言った。

　うっすら戻りつつある正気が、さんざん乱れてしまった羞恥を連れてくる。アリアは現実から逃げるように目を閉じた。

「よい眠りを。……………………おやすみ、アリア」

　今夜は、今まで知らなかった彼の表情がたくさん見られた。

　幸福な闇の中で、アリアは思い出した。さっきみたいに心の底から笑うセレストの笑顔は、一度だけ見たことがあるのだ。

（あのときに、もう私は……セレスト様のことが……『好き』、だったんでしょうね……）

　緑豊かな神殿の、光溢れる祈りの間で。

　幼いアリアがこの世でいちばん美しいと思ったものは今、アリアにぬくもりを分けてくれている。
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　──この世でいちばん、美しいものがここにある。

　白く清廉な神殿の中央、高いガラスのドームを突き破るようにして生える巨大なご神木──世界樹。その大木の根元に、一人の神官が立っていた。

　精緻な刺繍がほどこされた白い神官服は、世界樹の浄化を任される特別な人物である証だ。少年とも青年ともいえる絶妙な年齢の男性だが、十二歳のアリアから見ればずいぶんと大人に見える。それでも十歳は違わない若さだろうと思われた。

「ご祈祷の準備が整いました。次の方、どうぞ」

　光を吸ってアイスブルーに輝く瞳が、無感情にアリアを向く。

（冬の、空の色だわ……高いところにある、淡い青色）

　髪色も冬を思わせる銀白色で、肩につく長さの髪が揺れるたびにきらきらと光を弾いてまぶしい。天気の良い日の霊山の雪景と同じ色だ。

（なんてお綺麗なのかしら。彼を見ているだけでもおごそかな気持ちになるわ。心が洗われる……）

　いつまでも眺めていたい気持ちを抑え、アリアは祈りの場に膝をついた。

「母の安産を祈りたく、参りました」

　幼いアリアの声が静かなドームの中に響く。付き人たちは祈りの間と呼ばれるドームの外で待っていて、今はこの神官のほかに人はいない。

「もっと近くへどうぞ。世界樹に触れられるところまで」

　声変わりを済ませた穏やかな声に促され、アリアは立ち上がってご神木──世界樹に近寄った。

　祈りの間に生える世界樹の幹は、数十人の大人が腕を回してやっと囲めるほどの太さだ。樹皮はしっとりと湿っており、ところどころを苔や雑草が覆っている。

　普通の樹木と違うのは、幹や枝の一部が透けていて、光の筋が脈打って見えるところだ。透ける維管束を流れる光の粒こそが魔力で、霊山の地下を流れる地脈から吸い上げ、葉から蒸散させているのがアリアにも見える。

（なんて神秘的なの……。美はチカラだと教えられてきたけれど、この光を見れば納得するわ。この国を包む魔力は美しい）

「安産祈願であれば、母君の姿を思い浮かべながら幹に触れるといいでしょう。あなたの魔力の一部を世界樹に移し、それを母上に送るイメージがよろしいかと」

（魔力を世界樹に移す……？　やったことがないわ）

　自分の手を見つめて悩むアリアと同じように、若い美貌の神官は、顎に手を当てて思案した。

「そうだな……糸……いや、刺繍？」

　ぶつぶつ独り言を言ったと思えば、こちらを見返した。感情の起伏が見られない美貌だが、冷たい感じはしない。

「針仕事を連想するのはどうでしょう。魔力の糸を布に通すような感覚で……それから、明るい色の糸を想像するのがいいかもしれません」

　アリアのことを子どもだと侮らず、ほどよい距離感の対応が心地よい。彼の声は胸の中にすっと入ってくるようだった。

　針仕事なら想像できる。アリアは自分の中からあたたかな色の糸を繰り出す想像をした。そして言われたとおりに、世界樹の幹に手を添えて、目を閉じた。

　脳裏に浮かぶのは、命を宿した腹を撫でる母の笑顔。そして愛おしさを爆発させる父の笑顔。両親の愛情すべてを身に受けて育まれる、新しい命──……。

（なんて幸せな子でしょう……。私は……いい姉になれるかしら……）

　手を触れていた世界樹の幹は突然、アリアの手を拒むかのように脈うった。慌てて手を離す。

「私……私、うまく祈れません……」

　神官の視線が理由を問うてくる。アリアは俯き、ドレスの裾をじっと見つめた。

「おなかの子は男の子なんですって。……でも、そうすると私は……私はもう、必要なくなってしまうんです」

　自分で言うとますます実感が湧いてきて、じわりと目の回りが熱くなる。慌ててきつく目を閉じても熱は引かない。鼻の奥がつんとして、人前であるのもかまわず洟をすすった。

（お母様もお父様も心から嬉しそう。それに国をあげて、男児の誕生を待ち望んでいる……私は、もう必要ない……みんなが待ち望んでいたのは、私じゃなかった）

　熱い顔を覆う手指は血の気が引いて強ばっている。自分の涙すらうまくぬぐえない。

「うっく……ふ……っ」

　ついに泣き出したアリアを見ても、神官はなにも言わない。それをいいことに、アリアは思う存分泣いた。城では流せない涙も言えない愚痴も、女神と世界樹の前では許されるような気がして。

「私がずっと、一生懸命だったことすべてが……っ、無意味だったと、言われているようで……つらくて……！　こんなんじゃ、いい姉にすらなれないっ」

　家族の幸せを歓迎できないなんて。女王になるべく鍛錬した日々はなんだったのか、呆れる器の小ささだ。

　世界樹はこの醜く矮小な心を見抜いて拒絶したに違いない。自分自身に幻滅する。

「──人は、生まれたときからなにかしらの役目を負っているらしいですよ。おそらくあなたも」

　突然話しかけられたことにびっくりして、嗚咽を呑み込んだ。若い神官は世界樹の枝葉を見上げながら、まぶしそうに目を細めた。

「あなたにもなにか、あるのでしょう。まだ、その実感がないだけで」

　背負うべきは女王の冠ではなかったということだろうか。失ったように見えるだけで、本当の自分の役目は別にあるのだと、彼は言いたいのだろうか。

「それを見つけるために、人は生きるのではないだろうか」

　無責任にも感じるそっけなさで彼は呟いた。けれどアリアにはその距離感がちょうど良かった。

　お互い、相手のことをなにも知らない。知らないから言えることや、他人だからこそ響く言葉もあるのだ。

（役目……。私の……生きる意味）

　王女として。姉として。それ以外にも。

（見つけたいな。私の存在理由を）

　深く沈んで固まっていた心が、とくんとくんと動き始めた気がする。

　アリアは今、これから先の目標を見つけたのかもしれない。高揚する胸に手を当てた。

「中断させてごめんなさい……もう一度祈らせてください！　うまくできないかもしれませんが……祈りたい」

「それがいいでしょう」

　若き神官は世界樹に手をかざした。

「迷える者を導き、手助けをするのも、我々神官の『役目』ですから」

　肩より長い銀白色の髪が、風もないのにふわりと広がる。

　彼はアリアを横目に見て、口角を上げた。

（わ、わ、笑った……！　なんてきれいな）

　シャドレア国において、美は力だ。アリアは一瞬にして、彼の美のとりこになってしまった。

「あ、あのっ！」

「……？　なにか」

「お、お名前は……あなたの、お名前は……」

　声が震える。若い神官は笑みをおさめ、不思議そうにアリアを見返してくる。

「セレストと申します」

　美しいものを見ればアリアの胸は高鳴る。セレストの微笑みは最上級の美だったが、アリアの心を揺らしたのはきっとそれだけではない。

　視覚で感じた幸福が心までも満たすような気がするのは、彼がアリアの心に触れようと、慰めようとしてくれたからだ。

（神官、セレスト様……。ありがとう、ございます）

　祈れない自分を許してくれて。新しい道を示してくれて。

　彼に許されたあの日から、アリアの目に映る世界にふたたび花が咲き、音楽が鳴り響きはじめたのだった。








第三章　黒い夢、白い目覚め









　──世界は美しいのだろうか。

　眠りにつくたびにいつも悪夢を見る。暗くて、肌寒い夢だ。

　闇色の空間に放り出された自分の身体をぎゅっと縮こめて、セレストは短く息を吐いた。

（今夜も、この夢の中……。けっきょく、そんなものか）

　これが世界樹の見せる夢で、浄化の神官の仕事でもあるのだから、仕方ない。

　諦めがつくと、ざわっと周囲の空気が動き始めた。

　墨色の闇のなかに、黒光りする球体が浮かび上がってくる。手のひらに載る大きさのそれらは、セレストを中心とした天体の動きのようにゆっくりと周囲を巡る。

『なぜあの子ばかりが注目される？　みんな、あの人の本性を知らないだけよ！』

　目の前にただよう球体から、古い蓄音機レコードのように聞き取りづらい声が発せられる。

（……これは、嫉妬）

『馬鹿ばかりだ。俺に、私に、任せていればいいのに』

（これは、傲慢）

『誰も信じない……だって誰も私のことなんて見てないから』

『もっと注目してよ、僕を認めて！』

（不信。それに強欲な承認欲求だ）

　耳を傾け、ひとつひとつに名前をつけて整理してやると、闇色の光球は納得したみたいに振動をとめて、セレストの足元にごろんと落ちて転がる。

　それを繰り返し繰り返し、延々と続ける。

　時間の経過もわからなくなったころ。周囲を浮遊していた光球がようやくなくなり、代わりにセレストの前には見上げるほど高く、冷たい石の山ができあがった。

（さぁ……、還るんだ。世界樹の元へ）

　冷えた石のようなそれら一球一球が、足元の闇にずぶずぶと呑まれ、沈んでいく。

（不眠を理由に長く溜め込みすぎたな……。さすがに疲れた。寝ているのに疲れるなんて、難儀な機構システムだ）

　十年分くらいの悪意や否定的な感情を浴びた気がするが、今夜はまだ浄化の夢から目覚めることができない。

　立っているのか浮いているのかわからない漆黒の闇だが、長年の経験でいいかげん慣れたセレストは、その場に腰を下ろすつもりで座る姿勢をとった。今夜の滞在はずいぶん長くなりそうだ。

　無限の時間を過ごすために、そう遠くない昔話を思い出す。

『霊山に堆積した悪い感情と対話するだってー？　時間の感覚はなくていつ終わるかもわからない？　はぁー……僕なら気をおかしくして叫びまわると思うな……』

　眠っているあいだも浄化をしているのだと教えたら、ラスヴェートは呆れ半分、心配半分に顔をしかめたのだった。

『そんな場所で、よく自分を保っていられるね』

『べつに、問題ない。俺個人を糾弾する罵詈雑言を浴びているわけではないからな』

　悪しき感情はとりわけ強い力を持っている。おそらく世界樹はそれを知っていて、魔力の生産源としてみずからに取り込もうとするのだ。

　けれど、信仰を忘れた心たちは、世界樹に取り込まれることを嫌がる。そこで浄化の神官が一仕事するのだ。

　霊山に積もった感情は大昔のシャドレアの民のものだから、それを聞くセレストは彼らを哀れと思っても傷心しすぎずにいられる。

「そうは言っても、しんどいよ」と、ラスヴェートが代弁してくれたのはありがたかった。

　代わりのいない仕事だ。責任もある。

　多くの民は浄化の力を持つセレストのことを崇拝し、尊重してくれるが、そばに近寄ろうとはしない。神殿内でも真の理解者はほとんどいなかった。

　この闇のなかに来られるのは、セレストだけだ。ラスヴェートも、ほかの神官たちも来られない。

　浄化の力が尽きて現実に戻るまでのあいだ、セレストは無の時間をたった一人で過ごす。

（寒いな……）

　ここにいると、しだいに自分と闇との境界が曖昧になっていく気がする。どろりとした冷たい泥の中に生きたまま沈められていくような感覚は気持ちのいいものではない。

　なにか、あたたかなものに包まれたい。自分を取り戻すためのなにか。どこかにあったはず。

　焦燥にも似た気持ちで、あたりにそれを探した。

『損をしたと、思うことはありませんか』

　ふと、やわらかな女性の声を思い出した。

『推しとは、応援したい、好きだと思う相手のことです』

（王女殿下の声か……）

　声を聴けば、彼女に触れられた頬、首、背中、肩、腕……脚を絡ませて抱きしめられた感覚がよみがえってくる。そのぬくもりで、冷たい闇に溶けてしまったセレストの輪郭が作り直されていくような気がした。

『足りないでしょう？　そんなお顔をしていらっしゃるもの……まだ……もっと……って』

　耳をくすぐる吐息。やわらかい肌の感触も思い出せる。薄くて小さな唇も、細く繊細な指先も、柔らかい髪の一本一本も。

『止めないで。どうか私に、聖なる器としての役目を果たさせてください……』

　情けなくも躊躇っていると、彼女のほうから抱きしめてくれた。

『きて』

　ずっと、闇だけだったはずの空間に、針で穴をあけたような小さな光が見えた。

　細く落ちる光の柱。セレストはそちらへふらりと踏み出した。

　光の柱の中に立って、目を閉じた。まぶたの裏に、じんと熱がこもる。

　──あたたかい。

「……アリア……」

　涙すら浮かぶこの感情をなんというか、セレストはとうに知っていた。





　＊＊＊






　アリアは、朝日の気配が近づく静寂しじまに目を覚ました。

（わっ……！　すっかり、寝落ちてしまった……。そう、セレスト様は!?）

　身を起こさなくてもすぐにわかった。隣から、すやすやと穏やかな寝息が聞こえている。

（寝てるの……？　よかった）

　ようやく不眠が解消されたのだろうか。だとしたら、アリアの存在はとても有効だということだ。

　はっとして、魔力を操り室内灯を消した。

　カーテンを閉め切った早朝の薄闇は、眠るに一番心地よい時間だ。できるだけ長く熟睡してほしい。

（あれだけ運動したら、誰だって疲れて寝てしまうものね……う、思い出してきちゃった。夜のこと）

　わーっと叫びたくなる気持ちを抑えて、枕に顔を埋めた。

　さんざん吸われた胸がじんじんとする。痛むけれど不快でないのは、相手が彼だったからだ。好きな人としたことだから、後悔はない。

（こういうことを、どのくらいの頻度でするのかしら……次が、あるのよね？　心の準備をしておかないと……）

　夜の詳細を思い出さないように頭を働かせていたら、すっかり目がさえてしまった。

　聖なる器としての役目をひとまず終えた今、このまま同衾し続けるのは気が引ける。

　気づかれぬように寝台を下りようとすると、セレストの腕がアリアの腰を抱いて引き寄せた。

「セレスト様……？」

「……、……」

　彼は薄目を開けて、どこを見るともなくぼんやりとしている。

（は、は、はわわ……！　なんてかわいい……！）

　常日頃の、人を寄せ付けない雰囲気の彼からは想像もできない、とろんとした寝起き顔だ。

　手元に魔道記録装置カメラがあれば良かったのに。悔やむ心を落ち着かせ、彼の肩まで掛布を引き上げた。

「もう少し眠って……。まだ日の出よりも早い時間ですから」

　つい、弟にするのと同じようにセレストの頭を撫でていた。それが心地よかったらしく、彼は再び寝入った。

　できれば、セレストを起こすことなく、側でなにかゆっくりと時間を過ごせることをしたい。

　良いことを思い立ったアリアは、今度こそそうっと寝台を下りて夫婦の寝室を出た。

　屋敷の中は、夜明け前にもかかわらず多くの使用人たちがすでに動き始めていた。

　早起きしたアリアのせいで侍女たちをたいへん驚かせてしまったことを申し訳なく思いつつも、自室で簡単な着替えと洗面を済ませて髪を結い、スケッチブックを抱えて夫婦の寝室に戻った。

（まだ眠っていらっしゃるわ。寝顔が、見放題。ううっ、女神様に感謝いたします……）

　薄暗く青白い寝室で、ひっそりとスケッチブックを開いた。横向きに眠るセレストの顔をまじまじと眺める。今は伏せられている切れ長の目には長い睫毛が密に生え、頬に影を落としている。背中側に流れた銀の髪の艶といったら、最上級のシルクよりもしっとりと輝いている。

　さんざん見て、慣れればいいと彼は言ったけれど。

　この美貌にはきっと一生、見慣れることも見飽きることもない気がした。

「……ん……、う……っ」

　鉛筆を走らせる音ばかりだった寝室に、ふと、セレストのくぐもったうめき声がする。

　アリアは身を乗り出して彼の様子をうかがった。

（震えている……？　寒いのかしら）

　冷えてしまったのだろうかと肩に触れると、指先にばちっと痛みが走った。セレストの眉間の皺がより深くなる。

（えっ……？　あんなに浄化をしたのに、もう穢れが？）

　一晩の浄化では足りなかったのだろうか。けれど、抱き合って頬に触れたときは、こんなひどい反応は返ってこなかったのに。

「っ……うぅ……ぐ……っ」

　ますます苦しそうだ。なんだか怖くなって、慌てて彼の身体を揺さぶった。

「起きてください、セレスト様。夢ですよ、大丈夫」

「ん……」

「熱……は、なさそうですね。あっ、ごめんなさい、触っちゃった……額が痛みましたか？」

　セレストはうっすらと目を開けた。ぼんやりとアリアを見つめている。

「──、……アリア……？」

「はい。ここにいますよ」

　寝ぼけているのか、名前を呼んでくれた。それだけで胸がきゅんと痛む。

「せっかく寝ていらっしゃったのに、起こしてしまってごめんなさい。お体の具合はどうですか」

「……あなたこそ」

　寝起きのかすれた声すら色っぽい。きっと昨晩のアリアなら心の中できゃあきゃあ騒いでいたはずだが、今は少し余裕を持って話すことができる。

　正式に夫婦になったら、これが当たり前の日常になるのだろうか。彼を前にしたときの、どうしようもなくそわそわして、胸がはりさけそうなくらい高鳴る感じにも、慣れる日がくるのだろうか。

　今はひとまず彼が目を覚ましてくれて、ほっとした気持ちのほうが強いけれども。

「私は、このとおり大丈夫です。早く目が覚めてしまったので、趣味の時間を楽しんでいました」

「……それは……、絵を……？」

「はい。美しいものを描きとめるのが好きで。油彩も、水彩も好んで描きます」

「そうか……」

　セレストはまさかスケッチブックに自分が描かれているとは考えもしないのだろう。

　枕に頬を埋めたまま「知らないことが、多いな」と独り言のように呟いた。

「私のことですか？　そうですね、いろいろと急でしたから。お話しする機会もありませんでしたし……それに」

（セレスト様はきっと、私にご興味はなかったのでしょうから……）

　瑠璃色の瞳がこちらを向く。もし彼が、これからアリアのことを知ろうとしてくれたらとても嬉しい。二人きりでいられるこの時間がとても尊いものに思えて、アリアははにかんで下を向いた。

「……それに？」

「いえ。あまり人前で描いたことはありませんから、皆も知らないと思います。弟だけは頻繁に、絵を見せてとせがんできますが」

「王子殿下か……たしか、もう間もなく七歳になられるのだったか」

「ええ。玉のような赤子だったのに、あっという間に大きくなってしまって」

　ぽちゃぽちゃと愛らしかった幼児期の弟を思い出して微笑むと、セレストもつられたように表情を緩めた。

「姉弟仲が良いようで、なによりだ」

「あ……はい。それはもう……」

　ふと、思った。セレストは、アリアが母の安産祈願に神殿に訪れた日のことを覚えているのだろうか。

　弟のことを歓迎できないと彼の前で泣いた、未熟で幼かったころのアリアのことを──。

（求婚されてから一度もその話をしたことがないけど……もしかして、覚えて……？）

　聞いてみたい。

　アリアはスケッチブックを胸に抱えて、身を乗り出した。

「あの、セレスト様は……」

『旦那様。出発のお時間が迫っておりますが、ご準備のほうは、いかがいたしましょう』

　控えめなノックの音と共に、侍従の声がする。二人はハッとして扉のほうを見た。

「出発!?　大変……！　そうよ、今日って浄化の儀式の日……！」

「今、行く。いつもどおりに支度を」

　セレストは寝台を下りると、床に放っていた夜着を身につけ腰紐を結び、長い髪を背中に払っただけで寝室を出て行こうとする。アリアは慌ててそのあとを追った。

「すみません。出発のお時間を把握しておくべきでした。悠長に、絵など」

「気にしないでいい。適当に身支度をして、出るだけだ」

「毎週、こんなに早いのですか」

「ああ、神殿で禊ぎを行うからな。……しかし、十年も務めていて遅刻は初めてだ」

　セレストの横顔は、ほんの少しだが目元が細められ、口角の上がった優しい表情をしている。

（わ、笑った）

　彼は寝室の扉を開けて、アリアを先に通した。背中に手が添えられる。服越しであれば、浄化の刺激は感じられない。

　昨晩は、同じ廊下を一人で走って逃げ出したのに……今はこうして二人並んで歩くことができるわずかな時間すら、終わってしまうのが惜しいと思う。

　セレストが気にしないでいいと言ったとおり、彼は衣装室で神官服に着替え、洗顔をして髪にさっと櫛を通しただけで身支度を終えてしまった。

　これで絶世の美貌が維持できてしまうのだと知り、彼の数倍の時間をかけて身支度をしているアリアは賞賛と嫉妬の板挟みというなんとも複雑な気持ちになった。

（ああ……今朝もとても美しいです！　セレスト様！）

　白い神官服を纏い、長い髪を背中に流した彼を朝日のもとで眺める。

「神々しさすら感じますね。輝く雪原のような、静かでまぶしい美しさです。ああ、生まれてきてくださってありがとうございますっ」

「……いつもそのように念じているのか？」

「えっ!?　あ、うあ……、もしや言葉に出ていましたか……」

「ああ。神々しいとかなんとか。輝く雪原？」

「ううっ……！　ええ、そうです……、だいたいは心の中で大騒ぎを……、申し訳ありません」

　だんだんと素の自分を隠せなくなっている気がする。ごめんなさい、とアリアは眉を下げた。

「外見のことばかり言って……、気持ち悪かったですよね」

　セレストは「いや」と、ほのかに目を細めてアリアを見た。

「ほかの誰かに言われたらまた違った感想を持つかもしれないが。あなたが表情を明るくして大騒ぎしているのを見るのは、愉快だな」

「ゆっ、愉快、ですか……。それならば、良かったです……」

「つまり、あなたが『推し』に望むのはこういうことかな」

　そうして彼は、自身の髪の艶をわざと見せつけるように、長い髪をさらさらと手で払って背中に流した。

（ひぃっ……なんて神々しいご対応ファンサ……!!）

　美しい。手を合わせて拝む。身体に活力がみなぎった気がする。寿命が十年分くらい延びたに違いない。

　感激のあまり目を潤ませるアリアを涼しい顔で受け流したセレストは、迎えの馬車に乗り込むため衣装室を出た。

「あなたも今日は、神殿へ？」

「あっ……はい、いつもどおりに参詣しようと思います。民はまだ私たちの婚約のことを知りませんし……できるだけ、いつもどおり」

　セレストとともに屋敷の玄関に出る。春の早朝の空気は冷たくもすがすがしい。

　霊山に根ざす世界樹の全貌がここからも見える。山頂は薄い雲がかかっていて灰色だ。風は弱いが、神殿付近は小雨が降っているかもしれない。

「冷える。見送りはいいから、中へ」

「いいえ、そういうわけには。お気をつけて、いってらっしゃいませ」

「……アリア」

　馬車に乗り込む直前になって、セレストはこちらに向き直ったかと思えば、アリアの手を持ち上げ、指先に軽く口付けた。

「いってくる」

「へぁっ!?　う、うわぁ……!?」

「ふ……、いつになったら慣れるのだろうな。お互いに」

　セレストはそのまま、馬車に乗って出かけてしまった。

（なに今の……、な、な、なに今の!?　うぅぅ～……っ、素敵すぎるってばぁ……。推しの過剰供給で息ができないぃ……！）

　心の中でどれほど興奮して暴れようとも、皆の前でみっともなく大騒ぎしなかったことだけは、褒められるべきだと思った。




　世界樹を中心に建てられた神殿は、建造物の白さと樹木や庭園の緑によって清浄な空気に包まれている。

　霊山の山頂周辺に位置するため一年を通して気温が低いが、加えて本日は曇り空で、ひやりと冷たい風があちこちの花や枝を揺らしている。

　今日のアリアは、厳かな儀式にふさわしい清廉さと動きやすさを重視して、足元を革の編み上げブーツ、ドレスは深緑色で装飾の少ないすっきりしたデザインのドレスを選び、さらに外套を羽織った。

　背中よりも長い髪は三つ編みにして、後頭部の低い位置でお団子にまとめてある。

　この姿であれば、王都の街娘……とはいわずとも、まさか王女とはわからないだろう──と変装に自信を持っていたのだが。

「アリア王女殿下！」

　いつもの王室御用達の馬車ではなく、セレストの屋敷の馬車から降り立ったアリアを、若い男性の声が迎えた。

「ラス……ラスヴェート補佐官。ごきげんよう。今の時間は、とてもお忙しいのでは？」

「ええ。ですので急いで、どうぞこちらへ」

　急かすラスヴェートに連れられ、参詣者が通常使う廊下ではなく、神官たち専用の廊下を通され、世界樹と浄化の神官に一番近い前の席へと案内された。

　祈りの間はご神木を収めるドーム状の礼拝堂だ。壁や柱は白い大理石、床は規則正しく敷き詰められた光沢のあるマーブル石でできている。天井にはたくさんの採光窓があるので、晴れの日であれば枝葉から透けた陽光が床や柱にきらきらと反射してまぶしいくらいの空間になる。

　すでに参詣の民らが集まり、いつもどおりの穏やかな雰囲気で儀式の開始を待っている。

「待って……。ここでなくていいの」

　ラスヴェートのローブを引っ張って、アリアは小声で言った。

「私はいつも、最後列に座ることにしていますから」

「そうはいきません。ほかでもない、彼の指示なので」

「そんな……」

　戸惑いながらも、用意された席に腰を下ろした。

（ここで見てくれ、ということなのかしら……）

　自分の背中に人々の視線が集まっている気がして、首筋がぴりぴりと緊張する。

　やがて聖歌隊の歌が始まった。

　セレストが祈りの間に入ってきた瞬間、あたりを包む魔力の質が変わった気がした。息がしやすくなった。祈りの間全体の空気が澄んで、きらめいているのだ。

　彼は世界樹の枝を一枝両手で捧げ持ち、一歩一歩こちらへ近づいてくる。アリアの側を通るときにこちらを流し見た気がして、どきりと胸が鳴った。

　こんなに近くで、祭儀中の彼の姿を見られるのは久しぶりだ。

　アリアの席は、浄化の神官が立つ場所から十歩ほど離れた最前列。彼の斜め後ろ姿が見えるところにある。

　禊ぎを終え、身なりを祭儀用に整えたセレストは神々しいほどに輝いて見えた。

　複雑に編み込まれた髪には季節の花がちりばめられている。可憐だが女性的ではない。祭儀でのみ着用する神官服は純白で床に引きずるほど裾が長く、金と緑の精緻な刺繍がされている。肩には、女神を表す八重の花が刺繍された深緑のストラを提げている。

　神聖で冷厳、シャドレアが誇る美がそこにあった。

（儀式でのセレスト様は……、やっぱり、素敵ね……）

　シャドレアの国民は、世界樹神殿の浄化の儀式に参列することを縁起の良いことと考えている。

　誰しも生涯で一度はこの儀式を目にしたいと思うものだが、霊山への登山は容易ではなく、また国内各地からの旅費も安くはない。

　アリアが王城から毎週のように訪れるようになってからは、登山道には馬車が走れるだけの整備がされ、乗り合い馬車の定期運行もされるようになった。私費での寄付もいくらかしてきたが、それが活用されているのであれば幸いである。

　セレストは世界樹の前に立つと、両手に持つ枝を頭上へ捧げるように掲げた。

『女神の愛は恵み深く、慈しみはとこしえに大地へと注ぐ。地は喜びの声を上げる。我らの祈りを届けよう』

　祈りの間に押しかけた大勢の民が固唾を呑んで見守るなか、いよいよ浄化の儀式が始まった。アリアも雑念を捨てて目を閉じ、彼の祈りに聞き入った。

『世界樹の枝葉が豊かに伸び茂れば、我らの心は満たされるでしょう。葉に雪が積もれば、我らの心は雪よりも白くなるでしょう。喜びと祝いの声をお聞かせします。どうか我らに、新しい心を……、授けて……くだ、さ──……っ』

　朗々とした声での祈祷が、不意に途絶えた。

　何事だろうと、黙祷していたアリアはふと顔を上げてセレストの後ろ姿を見た。

「う……っ、ぐ……」

　胸を押さえ前屈みになったセレストが、その場にずるずると膝をついた。ばさりと枝が床に落ちた音が響く。

　様子がおかしい。これが正常な儀式の進行でないことはわかる。

（なにが起きて……セレスト様？）

　苦悶のうめき声も途絶え、ぷつりと糸が切れたように、彼はその場に倒れた。

（セレスト、様……？　え……？）

　床に伏せた彼に駆け寄る者はいない。

　しんと静まりかえった祈りの間で、光の当たったそこはまるで絵画のように美しい。この一場面を非現実的なものに感じて、誰もが遠巻きに眺めているだけしかできない。

　アリアも、ラスヴェートすらもそうだ。壁際で目を見開き固まっている。放心しているのか、視線はセレストに釘付けになっている。

（そんな……どうなっているの……、セレスト様の身になにが）

　彼は、ちゃんと息をしているのだろうか。ここからでは確認できない。

（セレスト様……！）

　今までと同様に、ひっそりと隠れて儀式が終わるのを見守るつもりだった。けれどいてもたってもいられず、アリアは衝動的に席を立った。

「あ……あれ、王女殿下……？」

「アリア様が……」

　忍んだ声が聞こえ、ざっと数百人の視線がアリアに集まるが、それどころではなかった。

　外出着のドレスの裾を持ち上げ、できる限り速足でセレストのもとへ駆ける。

　かつかつと鳴る靴音以外、なんの音もない。みな息を殺して事のなりゆきを見守っているようだった。

（こんなにたくさん人がいるのに、誰も、彼に近づけないのね……）

　敬われることと、親しまれることは別なのかもしれないとふと思った。

　セレストは多くの民に敬愛されることはあっても、同じ人間だとは思ってもらえないのかもしれない。

　王女として、またはセレストに憧れを持つ一人の女性として、どちら側の気持ちもわかる気がして──。

（ごめんなさい、セレスト様）

　──今まで、一人にしてしまって。

　うつ伏せに倒れた長身の成人男性を、苦労して仰向けに返し、自分の膝の上に頭を置く。

「セレスト様。お気をたしかに」

　アリアの声がやたらと祈りの間に響いてしまう。みっともなく震えている。セレストの顔色は真っ白だが、もしかしたら自分もそうかもしれない。

　だって、こうしている今も、どうしたら彼が目覚めるのかわからない。

　なぜ倒れたのか。本当は今朝も具合が悪くて、アリアにわからぬよう我慢していたのだろうか。どうして気づいてあげられなかったのか。

　昨晩、初めて身体を繋いだばかりなのに。聖なる器によって穢れの浄化ができたのなら、どうしてこんなことが起きるのだろう。

　もしや、それが悪かったのだろうか。だとすればアリアのせいだ。

「目を開けて、セレスト様……痛いのか、苦しいのか、どうか聞かせて……」

　レースの手袋をはずし、直接手を握る。ばちっと音が鳴って、アリアの手を弾いた。

（痛い！　セレスト様から、穢れが、こんなにも溢れて……？）

　あきらかに昨晩までとは違う。異常事態だとアリアの全身が総毛立つ。

「ラス……！　手を貸して」

　壁際で呆然としたままのラスヴェートを呼ぶ。

　彼は「あ……」とようやく我に返って、さっとアリアのそばにやって来て膝をついた。

「王女殿下、セレストはいったい……？」

「わかりませんが……安静にできるところまでお運びしましょう。人手が必要ですから、他の神官を呼んできてくださる？　儀式は中止するのがいいと思う」

「はい、そのように……」

　いつでも明るいラスヴェートが、表情を無くして動けないでいる。彼にとっても、目の前でセレストが倒れたことが相当ショックだったに違いない。

　アリアはそっとラスヴェートの手に自分の手を添えた。アリアもセレストもラスヴェートも、同じくらい指先まで冷えている。

「私が、お集まりの皆様に伝えましょうか。人前に出ることには慣れておりますから、うまくやります」

「……っ、お願い、してもよろしいですか。僕は、すぐに人を呼んで来ます」

「ええ、わかったわ」

　血の気の引いたセレストから少しも離れたくはなかったが、そっと床に寝かし直して、立ち上がった。

　落ち着け、と息を吐く。

　──心を乱してはいけない。父の声がよみがえる。アリアの不安は民らに伝播する。

　踵を返したアリアは、参列した民らに向かって穏やかに微笑んだ。

「祈りの間に集う皆様」

　戸惑いの視線が、ざっとアリアに集まる。

「本日の浄化の儀式は中止になるそうです。神官セレストに代わり、我々が世界樹と女神に祈りましょう。どうか、皆様の祈りの力をお貸しください」

　ちらほらと困惑の声があがる。不安と不満を抱える一人一人の顔を見ながら、それでもアリアは微笑んだままでいた。

「私も皆様と同様に祈ります。そしてどうか家路を、ご安全に」

　ざわめきに背を向けて、運び出されるセレストを追ってアリアも急ぎ、祈りの間を出た。





　＊＊＊






（この闇は……いつもより、深いか？）

　セレストは自身を取り巻く闇に目を凝らした。

　祈りの間で意識を失ったことは覚えている。そして今は、世界樹に導かれる闇と同じか、それより深いところにいるとなんとなくわかった。身を包む闇がいっそう冷たいせいだ。

　なぜ、このようなことになったのだろう。

　浄化の神官として十余年を過ごしたが、耐えきれぬほどの穢れが身に流れ込むのを感じたのは初めてだった。

　それに、いつもの夢であれば世界樹が満足するまで浄化をおこなえばこの闇から解放されるはずなのに、浄化すべき光球も見当たらない。

（……なんだ？　音がする。水流のような、流砂のような）

　耳を澄ませば、水音は浮いているセレストの足の、そのさらに下から聞こえているように思える。

　下に降りるように意識を向けると、真っ暗だった足元にぼんやりと、輝く網のようなものが見えはじめた。

　それは雨上がりの蜘蛛の糸のように輝く細い筋がいっぱいに張り巡らされてできた光だった。

（もしかしてこれは、世界樹の根か……？　水の流れに思えた音は、光球が世界樹に吸われて上昇する音だったのか……。神殿の下、霊山の地面深くにある魔力の流れを、俺は今見ているんだろう）

　常とは異なる世界を垣間見た感動で、しばし見入る。

（……だがなにか様子がおかしいな。ところどころ、輝きを失っていないか？）

　目をこらしてよく見れば、やはり張り巡らされた根のなかにも、輝くものと、光を失い機能していないものがあるようだ。

（世界樹は俺にこれを見せたかったのか？　だがどうしろと……）

　さらに下りて、世界樹の地下根に触れられるところまで近づいた。

　──やはり、根腐れしているところがある。ぼろぼろと崩れて、これでは光球を吸い上げることはできない。

（まさかこれを修復しろということか……？）

　なんともなしに、輝きを失った根に触れると──。

「ぐっ……!?」

　その瞬間に、膨大な穢れがセレストに流れ入って来た。息を詰め身を折り、衝撃に耐える。

「っ、はぁ……！　はぁっ……！　穢れが詰まり……根腐れを起こしているのか……穢れを浄化できれば、あるいは……だが、範囲が広すぎる……」

　セレスト一人では到底受け入れられない、膨大な量の穢れだ。いま流れ込んだ量だけでも、痛みに意識を持って行かれそうなぐらいだった。

（この夢のなかで意識を失うと、どうなるのだろうな……）

　毎度、悪夢ともいえる闇の中で一人、考えていた。

　いずれ浄化の能力を失うとき、セレストに訪れるのは死であると想像できる。

　現実世界に肉体が存在しても、精神がこの闇に囚われればセレストは死ぬ。そういう終わりがいずれくるかもしれない。

　恐ろしいし、嫌だと思う。けれどここで身を捧げ浄化の力を発揮することは、自分にしかできない重要な役目だ。理解している。だが──。

（まだ意識は保っている、が……、さっき受け入れた穢れのせいで、目が見えていないのか……）

　自分の身体と闇が急速に同化していく。身体の輪郭が溶け……終わりが近づくのがわかる。

（嫌だ。一人で……このようなところで……）

　ぶんと振り回した手は、虚空を払うばかり。なにを支えに立っていればいいのかもわからない。

　冷たい。暗い。寒い……つらい。

　穢れにどっぷりと侵されたセレストの手に、あたたかいものが触れた。

　すぐにわかる。これはアリアの手だ。

『目を覚まして、セレスト様』

　触れたところから、穢れが聖なる器に移されていくのがわかる。

　濃い穢れは稲妻のようにアリアの手を焼く。闇の中にいるが、現実での様子は容易に想像できた。

（無理をするな……！　やめてくれ……！）

『ばかをおっしゃらないで。一番無理をしているのは、あなたではないの』

　夢のなかで叫んだ声が彼女に届いたのか。それとも、闇を恐れるセレストが作り出した妄想か。

　どちらにせよ、彼女の怒ったような物言いを、初めて聞いた。

　彼女の驚きや高揚した声につられて、セレストの心は軽快に動く。怒った声ですらもそうだ。冷え固まっていたものが強引に、けれど心地よく巻き込まれるのだ。

　彼女のほかに、自分の人生において他人がセレストに触れようとしたことはあっただろうか。本当の家族のように、心からの心配で……。

　痛みと息苦しさが徐々におさまってくる。身体の震えも止まった。浮遊する身体をなりゆきに任せて力を抜いた。

　光が、迎えに来たからだ。




「──よかった。司祭様方をお呼びしてきます。しばらくお任せしてもいいですか？」

「ええ。お願いね、ラス。……セレスト様。良かった、目が覚めて……」

　まぶしさにきつく目を閉じ、セレストはふたたびのろのろと目を開けた。

　寝台に寝かされているセレストの手を、アリアの両手が強く握っている。やはり、彼女に助けられたのだ。

「ここ、は……」

「神官たちの寄宿舎だと聞いております。ああ、少し熱がありますね」

　手が額に当てられる。とっさにその手を振り払ってから、セレストは後悔した。

「い、いや……違う……、今のは」

（あなたに痛みを、与えたくなかったから）

　言い訳がうまく口に出てこない。

　アリアが傷ついた顔をしたのは一瞬だった。すぐに聖母のような優しい表情で、セレストの心配をした。

「浄化の儀式の途中で、倒れられたんですよ。覚えておいでですか？」

「ああ……、覚えている」

「長いこと、うなされていましたね。今朝と同じに」

　話しながらだんだんとアリアの表情が暗くなっていく。

（彼女に謝らなければ……、身を挺して救ってくれたのだろう。だが、そうして欲しくなかった。あなたに痛みを与えたくなかった。あなたは、特別だから）

　なにがどう特別なのだろう。彼女が、自分の聖なる器だからか。それもそうだが、違う。

　もっと別の答えを伝えたいのに、明確に言語化できずもどかしい。

「……儀式は、どうなっただろうか」

　沈黙が気まずく、なんとか話題を探して会話を繋ぐ。

「ご心配はいりませんよ。皆様すでに家路につかれました。倒れたセレスト様を心配して、祈りの間は騒然としていましたが、私が出しゃばってしまったせいでもあります。王女がいるという声が私の耳にも届きました。衝動的に動いてしまって……、すみません」

「いい……気に病むことはない。逆の立場でもきっと、そうした」

「セレスト様が？」

　アリアは大きな目を瞬かせ、ふわりと微笑んだ。

「本当？　私が倒れたら、皆の前でも駆け寄ってくださる？」

「……あなたは俺を、よっぽどの冷血漢だと思っているのだな」

「やだ、違います。ただ……、距離感を間違えない人だろうとは……」

　また、そうやって哀しい顔をする。

　寝台に横になったままのセレストは、アリアの耳元に手をのばして、肌に触れぬよう慎重に、俯く頬にかかるおくれ毛を耳にかけなおしてやった。

「ゆくゆくは夫婦になる女性との、適切な距離感とはどんなだ。聡いあなたなら説明できますか」

「わ……わかりません……。私にも、まだ。……でも……」

　目の縁を赤くして、瞳をみるみる潤ませたアリアは下を向いた。

「セレスト様が苦しむ姿は、見たくないです。皆も心配します。ラスだって、かわいそうなくらい動転して……、私たち、必死でした」

「『推し』が目の前で倒れれば、あなたならば助けるのは当然だろうしな」

「え……？」

　顔を上げたアリアの頬を、透明なしずくが一筋流れた。

「そんな、言い方……」

「違うのか」

「違います！　あのときはそんなこと考えなかった……！　ただあなたを一人にしたくなくて……、だから」

　セレストは身を起こした。アリアの顔を覗き込めば、涙をたたえた瞳と目線が同じ高さにある。

「こっ、このまま目覚めなかったらどうしようと、本当に……怖かったんですから……！」

　きゅっと口を引き結んで、泣くまいと耐えている。それがなんともいじらしく、可愛い。

（ああ、俺が悪い……彼女ならきっとそう言うとわかっていて、甘えた）

　そっと肩を抱き寄せると、アリアは身を固くした。

「セレスト様……ち、近い、近いです！　もうっ、その良すぎるお顔で私のことを見ないでください～っ」

　小さな唇がきゃんきゃんと騒がしい。いつも子犬のようで愛らしいが、今は少し、違う雰囲気にしたかった。

「口付けても？」

「えっ!?　なななななぜっ!?　ど、どうして、そうなるんで……っ、ん、ふぅ……っ」

　少しも待てずに、唇を重ねる。

　逃げられないようアリアの頬に手を添えて、唇を食む。

　穢れの濃度のせいで、先日よりも浄化の刺激が強い。口付けをやめて、二人で顔をしかめた。

「唇……腫れてしまいそうですね……」

　それならばと、今度は舌で唇を開かせ、口内を舐めた。

「んんっ……、んぅっ」

「は……痛みは？」

「あ、りません……舌でのキスは、痛くないって……昨晩、教えてくれたじゃないですか……」

　潤んだ目でうらめしく睨まれても、愛らしいなと思うばかりだ。アリアは逃げることなく、果敢に唇を押しつけてくる。

「はやく、もっと浄化、しないと……んっ」

　押しつけられる唇の柔らかさと、アリアが積極的なことに浮き足立つ。

（暗闇から、俺をすくい上げる人。光……、いとしい）

　口付けのたびに想いが募る。やはり彼女は、唯一だ。

　深い口付けをしながら近距離で視線が合う。甘い飴玉のような瞳が、これからなにをされるのか知りたいと訴えてくる。

　下腹にムラっと欲が集まる。どこまで彼女は受け入れてくれるのだろうと、悪戯心が頭をもたげた。

　舌を、唇から頬へ。頬から耳へ。耳穴に舌を這わせると、アリアは吐息を震わせた。

「あぁっ……い、いけません……そんなところ……あ、はぁん……」

　声が甘くて、可愛い。セレストの胸元をぎゅっと握りしめて耐えている。

　この様子なら、もう少し触れても許されそうだ。舐めて喘がせ、やがてくったりと力をなくした身体を寝台の上に引き上げて、押し倒す。

「あ……、セレスト様、もうこれ以上は……！」

　セレストの髪が肩から落ちて、世界から彼女だけを切り取ってしまう。

　少女と呼ぶには男女の情交を知りすぎている彼女は、悩ましげに眉をひそめて身を震わせている。

　深緑のドレスは襟元までしっかりとボタンが閉じられていて肌の露出はいっさいないのに、匂い立つような色気を感じる。

　薄く開かれた唇に、もっとキスがしたい。吸い込まれるように唇を重ねる。

　吐息とともに鼻にぬける甘い声がどんなにセレストを煽るか、彼女は知らないのだろう。

　赤く染まった顔を飽きずに眺めていると、アリアのほうから手を伸ばしてきた。

「私も、あなたの耳にキス、を……しても、いい……？」

「かまわない」

　けれど彼女の唇はセレストの頬にも届かず、背に腕を回してぎゅっと抱きついてくる。

　腕の中に収まる身体はドレス越しであってもやわらかく、あたたかい。下腹にずんと溜まる熱に気づかないふりをして、二人で寝台の上に横たわるよう体勢を整え、深く抱き直した。

「あったかい」

　しみじみとした呟きがじわりと胸を熱くする。アリアはすんすんと洟をすすって泣いている。

　泣かせたかったわけじゃないのに。どうしたら泣き止むのだろう。自分なら、どうされたいだろう。

「……夢の中で──」

　綺麗に結われた髪を撫でる。まるい額に口付けたい。こめかみに、頬に、唇に。やわらかい肌のすべてを味わいたいのに、濃い穢れを纏っている今のセレストではアリアを痛めつけてしまう。

「──寒くて、暗いところにいた。だが、あなたが呼んでくれたから……戻ってこられたのだと思う」

「はい……良かった……よかったぁ……」

　ぽろぽろと目尻を転がる涙は、透き通ったガラス玉のよう。それをぬぐうように唇を頬に滑らせる。

「痛っ……！」

「すまない。気をつけていたのに……つい、衝動で」

「いいんです。痛くても……セレスト様がここにいるってことですから」

　額と額が合わさるくらい近くに顔がある。伏し目の彼女の、豊かで長い睫毛が涙に濡れて、きらきらと輝く雨上がりのようだ。

「もっと痛くしてくれて、いいんです。私はあなたの、聖なる器ですから……」

　そうささやく彼女は慎重にセレストの頬に口付け、舌先でちろりと舐めた。先ほどセレストがしたのを真似る小さな舌先は、こめかみをたどり、耳穴へとなぞっていく。

「う……あ……」

　耳穴を犯すぐちゅぐちゅとした卑猥な水音に耐えきれず、背筋がしなった。

　浄化の痛みよりも官能的な刺激のほうが強くて、下半身の熱は完全に勃起してしまった。

「ね……？　ぞくぞくするでしょう……？」

　アリアはつるりと濡れた唇を突き出して、仕上げとばかりに耳にふうっと息を吹きかけてきた。

「んっ……」

「ふふ……、セレスト様の声、色っぽい……すごく……。濡れちゃう、くらい……」

　身をよじらせた細い腰を掴んで、下半身を押しつけるくらいに引き寄せる。

「どこが、濡れると……？」

　もじもじと身を縮め、視線を彷徨わせたアリアは、耳から首筋までを羞恥の色に染めながらも、やがて自分からセレストの唇に舌を差し出した。

「ん……んっ……、ふぁ……、このまま……確かめてくださる……？」

「わかった。そうする」

　挑発にのって、寝台に押し倒したアリアの首筋にむしゃぶりついた。

　ドレスの胸元を力任せに乱暴に広げると、彼女は身を震わせて耐えている。そのまま下着に押し上げられた乳房の丸みにべろりと舌を這わせた。

「ん……はぁっ……！　や、これ以上は、脱がせちゃだめ……、ね？」

　制止の言葉も甘ったるい。やんわり抵抗する彼女に見せつけるように、指を差し入れて下着を下にずらす。まるくて弾力のある乳房がセレストの目の前でぷるんと弾けた。たまらず、すぐに先端を口に含んだ。

「あん、だめなのに……あっ……あぁっ」

　ちゅうっと吸うと、アリアはびくびくと身体を跳ねさせ喘いだ。

「それやだ、やだぁ……」

「びりびりする？」

「ちが……っ、ちくび、おっきくなっちゃ……う、からぁ……っ、あぁんっ」

「まだ指では触ってやれない……少し待っていて」

　右の乳首を吸って、舌でこねる。アリアはもどかしそうに身をくねらせているが、穢れが濃すぎるから、指先での愛撫はきっと痛い。

「なら、入れて…………それがいちばん……はやいからぁ……」

　ドレスの下で脚を開いて、アリアは懇願した。

　たしかに聖なる器の中で吐精すればはやく浄化が進む。彼女も体感でわかっているらしい。

　けれど、つい先日まで処女だった身体に前戯もなしに挿入すれば、穢れとは別の肉体的な苦痛を与えてしまうだろう。

（器だからと好き勝手したくない……アリアをこの手で、よくしてやりたい……愛しい、から）

　理性はそう訴えている。けれども、身体の熱は彼女の淫らな挑発ですでに爆発寸前だった。

　このまま一度、出したい。でないときっと、彼女が意識を飛ばしても抱き潰してしまいそうだ。

「くっ……」

　神官服の長い裾をたくし上げ、固く勃起した熱に自分の手を添える。

　秘められた欲望を晒す羞恥はある。だが、彼女ならきっと受け入れてくれる──。

「えっ……わ……おっきぃ……」

「は……、アリア……そのまま、見ていて……」

　固く勃起した熱を自分の手でしごく。尻の奥から熱棒の先端まで、熱い痺れがじんじんと集まってくる。

　アリアはそれを真っ赤な顔で、けれど目をそらさずじっとりと見つめている。

（ん……出そうだ……すぐに……っ）

「せれすとさま……私に、お手伝いさせて……？」

「ん、……なに……？」

　アリアはセレストの自慰の手を制止して、びきびきと血管が浮くほど勃起した男の欲に顔を近づけた。

「なにを……まさか」

「いま、慰めてあげるからね……」

　うっとりとそう言って、先端を口に含んだ。

　王女アリアは美しい女性だとセレストは思う。

　すらりとしなやかな四肢は霊山に咲く秋桜コスモスのよう。

　髪や肌の色素の薄さから儚い印象を与えるが、線は細くとも強風に負けないしたたかさをもっている。やわらかく上品な笑顔で、分け隔てなく気さくに接する優しさは国民たちの憧れの的だ。

　そんな彼女が、上半身を裸にして乳房をあらわにし、頭を垂れ、セレストの欲を口に含み、熱心に舌で愛撫している。

　白い首筋にしっとりと後れ毛がまとわりついている。鎖骨の間に揺れる細いネックレスには、ドレスと同色の一粒のエメラルド。

　眉根を寄せ、ときおり苦しそうに息を吐き、また呑み込んで……。

（この美しい人に……俺はなにをさせて……っ）

　愛撫の直接的な感覚だけではなくて、非現実的な眺めにも、自分が興奮しているのがわかる。

　勃起の裏筋をちろちろと舐めていた舌先が、今度は先端の溝をなぞった。

「あ……っ」

　鋭く甘美な刺激に腰が引けて、とっさにアリアの頭を掴んでしまった。綺麗に結われていた髪を解いてしまったのに、彼女は気にした様子もなく、まだちゅうっと先端を吸っている。

「いけない、アリア……もう、だめだ」

　初めての快感に腰が揺れる。このままでは彼女の口内に吐精してしまう。

「放してくれ……出てしまう、から……」

　アリアは乱れ髪を耳にかけ直し、ちらりと上目遣いにこちらを見るが、口淫をやめることはしなかった。

　むしろ、たっぷりの唾液でとろとろになった熱棒を、舌で激しく上下にしごいてくる。

「うっ……ほんとうに、もう……っ！　……ぁ、あ……っ、～～～～っ」

　射精と、浄化の快感が同時に襲ってくる。口を押さえて息を殺した。男の嬌声ほどみっともないものはない。

「はっ……はっ……、ん、アリア、すまない。口を清めて」

「ん……、ふふっ……」

　慌てて差し出したハンカチで口を拭いつつ、アリアはなにがおかしいのか微笑んでいる。

「ふふふ」

「ど、どうした」

「いえ……さっきからセレスト様がたくさん、名前を呼んでくれるから……王女殿下じゃなくて、アリアと。気づいていました？」

　うれしくなってしまって、とハンカチに言葉を吸わせつつ目を細める。

（そんなことが、うれしいのか……）

　心地よい切なさが心臓のあたりで暴れる。

「……アリア」

「はい、セレスト様」

　抱き寄せ、ぎゅっと隙間なくお互いを抱きしめ合った。それでも足りない。

　ベッドに倒れて深いキスをしても、脚を絡ませ合っても、足りない。もっと近づきたい。触れたい。

　瞳を覗き合う。今、どこまで許されるのか。

　豊かで丸い乳房を手に収めたくなるが、まだ己が纏う穢れの濃さが気にかかってできない。

（まだ、直接は触れない。唾液や体液で潤ったところは、穢れが分散するのか痛みにくいようだ……それなら）

「ドレスが汚れないように、持っていて」

　アリアは恥じらいながらも言われたとおりに裾をたくし上げた。あらわになった白い腿のまぶしさに目眩がする。

　肌を手で触れることはできない。そのかわり、慎重に舌先で触れる。

「え……？　あ、セレスト様、うそ」

　内腿を舐め、脚の付け根にまでたどり着く。

「うそ、だめ、汚いから……！　ん、んん……っ」

　秘部を割り、蜜を絡ませ舌でつつく。

「あっ、やだ、おかしくなっちゃう……」

　脚を閉じようとするのを手で触れて止めると「ひぁあっ!?」と尻を浮かせてのけぞった。

　セレストの目の前で、蜜にぬれた秘穴がひくひくと痙攣している。そこに口付けると、ほとんど悲鳴のような嬌声をあげてアリアは達した。

「ふ……お返し、だ」

　散々こちらの恥ずかしい姿を見られてしまったから、少しばかり意地悪がしたくなってしまった。

　アリアは目を潤ませてこちらを見つめてくる。この表情をさせたかった。きっと誰も知らない。

「もう……だめ、おなかの奥や中が疼いて……ここが、切ない……」

　細い指が下腹部を包む。そのまま彼女は自分の指を秘部に埋めていった。

「んっ……あ……っ、あ、ああっ……」

　乳房を寄せ身をよじって、喘ぐ。

　痴態を見下ろすセレストの下腹の勃起には、痛いくらいに血が集まってくる。

（入れたい……よがらせたい……俺のもので）

　固くそそり立った欲に手を添える。熱い。これが彼女のなかに収まるから不思議だ。こんな細い腰で、受け入れてくれる。

　浄化のことなどほとんど頭から飛んでいた。そのことにすら気づかないぐらい、目の前の彼女に欲情している。

「あ、ああ……ほしい、です……」

「俺もだ」

　囁きごとアリアの唇を食んだとき。

　コンコンコンコンと、強めのノック音が部屋中に響いた。

『おーい、セレスト？　王女殿下～。いちゃいちゃしているところをお邪魔して大変心苦しいのですがぁー』

　アリアは「ひっ」飛び上がるほど驚いて、セレストの下で石のように固まってドアを凝視した。

『大司祭様方が到着されたのですけどぉ、女神様の加護、ただならぬ浄化の気配を感じる。お邪魔はできん（キリッ）と言って寄宿舎に入ってこられないようなのですがー、ここまでご案内してもよろしいでしょうかー？　それとも解散しましょうかー？』

「ひぇぇ……」と細く悲鳴をあげて、アリアはあわあわと服の乱れを直している。

　セレストは深く嘆息して、まだ腹の奥でがちがちにくすぶっている熱をなんとか逃がそうとした。

「もう少しお待ちいただいてくれ。今は少々、障りがある」

『ええ、そうでしょう、そうでしょうねー……。でも僕ももう誤魔化すのが大変で、三分くらいで支度してくれると助かるんだけど、どうかなぁー』

「承知した。三分後に上がってきてくれ」

『はいはーい』

　ラスの気配が扉の向こうから消える。セレストはアリアの乱れた髪をなでつけてやった。

「すまない……この続きは、家で」

「は、はい……あぁ…………」

「もどかしいな。早く帰ろう」

　顔から首までこれ以上なく真っ赤になったアリアは、羞恥で泣きそうな顔で何度も頷いた。
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　屋敷への帰り道。

　日が傾きだした時刻だが、曇り空のせいであたりはすでに薄暗い。アリアは肌寒さを理由に、セレストの隣に座ってぴたりとくっついている。

（今夜は続きを、するのかしら……するわよね。でも、しっかりお食事をとってもらって、湯浴みもしてもらわないと……、寝室でゆっくりするのは、そのあとかな……）

　未遂に終わった行為のせいで、身体のあちこちがいまだに敏感なままだ。

　世界樹神殿の大司祭たちがセレストの身体を診察しているあいだも、ぞくぞくと疼いて仕方なかった。

　彼はどうなのだろう。ちらりと上目遣いに見上げる。

　あんなことになったのに、セレストは相変わらず綺麗な人形のように澄ました顔をしている。

「……あなたは、処女に違いないはずだが」

「えっ？　なんですって？」

　無言で馬車に揺られていたと思えば、いったいなにを言い出すのか。

「やんごとなき身分だ。王子殿下がお生まれになるまでは、女王になるべくお育ちだった、この国で一番高貴な女性。加えて未婚なのだから、処女だということは推測できる」

「しょ、処女……っ、も、もちろんそうでしたが……今さらなにを……」

「舌技が、良すぎたから」

　ひっと息を呑んだ。誰も聞いていないのに、そわそわとあたりを見回してしまう。

「おおおおおお褒めいただき光栄ですっ。でも、本当に初めてでっ……もう、なにを言わせるのっ」

「恋人はいなかったのか。口付けも初めて？」

「いません！　もうっ、セレスト様こそどうなんですか」

「俺だって経験はない。あなたがすべて、初めてだ」

　彼はそう言うと、バツの悪そうな顔で視線を逸らした。銀の髪に隠れた耳がもしかしたら赤く染まっているのかもしれないと想像して、アリアは少し余裕を持ち直した。

「本当に？　セレスト様はとても……とても綺麗ですし、お優しいし、恋人になりたいと願う人もたくさんいたと思いますが」

「そっくりそのままあなたに返そう」

「私のことを、綺麗で優しいと思うのですか？　あなたが？」

「どうしてそれを疑問に思うんだ？」

　セレストはまなざしを鋭くしてアリアを見た。

「魔法王国シャドレアにおいて、美は力だ。王家の方々はそれを熟知している。代々美しい伴侶を娶り、美しい子をつくる…もちろん、成長の過程を厳しく監視して、美を徹底的に仕込む。あなたもそうして、女王となるべくして成長した。その努力を美しく思わないはずがない」

「私の努力は当然のもので……けれど、ありがとうございます。……うれしい」

　かつて思い悩んだちっぽけな自分が、彼の言葉ですっかり溶かされてしまった気持ちがする。

　シャドレアの民はみな、美しいものが好きだ。老若男女、どのような身分の者であっても、それぞれに自分好みの美を追求し、誇っている。

　アリアも同様で、神官セレストの美貌はもとより、神殿と世界樹に縛られているところにも心惹かれずにはいられなかった。

　彼は役目に悩んだかつてのアリアと同じだとすら思える。愛さずにいられようか。

「私、美しいものが好きです。美しくあることが、簡単でないことを知っているから。だから、セレスト様のことも……好きです。大切なの」

　どさくさ紛れの告白に、彼は気づくだろうか。

　もっと彼のことを知りたい、暴きたいと思っていること。そして同じように、彼の手で本当の自分を暴かれたいと思っていること。

（セレスト様の気持ちは、どうなのかしら……。美しいと言ってくれた。この先、器としてだけでなく、妻として愛してくれたらどんなに幸せか……）

　目を伏せると、自然と彼が顔を近づけてくる。

　唇が触れあうと、ぴりりと痛む。そのたびに、彼が纏う穢れがアリアの唇や肌で浄化される。彼には安らぎがもたらされるはずだ。

「ん……ほら、もっと……欲しがってくださらないと……」

　唇がほとんど触れあったままアリアが喋ると、セレストの手がアリアの後頭部を掴むように包んだ。

「んんっ…、は……っ」

　飢えた獣が獲物を求めるような必死さで押しつけられた唇に、行為への羞恥や甘さは感じられない。唇に受けるぴりぴりとした刺激に耐えかね口を開くと、すかさず舌がからむ。

「んんッ！」

　舌の上で弾ける痛みはすぐにひいて、ぬるりとあたたかい感覚がわかる。一度離れてもう一度絡むと、また泡の弾けるような刺激が襲ってくる。だったら離れないほうがいい。

　セレストはそれを制するようにアリアの肩を押して顔を放させた。お互いに息があがっている。

「ん……まだ、馬車の中なのに……」

　すっかり夢中だった。顔を赤くしたアリアを庇うように、セレストは「すまなかった」と視線をそらし、口元を片手で覆った。

「ど、どうして謝るの？　私、嫌がっていません……」

「今のでわかった。このままだと俺は、なにをするかわからない」

　この美しい人が、この先どうなってしまうというのか。

　神殿の寄宿舎でぎりぎりまで求め合ったことを思い出してしまう。アリアだって本当はずっと、彼に欲しがってほしいのを我慢しているのに。

　清雅な神官服を引っ張り、俯いたアリアはぽつりとこぼした。

「嫌だったら、ちゃんと言いますから……お願いです、好きにして……？」

「……わかった。覚悟があるのなら」

　屋敷に馬車が着くと、御者が扉を開けるのも待てないとばかりに先に降りたセレストは「こちらへ」とアリアを促し、軽々と抱き上げた。

「おかえりなさいませ、旦那様。お体の具合は」

「彼女のおかげで問題ない。悪いが、しばらく二人にしてくれ」

　そのまま寝室へ直行した。
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「ひっ、もうやだぁ、いやぁっ……！」

「逃げないでくれ」

「やぁっ……も、だめぇ……」

　ベッドの上で逃げても、腰を掴まれ背後から再び挿入される。

　固い男根で腹の奥を突き上げられ、胸を両手で包まれ揉みしだかれ、アリアは激しく責め立てられた。

　屋敷に帰ってから、こうして何時間交わっているかわからない。カーテンを閉める時間すら惜しくて開けっぱなしだったから、窓の外に夜の帳が下りていることはわかる。夜空に月はない。寝台横の照明は今夜もしっかり灯っている。

「まって、セレストさまっ……後ろでイっちゃうの、いやぁ……」

　いやだいやだと繰り返しているが、彼との行為を嫌がっているのではない。おそらくそれを彼もわかっていて、止めないのだ。

「抱きしめて……おねがい」

　触れている肌の面積が多いほど、浄化は効率よく進む。セレストの纏う穢れがぴりぴりと心地よいくらいの刺激となって、アリアの肌で弾ける。くすぐったくも気持ち良く、下腹部に力が入ってしまって、ますます彼の楔を締め付けてしまう。

「はぁ……なか、きもちいい……おく、びりびりしてるの……」

「知っている……、絞られているみたいだ……」

「んっ、突いてください、もっと」

　両脚をセレストの身体に絡めれば、「くっ」と喉を鳴らして、彼は腰の動きを速めた。

「んっ……きもちいいっ……、また、きちゃう……っ、あ、あっ」

「もう、じきに……俺も」

「あっ、あっ……！　つよいの、いいっ」

　果てる前が一番ひどくよがってしまう。強すぎる快感に溺れて正気を失いそうになる……それをセレストに見られるのが怖い。逃げようとするのに、深く抱き込まれて奥を突かれる。

「あぁっ！　……あっ……はぁっ……は……、も、だめ……やだぁ」

（セレスト様を清めるためなのに、私がこんなに気持ち良くなってしまうなんて、いけない……でも、でも！）

「うぅ～……っ、セレストさまぁ……」

　もう我慢の限界だと腰を揺らしてねだれば、セレストは達するための速度を上げた。

「や、いっ、いく……あぁ～～～～っ……！」

　胎内で感じる熱い射精が、最後のひと押しになってアリアも達した。

　セレストはしばらくアリアを腕の中に抱いたまま呼吸を整え、やがてゆっくりと楔を引き抜いた。

（あ……これで……終わるの、かな……）

　さすがにぐったりとして、寝台の上で目を閉じ寝転んだままでいた。

　セレストは柔らかいタオルでかいがいしくアリアの汗をぬぐい、身体を冷やさぬように掛布をかぶせ、シーツの乱れを整えている。

　彼のほうこそ大事な身であるのに、舐められたり触られたりした胸や陰部がいまだにじんじん疼くせいで、世話を焼くこともできない。

「セレスト様……、一度、眠りませんか？」

　アリアは片腕で掛布を持ち上げ、彼が入れるスペースを作って言った。

「浄化のあとですから、昨晩のように少しだけでも眠れるかもしれませんよ……。さぁ」

　セレストは着替えを手に持ち、少しの間迷ったあげく、渋々といったふうに寝台に戻ってきた。

「眠る前に、服を着た方が良い。……誘われて悪い気はしないが」

　たしかにまだ全裸だ。けれど情事の気怠さが残っていて動きたくないのだ。

　掛布のなかに自分より体温の高いセレストの身体が入ってくると、すぐにぽかぽかと温かくなる。アリアは眠たい目を瞬いた。

「食事を取り損ねてしまいましたね……湯浴みも」

　上半身を起こしたままのセレストは、長い髪をかき上げた。室内灯のほのかな明るさに照らされる白銀の髪はまるで女神の聖布のようで、均整のとれた身体の性的な部分を見えそうで見えない絶妙さで隠している。

　うとうととしていると、セレストの手がアリアの頬に伸びた。もう、触れられても穢れによる痛みはない。

　優しい口付けが降ってくる。まるで愛されていると誤解したくなるような、甘いキス。

「アリア、もう一度したい」

　ぐっとアリアの喉が鳴った。今のキスは、おねだりだったらしい。

「あなたはどうだ？　つらいだろうか」

「ひぇっ……お、お、お」

　伏し目でねだるセレストは、圧倒的に美しい。頷くよりほかはなかった。

「お望みでしたら……、どうぞ……」

　掛布を口元まで引き上げて逃げた。きっと今、でれでれとみっともない顔をしているだろうから。

「俺ばかりに得があるようではよくないから、なるべくよくなるよう工夫はしよう」

「よ、よくなるって……！」

「神殿に伝わる書物で知識はある。まぁ、任せていなさい」

「きゃっ!?　どこへ？」

「風呂だ」

　裸の身体を抱き上げられ連行されたのは、夫婦の寝室に連なる浴室だ。猫足のバスタブにはたっぷりの湯が張られており、薔薇の花弁が浮かんでいる。

「まぁ……良い香り。このお屋敷の使用人たちの仕事ぶりは、素晴らしいですね。感謝しないと」

　アリアは喜んで乳白色の湯の中に身を沈めた。すぐにセレストが、アリアの背後からバスタブに入ってくる。悪戯をする手を制して、アリアはセレストの胸に背を預けた。

「まずはゆっくり入りましょう。お疲れでしょう？」

「どうせ汗をかくのだから、湯に浸かりながらすれば効率がいい」

「効率って……あん、まだ触らないで……。先に、髪を綺麗にしたいから」

　湯気と花の芳香で満ちているが、身体を清めないまま彼に抱かれるのは気が引ける。

　だめだめと身をよじっているうちに見えた、窓にうつる二人のシルエット。重なる男女の影はなんとも艶っぽく、いやらしい。

（もう！　いやらしいのは私の頭の中だわ！）

　ばしゃっと湯を窓にうつる自分たちにかけると、くもりがとれて、外の景色がよく見えた。

「あ、ほら、セレスト様。ここから世界樹が見えるんですね。ちょうど魔力の光球が放たれるところですよ。夜に見られるなんて、幸運ですね。綺麗……」

（あれ……でもなんだか、光球の数がいつもよりだいぶ少ないような……気のせいかしら）

　セレストも窓の外をじっと見ている。

「……違和感がありますか？」

「どうだろうな……。調子が良くないのは、儀式が上手くいかなかったせいか、それとも……」

　しばらく二人は、シャドレアの地に降り注ぐ光球を眺めていた。

　やがて湯の中で乳房に手が添えられて、アリアはびくりと肩をすくめた。

「すまない。つづきをしようか」

「い、いえっ……洗うのが先ですってば！　ほら、髪を洗ってさしあげます。私がしてもいいでしょう？」

「それなら、頼もうか。この長さはなかなか大変だぞ」

「わあ、光栄です！　ずっと触りたいと思っていたんですから」

「いつでも触ればいい。ただの髪だ」

　いつもどおりのセレストに見える。それにほっとして、はしゃいでしまった。

　胸の中は愛しさに溢れていて、アリアは幸せだった。

　自分の内側が輝いているようだった。この気持ちで世界を愛せると思った。

　そんな状態だから、かえって気づかなかったのだ。

　闇夜に浸る世界樹の異変にも、セレストの変化にも──。








第四章　ひねもす愛しい









　初めての夜から今夜まで、セレストの浄化を三週間も毎日連続で行っている。

　つまりセレストは、三週間も連続で屋敷に帰ってきているのだ。

　送迎役のラスヴェートは、出迎えたアリアに今日も意味ありげな視線を送ってくる。なんと返せばいいかわからず笑顔で応えるのみだ。

　セレストの生活は、はじめのころよりは規則正しく整ったように思う。

　食事中に雑談をすることもあれば、使用人たちの前で穏やかな表情をすることも増えた。やっと人間らしくなったね、とラスヴェートが喜んでいたのが印象的だった。




　今夜のアリアも、湯上がりのあたたかい身体をやわらかい夜着に包み、さらに肌を愛撫する彼が手触り良く感じるようにと全身に香油を塗り、夫婦の寝室へと向かった。

「すみません、支度に時間が」

「こちらへ」

　触れれば触れるほど効率よく穢れを浄化できるから、アリアもセレストも寝台の上では一糸まとわぬ姿になって抱き合う。

　はじめは、ただ抱き合うだけだ。

　泡に全身を包まれるような不思議な感覚に浸ってしばらくするとようやく、肌と肌が触れあう感覚がやってくる。アリアはそれが嬉しくてたまらない。壁の向こうにいた彼を見つけてあげられたような気がするからだ。

　やがてセレストの手が動く。彼が触れるのは、アリアの背中、そして臀部……身体の輪郭を確かめるように動く大きな手の熱を感じるころには、すでにアリアの心臓は爆発しそうなほど高鳴っている──このあと、胸を触ってくると、わかってしまうから。

「髪がまだ濡れている」

　頭頂に鼻先を埋めて、セレストがすんすんと匂いをかぐような仕草をした。

「ん……だって、急いでたんです」

「乾かす時間が惜しいのはわかる」

　大きな手が乳房を包んで揉む。指先で頂きをつままれると、浄化の刺激と合わさった強い快感がアリアを襲う。

「あん、んっ……」

「こっちは？」

　片膝を持ち上げられて、秘部を開かれる。

　毎晩、彼を受け入れているところは、すでに準備ができている。指を挿入されただけでも達したときの感覚がよみがえって、全身が粟立つような甘苦しさが走った。

　指が出入りする快感と、胸を吸われる快感が同時に襲ってくる。

（今夜は、私がよくしてさしあげたい……のに、あぁ……！）

　尽くしたいと思うのに、セレストが性感帯のひとつひとつを的確に刺激していくから、アリアはあっけなく理性を飛ばして嬌声を上げてしまう。

　指を引き抜いたセレストは口の端を上げて満足げに笑った。

「よさそうだ」

「は、はい……ん、だいじょうぶ、です……あ、あ、ああっ」

　ただ挿入されるだけで背がしなるくらいの快感をおぼえる。

　いつまでたっても淫らな行為への恥じらいは捨てきれないのは、アリアにとってこれが務めや義務の行為ではないからだ。彼に触れられるだけで期待して、秘部が濡れる。

「こんな調子で……子を授かったら、どうしましょう……」

　三週間も彼とすごして、妊娠しやすい時期も関係なく膣内に射精されている。

　聖なる器であるアリアの胎内に出すことが一番効率の良い浄化であると聞いていたが、こんなに密に行為をしていたら、簡単に妊娠してしまいそうだとふと思った。

「それは心配ない。浄化のための交わりでは、射精はしていないから」

「子種ではないのですか？」

　セレストはゆったりとアリアの奥まで突き進めて、深く息を吐いた。

　男性にとって、挿入は特別に気持ちがいいものらしい。それをしてあげることができてうれしい。彼が気持ちよさそうだと、アリアも下腹の奥がじんじんと熱くなる。

「穢れを纏っているせいで、精として機能しないはずだ……。俺たちが一晩でできる浄化は、だいたい、三回か四回くらいだろう。それだけ出したあとでは、ただの精だろうが」

　そのくらい行為をすれば、子作りとしての性交ができるらしい。

（一晩で四回もしたら、起き上がれないかも……嫌じゃ、ないけど……）

　おそらくセレストは並の男性とは違う、ということは薄々わかっていた。回数が多いのだ。

　はじめの頃こそ、達しては気を失っていたが、さすがに体力がついたように思う。三度くらいなら気持ち良く付き合える。その先は未知であるけど。

「子が欲しいのか」

　ふと動きを止めたセレストが、繋がったままアリアを見下ろす。アリアはぎくりとして、視線を彷徨わせた。

「いえ……弟が生まれたときに、赤子が大変可愛いものと知ったので……。可能なら、いずれは、と……思いますが……」

　なるほどと呟いた彼はそれきり黙ってしまう。

（セレスト様は？　子は欲しい？　作ってもいいの？　私とのあいだに）

　聞きたいけれど、怖くて聞けない。そもそも彼とは恋愛関係のない結婚だ。欲しくないと言われれば潔く諦めなくてはいけない。

「……で、どこがいい」

　ゆっくりと奥を抉りながら、セレストが呟いた。

「え……？　あん……な、なんですか？」

「どのあたりがいいんだ」

「わ、私？」

「奥が好きなのか、入り口か。もうわかるようになっただろう？」

「えっ、ええっ？　そ、そんなの……んぁっ!?」

　わからない、と言おうとしたのに、セレストが急に引き抜くから、きゅっと締めてしまう。

「あんっ……やだ、抜かないで……」

「ここだろう？」

「ひっ、あぅぅ…………どうしてぇ」

　わかるの、とは言葉にならなかった。涙ぐむアリアを見下ろすセレストは、ほんの少し口の端を上げた。

「良い声をするから」

「声、って……、私、そんなに喋っていますか……？」

「気にすることはない。良い、と言っている」

「でも……んっ、あっ」

（これっ、この声のこと？）

　あわてて指先で口を封じるが、セレストは目を細めた。今夜はさらに機嫌が良さそうに見える。

（こんなふうに、お話ししながらまぐわうなんて……、しかも全部を、見られながら）

　太ももを両手で押さえられて両脚を開かれている。

「セレスト様、あかりを……消して……」

「今さらだ」

「でも見えてる……あ、あっ」

「それが良い」

　まるでアリアの胎内を味わうようなもったいぶった動きもたまらない。

「ん……すぐ、出そうだ……」

「私は、かまいませんから……来て……」

　ふと、頬に手をのばしてしまった。するとセレストは自然に、アリアの手のひらに頬をこすりつけるような仕草をした。

（わ……！）

　初めて見る表情にきゅんと胸が疼いた。日常のどんな場面でも怜悧な美貌が、今だけは崩れている。

（かわいい……！　とっても気位の高い猫ちゃんみたい）

「は……そのまま、締めていてくれないか……すごくいい」

　体位はそのままに、突き上げる動きが激しくなっていく。

（あ、あ、イく……また、きもちいいのがきちゃうっ）

　妊娠の可能性がないと知れば、無意識に緊張していた身体が解き放たれ、ますます快感に敏感になってしまったみたいだ。

「いいか」

　耳に注がれる声すら快感でしかない。アリアがぎゅっと背にしがみつくのと同時に、セレストも深い息をついて達した。

「いずれこの役目は終わる。それまで辛抱してほしい」

「え……？」

　性交の後始末をしながら、セレストは独り言のように言った。

　なぜ急にそんなことを言い出したのか。なるべく動揺を表さずに、掛布を胸の上まで引き上げ身を起こした。

（辛抱って……そんな言い方……）

　彼にはアリアが渋々付き合っているように見えるのだろうか。

　それとも彼自身が、浄化の神官の役目を耐え忍んで生きているという意味だろうか。

（命にかかわるほどの仕事だもの……重いわよね……。でもそれが、いずれ終わる──？）

「セレスト様は、いつまで浄化の神官のお務めをなさるのですか？　世界樹は、あなたの一生を縛りつける存在なのでしょうか」

「いや」と彼は小さく首を振った。

「世界樹の浄化は、ふさわしい者が現れればその者に後任を託すことになるだろう」

「では、明日にでもそのような者が現れたら？　そうしたら、あなたのお役目はなくなるの？」

　勢い込んで身を乗り出すと、セレストは面食らったような珍しい表情をした。

「すぐにとはいかないだろうが、まぁそうだろう。ゆくゆくは、ラスヴェートや他の者たちと同様の立場になって──」

「そ、それなら……！」

（いずれ、聖なる器は必要なくなってしまう……？　私とこうして、身体を繋げることも？）

「離縁するつもりはないぞ」

　心を読まれたかのような言葉に目を見開く。セレストはとくに表情を変えることなくアリアを横目に入れた。

「俺のために捧げた身体だ。責任はとる」

　責任。役目。

　二人を繋ぐのは、恋や愛ではないのだと告げられたような気持ちがする。

（義務感での繋がりなんて寂しい、なんて言う資格はないわね……）

　抱かれたばかりの身体は熱いのに、思考はしだいに冷えていく。

（私は、『浄化が必要なくなってもそばにいてほしい』と言って欲しかったんだわ……役目や責任感じゃなく、愛しているからそばにいたい、と言われたかったんだ）

　ひどい欲張りだと思う。つい数週間前までは、彼の姿を目にするだけで心が満たされていたのに。

　もともとセレストは好意でアリアを妻に指名したわけではない。アリアが聖なる器でなければ、二人の道が交わることはなかったはずだ。

（この関係を続けるには、波風を立てないほうがいい……今、上手くいってるもの……）

　セレストに背を向けて、やわらかい枕に顔を埋める。顔を見られたくない。どんな表情をしているか、自分でもわからないから。

　寝台の上ではこれ以上もなく深く繋がっているはずなのに、目に見えないところはなにひとつ触れた気にさせてもらえない。知りたい、繋がりたいと暴れるのはアリアの心ばかりだ。

（自分の心を律するのが難しい。だってこんなに距離が近い。でも……、彼の浄化に時間がかかれば、器であり続ければ、セレスト様はそばにいてくれる……。役目と責任感で繋がった夫婦でも、私のもとに、帰って来てくれるんでしょう……？）

　もう本当は、心を隠すのがつらかった。

　彼を愛する心が報われたいと願ってしまう。

「眠ったのか、アリア」

　優しく髪を撫でる仕草に、まったく愛がないとは思わない。もしかしたら、と期待してしまうから怖い。

　ただの勘違いだったら。アリアが彼に抱くような、熱っぽい恋心とは違ったら。

（同じだけの熱を返してほしい……！　そうじゃないなら、いらないの。……恋って、すごく厄介）

　だから返事ができなかった。今抱かれたら、感情のままに欲を口走ってしまいそうで。

　日に日に膨れ上がる恋心を持て余して、シーツのなかで一人、自己嫌悪の念に責められた。
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　あとから振り返ってみても、お試し同棲期間のはじめの一ヶ月は、とても順調な生活をしていたと思うのだ。

「疲れた」

　その日の夕方、セレストは帰宅するなりアリアを伴って寝室に閉じこもった。

　日々の祈祷だけでなく、季節の祭事にもひっぱりだこで忙しい彼だから、こうして帰って来てくれるようになっただけでも大変な進歩だと家令が言っていた。

　せっかくだから身も心もすべて癒やしてあげたいと思うのに、今夜は穢れの浄化すらできないことが口惜しい。

「あ、あのセレスト様……ごめんなさい、月のものがまだ……あと三日くらいは、その……」

　セレストは逃げようとするアリアを腕に抱いたまま、寝台に倒れこんだ。

　身構えてもそれ以上彼の手が触れてくることはなく、彼は長い手足を投げ出しどこか遠い一点を見つめて考え事をしているようだった。

（こういうとき……なにを考えていらっしゃるのか聞いてもいいのかしら）

　夕日に照らされた秀麗な横顔。長い睫毛が目のまわりに陰をつくっている。疲労の色は濃いが、それを打ち消すほどの強烈な美貌は相変わらずだ。

「先に湯あみをなさってはいかがですか。お食事もとらないと……、今日は朝も昼も食べていないとラスヴェートから伝え聞いています」

「いらないな……」

　ぼそっとつぶやいたセレストは、嘆息して目を閉じた。歯がゆく思ったアリアはベッドから身を起こし、彼のほうへ身を乗り出した。

「ですが、お体によくないですよ」

　目を閉じている彼の額に指先で触れる。ばちっと穢れが弾けたあとに、体温を感じる。平熱だ。

「あなたはたまに、俺の母親か姉みたいになるな……」

　妻だと言いたかったけれど、曖昧に笑って誤魔化した。

「そうね、弟相手でしたら、もうちょっと甘やかしていたかもしれません。だってあの子、甘え上手なんだもの」

「……これでも、甘えているつもりなんだが」

　瑠璃の瞳にじっと見つめられて、たじたじになった。

（甘えている？　セレスト様が、私に？）

　それなら、ラセットにしていたみたいに甘やかせば満足してもらえるだろうか。

「じゃあ、私が……手ずから食べさせてあげると言ったら……、食べる気になりますか？」

　言って恥ずかしくなる。成人男性に向けて過保護がすぎるだろう。

　けれどもセレストは小さくうなずいた。

（どうしてこんなときばかり素直なの！）

　アリアは顔を両手で覆って唸った。

「どうした」

「こちらのせりふです……奇声を発しそうになる自分を、律しています……だって、かわいすぎて……ううっ」

「相変わらずだな……」

　セレストは起き上がると、わざわざ顔を近づけて覗き込んでくる。

「一緒に暮らして、いろんな俺を見ただろうに。『推し』の情けない姿に幻滅しないのか」

「まさか！　それどころかもっと、むしろ」

　ますます好きになっている、と言いそうになって、アリアはぐっと言葉を吞み込んだ。

（『推し』だったときには好きだ好きだと言えていたのに……最近はもう、むり）

　かつてのアリアは、神官セレストのことをもっと清く神聖で美しく尊いものとして扱っていた。

　彼の幸せを祈っていた。それは恋心ゆえではなかった。けれど、今は──。

　アリアはもう、彼の手がどんなふうに身体に触れるかを知ってしまった。薄い唇が丁寧に肌をなぞる様子も、アリアの快感を探る視線も──そして繋がったそのときが一番、彼の表情は穏やかなことも。

　もっと彼を癒さなければと意気込む気持ちの中に、彼に愛されたいと願う下心が混じっている。だから、言えなくなってしまった。

（愛したい、愛してほしい……。そばにいるだけでは足りないなんて、欲張りね）

　身を起こしたアリアは、髪を耳にかけ直しつつ、いまだ眉間に皺を寄せたままのセレストに顔を向けて目を閉じた。胸を締めつけるような切なさを紛らわせようとする衝動のまま、口付けをするつもりで。

『ぐう』

　夕暮れの静かな部屋にひびく、腹の音。

「……、……私です」

「ああ……聞こえた」

「はずかしくて死にそうです……」

「死ぬな。生きているからこその空腹だろう。あなたこそ食事をとったほうがいい。俺を待っていたのだろう？」

「ええ……ご一緒したくて」

「ここで食べるか」

　ダイニングルームまで歩くことすら面倒になったらしく、セレストは目を擦りつつ言った。今にも眠ってしまいそうだ。

「食べさせてくれるのだろう？」

「えっ。も、もちろんです……よろしいの？」

「フォークも持ちたくない」

　それは大変な疲れ具合だ。アリアは使用人らに言付けて、食事と入浴の支度を急がせた。

　胸にひっかかる小さな違和感はあった。セレストの穢れや疲労はたまるばかりでなぜ解消しないのだろうと。

　けれど、日常の幸せがまぶしくて、深く考えていなかった。彼もうまく隠してくれていたのだ。

　アリアを想うがゆえに──。





　＊＊＊






「……、……髪が、好きか……？」

　セレストが目を開けると、彼女はバツが悪そうな顔をして、手を引っ込めた。

「すみません、せっかく眠っていらしたのに」

「別に、かまわない。触りたいだけ触れば良い」

　寝室の窓辺に置かれた長椅子と楕円のティーテーブルで食事をしたことは覚えている。食べ終わるなり、アリアの腿に頭をのせてぱたりと眠ってしまったらしい。

　セレストが心身の異常を感じはじめたのは、ここ数年のことだ。

　不眠の症状が悪化するにつれ、日中に前触れもなく抗えない強い眠気に襲われるようになった。それが突然、階段を下りているときだったりするものだから、ラスヴェートが命の危機だと言ったのも言い過ぎではなかったのかもしれない。

「最近、また少し顔色が悪くなっている気がします。お体の具合は良くなっているのでしょうか……？」

　調子が良くないという自覚はある。だが、それを彼女に伝えたくなかった。

「今まで溜め込んでいたものが多すぎたのだろう。全てが取り除かれたわけではないが、改善しているように思う。食欲も、日によってはあるし」

「そうですか……もしかして、完全な回復にはかなり時間がかかりますか」

「まだ一ヶ月だから。焦ることはない……が、あなたの体調さえよければできるかぎりの浄化を頼みたい」

　アリアはそわりと視線を彷徨わせた。

「ええ……もちろん、役目を果たします」

　セレストの浄化は簡単に終わらないだろうことは予想していた。なんといっても十年分の不調だ。

　一度に浄化できる量にも限りがあって、一夜のうちにセレストが三度果てるほど抱くと、翌日のアリアはほとんど起き上がれなくなってしまう。

　彼女の身体と自分の体調を鑑みて、現状は穢れと浄化の収支はほとんど拮抗しているはずだ。

（だが最近は、ますます眠りの深度が深いから……根の修復に気力を持っていかれるせいで日中まで眠いし……濃い疲労のせいで、すぐこんなことに）

　セレストが勃起を手で撫でていると、アリアが息をのんだのがわかる。普通なら見られて恥ずかしい行為だが、彼女は特別だ。

「あ、あの、それも、浄化が必要でしょうか……？」

　おずおずとした申し出に、セレストは首を横に振って答えた。

「いや、いい。あなたも月のもので、体調が万全でないだろう。今夜は早く横になろう」

「ですが……その、お辛いでしょうから……私になにかできることがあれば」

「いいんだ。湯を浴びてくる」

　一度断ったはいいが、湯浴みと着替えを済ませても勃起が収まる気配がない。

　寝室に戻れば、着替えを済ませたアリアが魔力で寝台横の照明魔道具ランプの明るさを調整しているところだった。薄暗い部屋で、光を透かした細い身体のラインが見える。

　本音を言えば。

　これが性欲由来の勃起なのか穢れのためなのか、セレスト自身にも曖昧なのだ。

「アリア」

　振り返った彼女の色素の薄い髪も、白い肌も、光に溶けてしまいそうだ。腕の中に閉じ込めると安心する。いつか彼女が自分を置いて、どこかに行ってしまうと想像するだけで胸が苦しい。

　そのときはつなぎ止めようとするだろう。どんな手を使ってでも。

「手を……貸してくれるか？」

　アリアは恥じらいながらも頷いた。

　長椅子に寝そべって、腿の上に馬乗りにさせる。屹立を取り出すと、アリアはおずおずと手を添えた。

「触って大丈夫ですか？　痛みは……？」

「平気だ。先走りを塗りつけて……ん、それでいい……」

　ぬちぬちと湿った水音がする。男性器を握る彼女の白くて繊細な指が倒錯的だ。

「もっと強くていい……このくらい握って、摩擦を繰り返して……上下に」

　上から自分の手を重ねて、強く上下させる。

「わ……っ、こんなに強く……？」

「んっ……、いい……このまま、続けられそうか？」

「はい……セレスト様のおなか、びくびくしてる……」

「あなたの指が……すごくいいからだ」

　セレストが声を上げるとやる気がでるらしく、アリアは頬を赤く染め、潤ませた目でこちらの様子を窺いながら熱心に奉仕している。

「ん……っ……あ……っ、出る、放していい……っ」

「ダメ。最後までさせて？」

「く……う、ぁっ……あッ……！」

「きゃっ！　わ……熱い……」

　熱いしぶきが彼女の手の中で暴発する。急いでガウンを脱いで、彼女の汚れた手指をぬぐう。ごしごしと拭き取るときに感じた、生っぽいにおい。

「……すまない、これは」

　気まずさを感じて顔を逸らした。

「これは、精だ」

「精……？　浄化のときは妊娠しないって……あれ？　どうして……」

　つまり、ただの性処理に彼女の手を借りてしまったということだが、改めて口に出して言えるはずもない。

　ひどい罪悪感に苛まれながらも、セレストはアリアの手を黙々と拭き清めた。







「やあ、セレスト」

　神殿の回廊にひょっこり顔をだした幼なじみは、いつもの朗らかさをさらに深めた笑顔でセレストを呼んだ。

「どうなの、麗しの王女殿下と夜の共同作業はー。うまくいっておりますかー？」

「ラス」

「おっと、怖い表情だー。からかって悪かったよ。これでもね、君のことを心配しているんだけど」

「品のない冗談は好かない」

「わかってるって。でもさー君とは長い付き合いだけど、女性が絡んだ話をしたことがなかったから。ちょっと失敗しただけだって」

　ラスは自然に横に並んで歩き出した。

「で、本当にどうなの？　身体の調子は良くなっている？」

　睡眠は？　食欲は？　と矢継ぎ早に問いかけが飛んでくる。

「見ての通りだ。最近は食事をうまいと感じる」

　昨夜食べたのは、白パンと、鶏肉のクリーム煮、それから薬草酒と少しの果物だと伝えると、ラスは「おぉ」と手を叩いて喜んだ。

　アリアも同じものを同じ時間に食べている。王族の食事にしては質素かもしれないが、彼女はそのような不満はいっさい見せなかった。むしろ料理人たちの腕を褒め称えて嬉しそうにする。彼女がいると、食卓があたたかい。食事が進むのはそのおかげかもしれない。

　今までだって、屋敷の使用人たちがセレストのために奮闘してくれていたことはわかっていた。アリアのおかげで、ようやく彼らの苦労に報いることができてセレスト自身も安堵したところだ。

「へぇ～、じゃあ本当に王女殿下には、穢れの浄化能力があるんだねぇ」

「そうだな……そのことで、近いうちに王室へ報告にあがろうと思っている。正式な婚約の手続きに入りたくて」

「んー？　お試し期間は三ヶ月じゃ無かった？　まだ一ヶ月かそこらだよ。えらく急ぐじゃないか。彼女のほうは良いって？　ちゃんと聞いた？」

「良いもなにも」

　セレストはそこで、アリアから断られることをいっさい想定していなかった自分に気がついた。

（子を欲しがるくらいなのに、まさか別れるつもりはないだろう……？）

　セレストはそう考えていた。けれどラスの反応は微妙だ。

「ん～……あのさ、結婚だよ？　王女殿下の立場からしたら一大事でしょう？　降嫁して身分を失うんだからさー……」

「そうだな。一ヶ月前も、並の覚悟ではなかっただろう」

「そうそう。それに王女殿下って、とても真面目そうだよね。もともとは弟王子のために一生を捧げるって宣言していたらしいよ。その彼女をもらい受けるんだから、セレストだって相応の対応をしないといけないんじゃないかなー」

「相応の対応、とは……？」

「幸せにしないとだめだよってこと」

「それはもちろんだが……」

「ちゃんとわかってるのかなー？　いつまでも推してもらえると思ったら大間違いだよ。推し変されちゃうぞ、色男さん」

「なんだそれは」

「ははっ。まぁ振られたら、僕が君の面倒をみるつもりだからさ。安心して当たって砕けたらいいと思うよ」

　ラスが言わんとしていることはなんとなくわかる。

（当たって砕けろ……つまり、求婚からやり直せということだろうな……たしかに、前のはひどかったから）

　自覚はある。今ならもう少し、うまくやれるだろうか。

「ラス」

　こちらと分岐して違う道を歩いていた彼は、「んー？」と振り返った。

「……恩に着る。今後のことを、彼女と話してみる」

　ラスは瞬いたあと苦笑いをして、手を大きく振って去って行った。




（『確認したいことがある』……いや、物々しいな。『あなたは結婚に前向きだろうか』と軽く聞けばいいだけの話だ）

「セレスト様？」

　深夜。裸の身体に夜着を肩に羽織っただけのアリアが寝台の上で首を傾げた。

「眠れませんか？　もう一回、する？」

「いや……いい、大丈夫だ。それよりすまない、数日ぶりだったから……少し、ひどくしたように思う。身体は、平気か」

「ふふ。私は、良かったですよ」

　くすりと妖艶に微笑まれてしまって、あたふたとした。

　彼女はたまにこうやって、男心を翻弄するような仕草をする。清らかで儚い見た目とは裏腹の、強烈な色香のギャップを知る男が自分だけで良かったと心から思う。

「セレスト様とこうして過ごして、ひと月たちますが、どのくらい回復されていますか？　ざっくりと……二割くらいは……？」

　急に、自身の不調を推測されたようでひやりとした。まさか「まったく変化がない」とは言えない。

「あなたがそれを知らなくても、なにも問題ない」

「あ……」

　アリアはひどく傷ついた表情をして口を引き結んだ。

　しまった、と思った。けれど、一度口を出た言葉は取り消せない。

「そうですね、ごめんなさい。聞かれたくないこともありますよね」

　アリアはなんでもないふうに言って、寝台を下りようとする。

　とっさに彼女の二の腕を掴んで引き止めた。

「すまない。傷つけたか」

「……」

「俺の言い方が悪くて……その、そうだな、……知られたくないと思ったのもある」

　あなたを責めたつもりはないのだと言えばいいだけだ。

　わかっているのに、また先ほどのように泣きそうな顔をさせてしまうかもしれないと思うと言葉が出てこない。

（ラスが指摘したのはこういうことか……たしかにこんな俺ではそのうち愛想を尽かされるだろう……。彼女だってそもそもは、俺の顔を鑑賞していただけなのだから……）

　アリアが「顔が良い」と喜ぶこの容姿を、誰しもが好いてくれるわけではないとセレストは知っている。

　神殿の神官たちには怯えられて遠巻きにされているし、今も昔も話しかけてくるのはラスヴェートくらいだ。

　浄化の神官に選任されてからは、セレストの能力をやっかみ、死を願う者までいた。

　長らく人付き合いを諦めていたが、それがよくなかった。こういう場面でなにをどう言えばいいのか、経験がなさすぎるのだ。

（どうすれば……この人を笑顔にできるんだろうか……）

　彼女じゃなくても、友人に対しても、神殿の仲間たちに対してもだ。

　苦手意識をすぐには克服できない。それでもセレストは、懸命に言葉を探した。

「あなたは、俺の穢れを浄化できる唯一の器だ。俺の命と同様に……必要な人だ。だから……知らなくても問題ないなどと言ったことは、訂正する。言い方が悪かった……すまない」

「いえ……そんなに、気にしないでください。大丈夫ですから」

　この屋敷で、当然のようにセレストの帰宅を待ってくれている彼女。

　静かな食卓では、なにを話すでもなくにこにこと寄り添い、口下手なセレストの言葉を待っている。

（俺は……もっと、彼女を大切にしなければいけない……）

　強く掴みすぎていた腕を放すと、アリアはそこを気にしたようにそっと手を当ててさすった。

「……出かけないか」

「え？」

「明日、朝から」

　今までの人生で一度も、自分から女性を誘ったことなどない。気の利いた言い回しなどさっぱりだが、アリアの方を見ないままセレストは続けた。

「霊山の中腹にある花園が見頃だ。いくらか摘みたい。花びらには魔除けや浄化の力が宿る……必要だろう、あなたにも、俺にも」

「ああ、花びらを集める人手が必要なんですね」

「違う」

　セレストが言うと、アリアはぱちくりと瞬いた。

（違う、これはそういったものではなくて……！　ただ、あなたと一緒に過ごす時間を増やせたらと）

　今更取り繕っても遅いだろうか。言葉足らずな自分を呪いたくなった。

「わかりました。霊山ですね。では、そのように支度をいたします」

　セレストが迷っている間にも、アリアはさっと身だしなみを整え廊下に使用人を呼び、てきぱきと明日のスケジュールを決めてしまった。

（思っていた反応となにか違う気がするが……ひとまず誘うことはできたな）

　あとは、明日の自分次第だ。

　うまくやりたいという気負いを誤魔化し、セレストはこっそりため息をついた。




　翌日の天気はあいにくの花曇り。霊山の山頂付近は黒い雲が覆っていて、山の中腹に位置するこの花園からは残念ながら荘厳な世界樹の全容を見ることは出来ない。けれど、アリアに見せたかった花畑はちょうど花盛りを迎えている。

　足元に生い茂る青い花々。背が低く、手のひらより小さな花が集まって、辺り一面にみっしりと咲いている。

「スケッチブックを持ってくれば良かった！」

　午前の風がアリアの長い髪を揺らし、明るい春色のドレスの裾を舞い上げる。

　セレストはあとから歩いてアリアを追いかけた。横に並んだときに、自然と彼女の手を取る。

　互いに手袋をしているから触れる痛みはない。が、体温もわからないことはつまらなく思う。

「このお花、セレスト様の瞳の色ですね。いくらか部屋に飾れたらいいのに……でもこれは、花瓶に挿すより、ここにあるほうがいいのかも」

「ならば、土ごと持ち帰って、庭に植え替えるのはどうだろうか。この種は来年も咲く」

「素敵……そばに置いて時間を共にすれば、もっと愛着が湧きますね」

　アリアは花を踏まないようにとドレスの裾を集めて慎重にしゃがみ、足元の小さな花を大切そうに両手で包んで愛でた。

「これが魔除けの花なの？」

「ああ。霊山の日だまりに咲く花は、花弁が穢れを清めてくれると言われている」

「そう……美しいものには魔力が宿っているものね……。少し、いただきますね」

　指先で一つ二つと花弁を摘まんで、エプロンドレスの膝の上に載せている。セレストも隣にしゃがみ、両手に収まるくらいの花弁を集めた。

「ここからも、世界樹神殿が見えるんですね」

　ふと顔を上げて、アリアが言った。色素の薄い瞳が曇り空から射し込む日光を透かしてきらきらと輝いている。

「今日も白く美しいわ……神殿の清廉なたたずまいが、参拝者の信仰心を高めているんでしょうね。初めて神殿を見たときの心が洗われるような気持ちは、今も忘れられませんもの」

　神殿を眺める彼女の横顔は女神の肖像よりもはるかに神聖で、愛らしく見える。

「あのね……少女の頃ですけど、私、一人で祈りの間に行ったことがあるんですよ。セレスト様は……覚えていらっしゃらないかもしれないですけど」

　悪戯っぽく笑って、彼女は隣に座るセレストの顔をのぞき込んだ。

「『初めて』……？」

「いえ、いいんです。私が勝手に覚えているだけですから……。ただ、最近少し……欲張りになっちゃったみたい。セレスト様にも、知っていてほしくて」

　立ち上がったアリアは両手に集めた小さな花弁を鼻の近くに持って、香りを楽しんでいる。

「ああ、良い香り。さあ、このくらいで。あまりたくさんちぎってはかわいそうです。これはポプリにでもしましょうか」

「……むしろ、『初めて』を覚えていないのは、あなただと思うが」

　アリアは不思議そうにこちらを見下ろした。

「俺たちは『あの日』が初めましてではなかっただろう。それ以前に、あなたは神殿で俺に会ったことがあるのに」

「……え？」

　セレストも立ち上がり、彼女の両手を包んだ。手から花弁がはらはらとこぼれ落ちる。

「気が変わった。今から案内したい」

　セレストにはずっと、アリアに黙っていたことがあるのだ。





　＊＊＊






　二人は花園から馬車に乗って、世界樹神殿への参詣道を登った。アリアにとっても毎週通う見慣れた道のりであるが、今日はセレストと一緒だ。

　下界からは曇りと思われた霊山の山頂はぽっかりと雲が抜けていて、世界樹は夕陽に照らされ真っ赤に染まっている。参拝に訪れた者たちはとうに下山したはずで、神官たちの姿もほとんどない。

「あの、どこへ……？」

　セレストはいつもの降り場で馬車を降りたかと思えば、アリアの知っている道から逸れて、ずんずんと先を歩いて行ってしまう。目的地があるのだろう。

　ついていくと、どこからか花の香りがする。回廊を抜けると、拓けたところに出た。

「わぁ……！　すごい」

　一面の花畑だ。ピンク、白、赤、黄色──大小様々な花々が夕暮れに染まっている。風花が舞い、あたりは酔ってしまいそうなくらい濃密な花の香りに満ちている。

「あれ、セレスト？　それに王女殿下まで」

「ラス！」

　聞き覚えのある声は、ラスヴェートのものだった。花の世話をしていたのか、土に汚れたスコップの入った桶を抱えている。

「こんなところで会うなんて珍しいね。神殿になにか忘れ物ですか？」

「庭園に用だ。ラス、人払いを頼む」

「えーっ、今からー？　おい、セレスト！　ああもう、行っちゃったな。王女殿下、あいつ、なにがあったんです？」

　ラスの明るい髪をほのかな風が揺らして、怪訝そうに顰められた眉があらわになる。

「セレスト様が、案内したい場所があると……私たちは以前、神殿で会ったことがあるそうで。そこに行くつもりなのだと思うんですが」

「へぇ……？　初耳だなー？」

　ラスヴェートは遠ざかるセレストの背中をふたたび目で追った。夕暮れどき、大理石の床も柱も強いオレンジ色に支配されている。彼の横顔もなんだか感傷的に見えた。

「ふぅん……あいつでも、僕に話さないことがあるんだなー……」

「……？」

「ああ、いや。僕らってかなり小さい頃からの付き合いなんですけどね。浄化の儀式以外で彼とアリア王女が会ったことがあるなんて、聞いたことがなくて。けど、その様子ですと王女殿下自身も覚えがないんでしょう？」

「ええ……思い出そうとしているんですが、こんな素晴らしい光景に見覚えはありません」

　頭上にそびえる世界樹に守られるように咲く、数多の花々。背の高さも色も形もばらばらなのに、不思議と乱雑には見えない。

「ここは世界樹庭園ですよ。住み込みの神官以外は入ってこられない場所ですから、当然かと」

（そんな場所に入ったことなんてあったかしら……？）

　こんなに印象的な場所なら、記憶に残っていてもおかしくなさそうなのだけど。

「王女殿下が神殿にいらっしゃるときはいつもそばに案内役がおりますもんねえ。迷われることなんてないでしょうに」

　二人は顔を見合わせて首を傾げた。

　ラスヴェートに「いってらっしゃい」と促され、アリアは急いでセレストのあとを追いかけた。

　先に歩いて行った彼は、庭園と神殿とを繋ぐ回廊のそばにひっそりと建つ木造小屋の前に立って待っていた。

「──ここだ」

　扉を片手で押して開ける。鍵はかかっていないらしい。

　木製小屋の中は見た目どおりの狭さで、大人が使うには背の低い椅子とテーブルの一組が置いてあるだけの物寂しい小屋だ。背の高いセレストと、ドレスを着たアリアが入ればいっぱいになってしまう。

　テーブルの天板はうっすらと土埃を被っているが、小屋全体に不潔な感じはない。入り口扉についた採光窓はガラスがはめこまれておらず、常に庭の花の香りが小屋の中に満ちているからかもしれない。

「ここは俺が昔、隠れ家として使っていた小屋だ」

「昔？　小さい頃に……？」

　子ども用だとすれば納得のサイズ感だ。セレストは頷き、木製椅子の背もたれに手を置いて、うっすらかぶった土埃をやさしくはらった。

「もともとは庭仕事用の物置だったところを、勝手に改造した。ちょうど良かったから」

「ちょうど良いって、なにに？」

「祈りの間から近いだろう……つまり、避難用だった」

　木製小屋の天井はセレストの身長より低いから、彼は俯きがちに喋っている。長い銀の髪が横顔を隠して、アリアから彼の表情はよく見えない。

「世界樹の浄化には痛みを伴うという話をしたが。就任当時は今よりももっと不出来だったから、浄化のあとに部屋まで歩くことができず……動けるようになるまでここで休息をとることにしていた」

「ここに……一人で？」

「神官の私室は共同だから。ああ見えてラスは気をつかう性格だし……年上の神官のなかには、俺が大げさに苦しんで浄化の能力を見せびらかしていると言う者もいたしな」

「そんな……、……そんな、ことって！」

（世界樹の浄化は重要なお役目なのに。だけどそのせいでセレスト様は、一人で苦しまなくてはいけなかった……？）

　少年がこの机に突っ伏して苦しんでいる姿が目に浮かんで、アリアは悲痛に顔をゆがませた。

（なんとお声をかけたらいいの……おつとめを続けられたことへ感謝の気持ちを？　過去の彼に慰めを？　どちらも違う気がする……彼はとうに覚悟を決めて今までやって来られたんだから、私が今さらなにを言ったって……）

　あれほど心酔していた浄化の儀式も、秘められていた彼の経験を知ってしまえば、美しく尊いだけのものには思えなくなってしまう。

「……世界樹庭園は、王国の鏡だ」

　セレストは開かれたままの扉の向こうの、夕暮れに染まる庭園を眩しそうに見つめた。

「あのころの世界樹庭園は、ほとんど花が咲いていなかった。冬の荒野のように不毛で、薄暗い庭だった。俺が役目を果たせないばっかりに、民らの生活にも不便を強いただろう。ふがいないばかりだ」

「そんなことは、決して！」

　アリアが一歩踏み出せば、セレストは目を見開いた。

「今、こんなに美しく咲き誇っているではありませんか……！　セレスト様のおかげです」

「俺の働きだけではない。あなたのお父上、お母上……なにより人々の強さのおかげだ」

「だが」とセレストは静かに続けた。

「礼を言う。……あの日も同様に、あなたに励まされた。あなたは覚えていないようだが」

「あの日……？」

　セレストが言うには、雪の日だったらしい。

　降りしきる雪で道に迷った一人の少女が、この小屋の扉を開けたんだ、と。




『わっ！　人がいた』

　小屋の扉を開けるなり、少女は目を丸くした。

　毛皮のあたたかそうな帽子をかぶり、もこもこしたマフラーと丈の長いケープコートを羽織って、それから両手を包むミトンに、足元は革のブーツを履いている。

　一目で裕福な家の子どもだとわかる装いの少女だ。

『失礼してもいいかしら……、吹雪いてきちゃって……霊山のてっぺんってこんなに寒いのね……。あなた、そんな薄着で寒くないの？』

　セレストはまだ慣れない浄化の儀式のあと、重い身体をひきずってなんとかこの小屋にたどり着いたところだった。暖房魔道具ヒーターのない木製小屋のなかは外気温とさほど変わらない。

　はらはらと粉雪が舞うほど冷え込んでいたが、そんなことよりも目眩と吐き気と倦怠感のほうがずっとひどかったのだ。

『顔色がお悪いわ。だいじょうぶ？　人を呼んだほうがいいかしら……でも私、じつは迷子で……ごめんなさい、なにかお役に立てたらいいのだけど……』

　少女は意識朦朧と机に突っ伏しているセレストのそばに来ると、隣にしゃがんだ。

『ふるえてる……寒いのでしょう？　これを』

　少女は自分の首元に巻いてある柔らかいマフラーを解いてセレストの肩にかけると、そのまま彼の背を撫ではじめた。

『眠ってはだめよ、寒い中眠ると死んでしまうのよ。いけないわ、起きて、神官様』

　相手をする気力も体力も無かったセレストは、目を閉じて黙っていた。高貴な少女のようだからそのうち迎えが来るだろう。来なかった場合のことは考えたくない。

『困ったわ、どうしよう……。ええと、お熱は……？』

　かいがいしく背を撫でていた手が、ミトンを外して素手でセレストの額に触れた。そのとたん。

『いたっ！　……って、あれ？　変なの……なんか、ぱちぱちするわ』

　少女が触れたところから、気怠さが吸い取られて行くようだった。セレストはとっさに小さな手を取って己の頬に当てた。

（なんだこれは……頭痛と目眩が吸い取られていく……？）

　それから、あたたかい。セレストの額すら覆いきれないくらい小さな手であるのに、神殿の誰とも違う不思議な力を秘めているらしい。

『心地よいのですか』

　少女はセレストの無礼を一切責めることなく、慈しみすら感じる声をかけてくれる。

『おつかれなのですね。きっとあなたは、なにかをがんばっている人なのですね……よしよし』

　年下の少女のままごとのような愛が、やたらとセレストの胸に沁みた。

　そのまま眠るように意識を失ったセレストは、ずいぶんあとになって、その少女がシャドレアの王女アリアだと知ったのだ──。




（──思い出した……あの、男の子……）

　初めて神殿に来たのは、七つやそこらだったはずだ。わけもわからず両親に連れられて、静かにしていなくちゃいけなくて、退屈だったことを思い出した。王都では珍しい雪を追いかけて、世界樹庭園に迷い込んだのだ。

　そして二人は数年後、再会することになった。

「母君のために祈りの間に来たあなたは、弟の誕生を祝えない、と、暗い顔をしていたな。もちろんあのときのことだって、忘れていない。成長したあなたに会えたことに浮かれて、祈りの祭事だというのにいつもより喋ってしまったことも覚えている」

　アリアは、あの日がセレストとの出会いだと認識していたのだが、実際はもっと以前に二人は出会っていたのだ。

「私のほうこそ、忘れていたんですね……」

「無理もない。あなたの背がこの低い机と同じくらいの高さだった頃の話だ」

　目元をやわらげ、セレストは懐かしそうに言った。

「あのときあなたの手に触れて、浄化された感覚が忘れられなかった。少女の正体がまさか王女殿下とは思っていなかったが……世界樹が、縁を繋いでくれたのだと思っている」

　セレストが先に小屋を出る。夕暮れの花園に満ちる甘い花の香りを深く吸い込んだ彼は、どこかすっきりとした表情をしている。

「あなたが思っている以上に、俺にとってあなたは密かな支えだったんだ。毎週の祈りの時間がただの苦痛から俺自身の誇りに変わったのは、あなたが毎週欠かさず神殿に来て、浄化の儀式を見守っていてくれたからだと思っている」

「そ、それは……！　私の方こそ……っ」

　身体が震えるほど光栄で、感激して、言葉にならなかった。

「私の方こそ……セレスト様のお姿を見るのが、心の慰めで……、あなたの前に立って恥ずかしくないようになりたいと、まるで道しるべのようで」

　いつでも思い出せるようにと絵を描くほど、胸のなかにあった。

「うれしいです。私にも返せたことがあって。浄化の力のことだってはじめは驚きましたが……光栄に、思っております。私で良かったと……。他の人には、任せたくないから……、って、ああ……！」

「そうか」

　セレストの手が頬に触れるのを、アリアは夢見心地のまま受け入れた。

　指先が触れた瞬間に走る、ぴりりとした痛み。彼の穢れを受け取るのがアリアの役目だ。もう慣れた刺激で、この痛みを愛おしく思う。自分が彼の命の一部分になっているのではと、今日で少しうぬぼれた。

「セレスト様、私、もっと頑張りますから……だから」

　もう少しそばにいてもいいかと訊ねたかったができなかった。

　その代わり、彼が身を屈めたせいで近くなった美貌を凝視する。

「もしあなたに浄化の力が無かったとしても俺は、あなたを妻にしたいと、いずれ願い出ていたと思う。いや……その勇気は、なかったかな……」

　夕陽を背にした佳人の美貌に見とれているうちに、頬にあった手は背中に回され、彼にふわりと抱きしめられた。

「えっ？　えっ……あの？」

「嫌ではないと、言って欲しい」

「言って欲しいって……一体どういう……」

　セレストの両手が肩に乗る。え、と思っているウチに、額にぴりっとした痛みが走った。触れたのは、彼の唇だった。

「え……？」

　キスされた。

「どっ、ど、どうして……え、なに、どうして」

　まるで恋人にするような優しさで。

「説明はするから、嫌ではないと、先におっしゃい」

「ぜんぜんわかりません！　どういうことなんですかぁ」

　真っ赤になってしまっただろう顔を見られたくなくて、アリアは額を押さえて俯いた。セレストはその顔をのぞきこむように身を屈めてくる。

「口付けがしたい、あなたに」

　アリアはひゅっと息をのんで、動けなくなった。心臓だって止まっていたかもしれない。

「な……、な、なんで……？」

「したいと思ったからだ」

　答えになっていない。肝心な理由はうまくはぐらかされている。

「あなたが嫌悪を感じるのならしないから」

　本当にやめてしまいそうな様子だったので、慌てて彼の服を握った。

「嫌なんて……思うはずありません……」

「そうか」

　肩に置かれた手に力が入ったのがわかる。これでもう逃げられない。

（浄化のため、なのよね？　でもそれなら、わざわざキスじゃなくてもいい。セレスト様は、したいと思って、キスを……）

　どくどくと激しく鳴る心臓の音が彼に聞こえているかもしれないと、ちらりと上目で窺えば、セレストは優しい顔つきをしていた。

（ううっ……素敵……）

　さっきから、あまりに甘い表情ばかり見せられている。どうしてしまったのだろう。期待して、そわそわする。

「唇同士では……痛むかもしれないが」

「大丈夫、です」

　互いの吐息が混じり合う距離にいる。

　目を閉じることも忘れて、触れる瞬間まで美しい顔を見つめていた。

　たしかにぴりりと痛む。長く続けば腫れてしまうかもしれないが、舌を絡ませての口付けならば痛みはない。

　息を奪い合うほどのキス。寝台の上で、浄化のためにするキスとなにかが違う。

「……愛している、アリア」

　セレストの胸元をぎゅっと掴んだ。

「魂の片割れ、比翼の鳥、永遠の伴侶として、俺を選んでほしい」

　結婚式のときに、女神に誓う文言だ。とても自分たちらしい気がする。

　うれしいと答えようとする唇を、またキスで塞がれる。いつまでたっても離れてくれなくて、とんとんと彼の胸を叩いて合図した。

「私の答えを聞いてくださらないの……？」

「断られたら嫌だから、聞かない」

「もう。そんなこと言うわけないです」

　鼻先が触れあうほど顔を近づけ、二人は囁き合った。

「ねえ、いつから……？　いつから、好きでいてくれたの？」

「さぁ……きっと、はじめからだったんだろう」

「はじめって？　お城に求婚に来てくれたとき？　でもあのときのセレスト様、とーっても、不機嫌そうだった。忘れていませんよ、私は」

「まだ、無自覚だったんだ。好きなのに、まだ好きだと気づいていない女性に、抱きたいと申し出に行かねばならなかったのだから……。はぁ、今思い出しても尋常じゃなく緊張した。許してほしい」

「ふふふ……そうね、頑張ってくださったのね」

　頬に両手を添え、額を合わせ、誓う。

「私も、愛しています。セレスト様」

「ふ……ならば、これからも『推し』てくれるのか？」

　アリアは顔をくしゃっとして、あははと笑った。

「そうですよ！　でも、それ以上に。身も心も、あなたを想い、支えます」

「互いに」

　まるで二人だけの結婚式だ。周囲の花々がざわざわと風に揺れる音が、祝福の拍手のかわり。

「……帰ろう。冷えてきた」

　手を取り合って、出会いの庭をあとにする。

　真っ赤な夕暮れを背に受けて、アリアは初めて彼との未来を考えた。

　明日も晴れたら、花を植えよう。

　雨が降ったら、部屋でお話しを。




　喜びを分かち合い、痛みを半分こに。

　光に目がくらめば抱きしめて、闇に迷えば、探しに行こう──。







　想いを伝えあって、その夜。

　いつもどおり二人で食卓を囲み、身を清め、寝室へ向かうとき。

　寝室前の廊下の窓から、アリアは世界樹を眺めていた。ちょうど、儚く明滅する光球が夜空に放たれ、風に乗って浮遊しているところ。幻想的な眺めを、以前とは少し違う気持ちで見守っていた。

（魔力の光球──あの美しい光は、セレスト様の痛みあってのもの。たしかに世界樹はシャドレアに欠かせない存在だけど……一人で背負うにはあまりにも──）

「アリア」

　穏やかな声に呼ばれて振り返る。

「こちらへ来ないか」

　夜着一枚で廊下に出てきたセレストが、手招きする。

「俺の部屋だ。入ったことがなかっただろう」

　セレストの私室は夫婦の寝室の隣にある。その隣がアリアの衣装室と私室だ。たしかに入ったことはないけれど。

「どうして？」

「なんとなくだ。見せておきたいと思って」

　彼の手でドアが開かれる。

　くるりと見回す部屋の中はいたってシンプルだった。

　深緑の厚いカーテン、同色の生地で植物模様の絨毯。大きな窓を背にした書き物机がこの部屋の中心的存在で、ペン立てにインクと開いたままの帳面が置いてあって生活感がある。壁にはセレストの身長と同じくらい高い本棚があって、ぎっしりと本が詰まっている。天蓋付きの寝台は一人分の大きさだ。

「あなたが屋敷に来る前は、週に一、二度帰って寝て起きるだけの部屋だった。これを見れば俺がなにもない男だとわかるだろう。部屋にも表れている。面白みがない」

「そんなことはありません。私の部屋とは家具も雰囲気も違うけれど、セレスト様が過ごしやすいお部屋になっていると思います。私、好きですよ」

　格調高く気品があって落ち着いた雰囲気が彼らしい。なにより、セレストの匂いがする。

　アリアははしゃぐ弟ラセットがするみたいに、えいっと寝台に飛び込んだ。

「ふふふ……ほら、セレスト様の匂いがします……。とっても、落ち着く」

　仰向けになってシーツの上でうっとりと目を閉じる。彼に包まれて寝ているときと同じだ。

　衣擦れの音がしたと思ったら、両腕を掴まれ仰向けに押さえつけられた。すぐ、まぶたに口付けが降ってくる。ぴりりと痛む、浄化の刺激。

　頬に、口の端に。

　唇を食まれる感覚といったら、脳天から痺れるような甘さだ。

　セレストの唇は息継ぎのために離れるだけで、やわやわと触れ続けている。

　もしかして今夜は、この寝台でするのだろうか。彼の匂いに包まれて。

　想像するだけで腹の奥がきゅんと切ない。

「待って……、セレスト様、あかりを」

「いやだ」

「いやだって、そんな、子どもみたいに……ん、あっ、さわっちゃだめ……」

　ガウンの中に侵入してきた手は腿を撫で、合わせ目を開いた。初夏用のワンピースタイプの夜着は生地が薄くて、下着をつけていないアリアのつんと立った乳首の位置がわかってしまう。

　セレストは布の上から乳首を挟んでこねた。先端をかりかりと搔いたり、指の先でこすられたり。

「あ……、んっ……そこ、だめ……」

　もどかしいくらいの力で延々と先端ばかりをいじられている。

（やっぱり、えっち、するんだ……ここで……セレスト様の寝台で、抱かれちゃうんだぁ……）

　私室の寝台を許されるなんて、まるで本当の、妻のよう。

「あっ……、あ……っ、はぁんっ……！」

　気持ちよさにびくびくと身体が跳ねても、セレストの手が止まることはない。

　むしろ今夜は、時間をかけて丁寧に身体をしつけられている気がする。この調子では、胸をいじられるだけで果ててしまいそうだ。

「まって……、するなら、ちゃんと触って……」

　もどかしさに耐えきれず、みずからガウンを寝台の下に落として夜着の胸元のリボンを解いた。つんと天井を向いてこぼれた乳房を、すかさずセレストが食んで吸った。

「あぁんっ」

　ちゅくちゅくと舌で愛撫されるのは好きだし、気持ちが良い。一晩中、ずっとこのまま攻められてもかまわない。彼はいつもアリアの気持ちいいところを丁寧に愛してくれる。きっと今夜も──。

　期待に胸を震わせていたのに、すっと彼の体温が離れていった。

「あ……セレスト様……？」

　セレストは神妙な表情で、アリアの頭を優しく包むように髪を撫でた。

「アリア。今夜は、浄化の神官と器ではなく、普通の夫婦のように抱きたい」

「普通の……？」

「そう。あなたが子を孕むための性交がしたい」

　そう言って、アリアの下腹あたりを視線でなぞった。

「本気の性交だ」

「ほんき、の……？」

　アリアはごくりと生唾を飲み込んだ。

「まず俺が、三度射精する……。そうすれば、浄化の痛みを気にしない性交ができるから。それまであなたはなるべく達するのを我慢するんだ。体力を残しておいてほしい」

「が、我慢を……。わかりました……。セレスト様の準備ができるまで、果てないようにしたらいいんですね……？」

「そう。できる？」

　赤くなっているだろう頬を両手で隠して、こくこくと頷いた。

　ただでさえ毎晩熱烈なセレストの本気とは、どんなだろう。むちゃくちゃにされる想像でいっぱいで、すでにおなかの奥がきゅんきゅんと切ない。

「はい……頑張ります」

「ん……。では一度目は……あなたに触れずに、出そうと思う」

「触らず……？　どうやって……？」

「自分で果てる。そのために、あなたのいやらしい姿が見たい」

　セレストが乗り上げて、一人用の寝台が二人分の重さで沈む。

「目で楽しませて欲しい。だめだろうか？」

　挿入するときみたいに上から迫る体勢で、セレストが懇願してくる。端麗な顔立ちは相変わらずだが、瑠璃色の瞳の奥に劣情が透けて見える。この目で見つめられるだけでも、身体はぞくぞくと熱を帯びる。

（私のいやらしい姿が見たいの……？　裸を見て、果てたいの……？）

　セレストが興奮しそうなポーズが、すぐには思いつかない。ひとまず、胸を持ち上げて強調してみる。

「こう、ですか……？」

「吸い付きたくなるな……きれいな乳首だ」

　セレストはそう言うと、自身の夜着の中に手を入れて下半身をごそごそとやっている。

「もう少し……こちらも、見せて欲しい」

「きゃっ!?」

　夜着の裾を摘まんで膝の上までめくられる。慌てて手で制すると、セレストはアリアの耳元で「下着を脱いで」と囁いた。

「脚を開いて……そこを見せて欲しい」

（じっ、自分で脱ぐの……!?　は、は、恥ずかしい……！）

　いつもは、愛撫のさなかにセレストが脱がせてくれていた。ほとんど乱れて羞恥も感じないくらいだったのに……今は、まだ正気だ。

　ごくんと生唾を飲み、下着に指をかけた。もじもじとするアリアの一挙手一投足をセレストが眺め見ている。

　レースの下着を、腰から徐々に下げおろしていくと、秘部を隠す薄くやわらかな茂みがあらわになる。ちらりとセレストを窺えば、彼は先を促すかのようにじっと見つめてくる。

（ああ……、見られちゃう……私の……大事なところ……）

　さらに膝まで下ろしたところで、手が止まった。

「あ……セレスト、さま……」

　彼も、見せてくれている。夜着の裾を唇で食んで上げて、勃起した熱を手で支えている。やはり彼は自慰で達するつもりなのだ。

（おっきくて……びくびくしてる……）

　つい、そちらに手が伸びそうになる。けれど彼が三度果てるまでは許されないのだ。

（はやく……はやく触りたい。私も触って欲しいよぉ……）

　アリアは下着を足の指先で搔いて脱ぎ、彼の前に膝を開いた。

「どうぞ、見てください……ここに、はやく入ってきて……」

　裸でいるのに触ってもらえない。キスもできない。もどかしさに濡れた蜜口が、彼を求めて疼いている。

　セレストは夜着を咥えたまま、ふぅと熱い息を吐いた。熱棒を慰める手の動きが激しくなる。

（ああ、セレスト様……おなか、切ない……はやくぐちゃぐちゃにしてほしい……）

　熱っぽく溶けた瑠璃の瞳と視線が交わる。欲情する彼の表情を見るだけで、アリアの身体に稲妻が走った。

（がまん、できないよぉっ……セレスト様ぁっ……）

　自分の蜜に指を這わせる。彼には触れられないけれど、彼がしているみたいに自慰はできる。せめて自分の指をセレストの指だと思えば──。

「セレスト様の……はやくほしい……ここに、入れて……ぐちゅぐちゅにされたい」

　自分の指じゃ気持ち良くなれない。彼の、長くて節の目立つ男らしい指で蹂躙されたい。

「あん……、はぁっ……さわってほしいよぉ……っ」

「ふぅっ……、う……っ」

「ここ、セレスト様のための場所でしょう……？　待ってる……おっきいの、はやくほしい……」

「うっ、……くっ……」

　セレストは身を折りアリアに覆い被さると、こめかみに唇を寄せて唸った。

「は……、くっ……」

「イって……セレスト様……きて」

「あ、あぁ……っ」

　熱いしぶきを腹の上に感じる。セレストはため息とともに身体の力を緩めた。

（あ……、これで、一回目……）

　彼は夜着を一気に脱いで、アリアの腹の上に吐き出したものを丁寧に拭ってくれた。ついでとばかりにアリアの夜着も脱がされ、お互い裸になった。

　セレストの額や胸のあたりにもしっとりと汗が滲んでいる。長い銀髪をわずらわしそうに背中に払い、再びアリアの上に覆い被さった。

「自分で言い出したことだが……入れられないというのは、なかなかつらいな……」

「ええ……でも、これはこれで悪くないかもしれません……」

　いつもは散々乱されてしまうので、アリアが行為中のセレストをまじまじと見る余裕があるのはめずらしい。知的で品のある彼の色っぽく悶えている表情にはぐっとくるものがある。いくらでも見たいし、そのためには恥ずかしくて大胆なこともしてみたい。

「ね……、今度は私が、お口で食べちゃだめ？」

「だめだ。まだ早い」

「むぅ……我慢したのに……」

　身体のあちこちがもどかしさに熱を持っている。胸の先端も、股の間もじくじくと熱い。

「我慢するのはつらいか……？」

　くちゅくちゅと自分の指で慰めていると、セレストが気遣わしげに顔を覗き込んでくる。アリアはこくんと素直に頷いた。

「痛みをひとつも与えたくないんだ……、だが……」

　セレストはぐっと口を引き結んで視線をさまよわせた。

「だが、そうだな。……舌でなら……、愛撫してもいいだろうか……」

「私のを……な、舐めるってこと？」

「そうだ。嫌か？」

　嫌なはずがない。彼からの愛撫を期待して、下腹がきゅんと疼いた。

「してほしい、です……。イくの、がまんしますから……」

「わかった」

　閉じていた膝を開くのには勇気がいった。恥じらいながらも欲が勝って、おずおず秘部をさらすと、セレストがゆっくりとそこに頭を埋めた。

「あ……、あ、あぁんっ」

　彼の舌はねっとりと蜜を舐めとるように動いた。生暖かい生き物が絡みついてくるような、逃げられない快感に攻め立てられる。

「あっ、あっ、あ……あっ……あーっ」

　花芽にちゅっと吸い付かれたときは、腰が浮いた。

（だめ、私は、イっちゃだめ……っ！　だめだからぁっ……！）

　これでは我慢勝負だ。しかもアリアは、すぐにでも負けてしまいたいと思っている。勝手に腰が揺れてしまうし、涙がにじんでくる。

　胸の先端がうずうずして耐えきれず、自分の指で摘まんだ。

「はぁんっ」

「こら……。いけない、果てては……。俺が、先でないと」

「あ、ん……ごめんなさい……、はぁっ……あぁん……」

　耐えず襲ってくる快感から逃れようと、ぎゅっとシーツを握って耐えた。

「かわいい……つらいな、はやくイかせてやりたい……待っていろ……すぐに……」

　セレストは再び自らの勃起に刺激を与えはじめた。もちろん、アリアを舌で攻めることもやめない。

（私のものを、舐めながら果てるのっ……？　なんていやらしい……！）

「は、あぁ……！」

　イくなと言うのに、セレストは快感から逃がしてくれない。舌はついに蜜口に侵入しようとしてくる。がくがくと腰が揺れる。なかに、先端が入ってくる。

「ああっ、もう、もう、むりぃ……！」

　達してしまいたいとのけぞったとき、すっと彼の口が離れていった。

「はぁっ……はぁっ……！　もぅ……！」

「ん……はぁ……これで、二度め、だ」

　セレストは白く汚れた自分の手を見下ろして、はぁと熱い息を吐いた。

　二度果てても、セレストの熱が萎えることはない。

　アリアは寝台に横たわったまま、達しそうでできなかったもどかしさに身を震わせた。セレストが後始末をしているあいだになるべく息を整えようと、膝を寄せて身を縮める。

（まだ、もう一回分……）

　なんとかして、彼を果てさせたい。寝台に戻ってきたセレストは髪をかきあげ、気怠げな色気を纏っている。アリアはおずおずと両腕を伸ばした。

「今度は……、抱きしめてもらっても、いいですか？」

「ああ……少し穢れが薄れたから……」

「キスも、いいでしょう……？」

　セレストが覆い被さってきて、ぎしりと寝台が鳴る。両腕を彼の首に回し、お互いをむさぼり合うような深い口付けを交わす。口を開けば絡みついてくる、セレストの舌。

「んんっ……はぁっ」

「ん……触りたい……アリア……」

　言うや否や、セレストの両手はアリアの尻を包んで揉んだ。しばらくそうしたのち、機嫌を窺うようにするすると背中を下から上へと撫でてきた。

　くすぐったさがたまらず、アリアは背をしならせた。

「あん……だい、じょうぶ……がまん、できますから……触って」

「もっと」とねだれば、セレストの両手はアリアの乳房を大胆に包んだ。

　しゅわしゅわと泡が弾けるようなやさしい刺激ののち、彼の手のひらの温度を感じる。つんと立っていた乳首を手のひらで擦られるのが気持ちよくて、身体を丸めてしまう。

「あぅ……、それ、いい……っ」

（我慢したら入れてもらえるっ……本気のセレスト様に、いっぱい、愛してもらえるからっ……）

「……この部屋には鏡があるんだ」

　声に意地悪な響きがまじっている。

「な、なぁに？　すぐそこの、姿見のこと？　……それがなにか」

　セレストはアリアを抱き起こし、ちょうど姿見に映るようにアリアを前に座らせ、背中側から抱いた。

「これで、見えるか？」

「あ……！」

　セレストの手がアリアの内腿を支えて、鏡に向かって股を開かせる。そのまま内腿をさすって、秘部をなぞった。

「いやっ、これ、映って……！」

「どうなっている？」

　アリアはいやいやと首を振った。答えられるはずがない。

　首を傾げて意地悪く微笑むセレストも、顔を赤くしつつも鏡から目を離せないアリアも、いやらしいところをずっと擦り続ける指も、全部が見えている。

「あっ!?　ゆ、指が……、……あぁ……」

　いつもなら目をつむって耐えている刺激を見せつけられている。セレストの形の良い指先は、アリアの許しを得るようにとんとんと花芽をノックして遊んでいる。

「ひうっ……や、だめ……」

「たくさん濡れている。もう、すぐにでも入ってしまうだろう」

　耳に注がれる吐息混じりの声はただでさえ色っぽいのに、今はそれがどんな表情でささやかれているかも見えてしまう。美しい人は目を細めて、愛しげに鏡の中のアリアを見つめている。

「ほら……、入っていく」

　長い指がゆっくりと埋め込まれていく。鏡で他人の情事を盗み見ているような罪悪感と興奮があるのに、同時に肉体的な快感までもがアリアを襲う。

「あっ、あぁ……っ、……指が……、なかに……！　はぅ……や、動かしちゃ……」

　背後から抱きしめているセレストの両腕にしがみついて、腰を揺らしてしまう。それも全部、自分で見えている。指はゆっくりと出入りを繰り返す。中指だ。長いけれど、奥のもどかしいところには届かない。太さだって足りない。

　──イきたい。もっと太くて大きなもので、突いてほしい。

　いつもなら快感を追ってすぐにそこへと駆け上ることができるのに、今夜は我慢しなければいけない。お尻に力が入って、彼の指を締めつけてしまう。

　どうしようもなくて悶えていると、鏡の中のセレストがくすりと笑ったのがわかる。

「我慢するんだ……。そういう約束だろう」

「う……うぅ……、きもち、よくて……でも、足りなくて……」

「ふ……そうだな。俺も足りない」

「あぁっ……！」

　ずるんと中指が引き抜かれる感覚がよくて、のけぞって身体が震えた。すでになにをされても、甘ったるい声で喘いでしまうくらいには限界だ。

「次は、膝をついて、尻を出して……腿をなるべく閉じて。この隙間を後ろから突くから」

　体勢は変わって四つん這いにされても、変わらず鏡にアリアの痴態が映されている。

　セレストは後ろから挿入するみたいに膝立ちになって、アリアの腰を両手で掴んだ。

「まだ入れないから……感じていて」

「は、い……、んぁっ……！」

　アリアの内股の間をぬるぬると滑っているのが、彼の勃起した熱だ。たしかに挿入はされていない。けれど、一番敏感なところを熱くて太いもので擦られている。

「う、あ、こすれるっ、……っ、これ、きもちいい……っ」

「よく滑る……あなたのなかに、入れているみたいだ……、ん……っ」

　ぬちゃぬちゃと水音が響く。快感に耐えられなくなったアリアは腕にも上半身にも力が入らず、シーツに額を埋めて顔を伏せた。ほとんど、腰を掴むセレストの力に支えられている。

　彼の腰つきはますます荒っぽくなって、力任せに打ち付けられているのがわかる。

「いいっ、きもちいい……っ、うぅっ、……イきたい、せれすとさま……っ、これ、だめぇ……！」

　もう耐えられない。歯が浮くような快感に襲われて、シーツから顔を上げる。

　目に飛び込んできたのは、鏡に映る二人の姿。大きく揺れる自分の乳房。夢中で腰を打ち付けるセレストの切なげな表情──。

（はやく、はやく……！）

「出してぇっ、せれすとさま……！　んぁっ、はぁっ……！」

　ばちんばちんと肌と肌がぶつかる音がする。大きな打ち付けのあと、セレストの手指がアリアの腰を強く掴んで身体を折った。

「くっ……、ぁ……っ」

　震える吐息を首筋に感じる。

（これで、三回、め……♡）

　やっと、やっとだ。これでやっと、抱いてもらえる。

　寝台に力無く横たわったアリアは、セレストの抱擁を求めて両腕を差し出した。

　けれど彼は、ふわりと笑って抱擁を躱した。かわりに、アリアの肩に彼の指先が触れる。

「え……？　あの、まだ……？」

　くすぐったさすら感じる柔らかな愛撫で、肌をなぞられていく。

「ま、待って、セレストさま……いま、こんなにゆっくり……触られた、ら……っ！」

　ぞくぞくっと背筋を這い上がる快感に、全身がぶわりと粟立った。

「や……っ、くすぐった……っ、ああ……っ」

　首、鎖骨、肩、二の腕……手の甲、そして下腹に、太もも。身体の輪郭をたしかめるかのように優しく優しくなぞられる。つんと上を向いた乳首にも彼の人差し指が置かれて、くるりと撫でられた。

「あっ、やだ、やだやだぁ……っ、イッ……！　イく、いっちゃう……！」

　セレストは悶えて身をよじるアリアをじっと見下ろしている。

（まだだめっ……イッちゃだめだからぁっ……！）

　ちゃんと、我慢していたのに。

　セレストはくるりくるりと撫でていた乳首を解放すると、今度は豊かな髪を耳にかけながら頭を垂れ、胸の頂を口に含んだ。

「あぁぁッ！」

　ちゅうっと吸われた刺激で、ついに達してしまった。

　長く我慢して焦らされた分だけ絶頂の快感は甘美だ。足の爪先までぴんと力が入って、身体が痙攣する。

「んぁぁ……ッ、はッ……はぁっ……」

「ふ……ダメだと言ったのに」

　絶頂の余韻でびくびくと身体を震わせるアリアの乳首を執拗に食みながら、「可愛いな」とセレストは独り言つ。

「欲しいのか、俺の精が」

　アリアは口を押さえて、こくこくと頷いた。蜜口を彼の熱棒で擦ってほしくて、足で踏ん張って腰を持ち上げた。

「はや、く……ここに……」

「俺のものが、ここまで入る。わかるか」

　アリアの腹をそっと指先でなぞって、セレストはうっとりと目を細めた。

　想像するだけで下腹の奥がじんじんと熱く疼く。脚を開いて彼の前に晒したそこはとうに熱く溶けている。

「ぅん、うん……！　はやく……はやく……っ！」

「ん……ここか……熱いな」

　セレストはアリアの両膝を押さえて大きく開かせて、一気に自身を押し込んだ。

「ぁ、あ、あ、あーっ！」

　散々焦らされた身体が、楔の体積に喜んで腰が跳ねる。待ち望んでいた熱。アリアの膣が、少しの快感すら逃さないとばかりに彼の動きに敏感になっている。

「入っ、たぁ……ぁんっ、きもちいいっ……腰、動いちゃう、とまんない、奥、きもちいいっ」

　セレストの熱棒はアリアの隘路をみっちりと満たし、さらには子宮口までこじ開けようとするかのようにぐいぐいと最奥を突いてくる。

（奥、ごりごりって押されてる……っ！　セレストさまとっ、本気の子作りっ、してる……っ）

　愛しさで胸がいっぱいになると、下腹が締まるらしい。

「待て……、アリア……っ、そんなに、締めたら」

　なにを言われても、もう我慢はできなかった。目の奥でちかちかと光が弾けて、背がしなり、セレストの身体を持ち上げるくらい身体に力が入る。

「あ、あ、あぁーっ……！」

「う……っ、……なかの、痙攣がすごいな……搾り取ろうとしているみたい、だ……」

　まだ、胎内にセレストがいる。ちょっとでも動かれると、達したばかりの身体がつらい。「うぅん」と喘いで、身をよじった。

「でもまだ、大丈夫だろう？」

　セレストは言うなり、繋がったままのアリアをうつ伏せに転がした。

　背後から両手首が引っ張られて、顔を上げさせられる。まだ息が整わないのに容赦がない。

　こんな体勢では少しも快楽から逃げられない。それがいい。後ろから奥をがつがつと穿たれ、激しく求められている自分自身にも酔ってしまう。

「ああぁッ……！　はぁっ、ああっ」

　ちらりと横目に窺った鏡には、乱れ髪で背をしならせる自分と、それを力尽くで犯しているセレストの姿が映っている。ずんと突かれるたびに乳房が揺れるのもひどくいやらしい。非日常的で、倒錯的で、すごくいい。

（だめ、こんなの見たら……っ、また、イっちゃう……！）

　ぎゅっと目をつぶる。そうするとセレストの吐息や、シーツから香る彼の匂いをますます強く感じてしまって、思考がどろどろに溶けてしまう。

「やぁ……はぁっ……はぁ……っ、ん……も、疲れたぁ……」

「でも気持ちがいい」

　背中側から聞こえるセレストの声は、笑みの響きをしている。

「浄化のためじゃない、あなたをイかせるための性交だ……楽しいな」

「あんっ、待って、突きながらおっぱい……っ、だめ、またイっちゃう、イっちゃうからっ……、あ～っ……！」

　顎ががくがくと震える。こめかみを滑り落ちた汗がぽつぽつとシーツに染みをつくる。

　アリアが達しても、セレストはまだじゅぶじゅぶと音を立てながら名残惜しげに胎内を味わっている。

「まだ、イけるか？　……聞こえていないか……」

　聞こえているけれど、返事はできない。ぐったりとシーツに身を伏せるアリアの背中にぴったりと肌をつけ、セレストは甘えた声で囁いた。

「アリア……一緒にイきたい」

　向かい合わせにされて、再びぴったりと抱きしめられる。

　彼も、自分も、同じくらい熱くて、汗ばんでいる。

　額が合わさって、瑠璃の瞳が熱っぽく懇願してくる。

「一緒に」

「ぅん……、うんっ……あぁっ、あ、あぁーっ……」

　胎内に放たれた精をセレストの勃起でかきまぜられ、奥へ奥へと押し込まれる。これが最後だと思っていたのに、セレストの最後はまだやってこない。

　アリアが気をやっても、セレストから与えられる快楽に何度も呼び戻されて意識が浮上する。

　そんな調子で、もう何度果てたかわからない。




「これで……、子ができるといいな」

　いよいよ気を失ってしまったアリアの下腹を優しく指でなぞりながら、セレストはなおも腰を打ち付けた。

「ああ、出る……いくらでも……、はぁ、アリア……俺の、妻……っ」

　甘美な痺れが、セレストの尻の奥から勃起の先端まで駆け抜ける。

　白濁の欲望がアリアの美しい身体の胎内に注がれる瞬間は、鳥肌が立つほどの快感で全身がぶるりと震えた。

「はっ……はっ……、ん……」

　眠るアリアの唇にキスをして、ようやく熱をおさめた。

　美しい庭で永遠を約束しても、セレストの胸にはまだ不安があった。ならば切れぬ縁……子を作ればいいと思い立って、気が済むまで彼女を抱いた。半ばからは本来の目的である子作りよりも、快楽に流されてずいぶん手酷くしまった。性欲に溺れるなど、以前の自分からは考えられないことだったのに。

　身体さえも作り替えてしまう愛の重さに恐れを抱きつつも、セレストは今の自分のことが嫌いではなかった。

　理由は簡単で、こんな自分を、アリアが深く愛してくれていると知っているからだ。女神でも、世界樹でもなく、権力者でも、多くの国民にでもなく、たった一人の愛がセレストを支えて、同時に狂わせてもいる。

「責任をとってくれ、アリア……」

　眠る彼女の唇を食む。寝息を奪うような執拗なキスをすれば、ごほっと咳をして、アリアが薄目を開けた。

「ん……せれすと……？」

「俺を愛した責任を」

　アリアは声にならない声でなにごとかを呟いて、再び寝入ってしまった。

「叶うことなら……、ずっと、そばに」

　こんなにも甘く、重い一夜を過ごしたのに。

　今が幸せであればあるほど、未来を恐れてしまう。

　祈りを行う神官であるはずの自分が躊躇うほど、セレストにとってその願いはとてつもなく難しいものに思えて仕方なかったのだった。








第五章　止まない雨









「ラス、おはよう。今日もお迎えをありがとうございます」

「おはようございます、王女殿下。ああ寒い寒い。初夏だというのに、雨ばかりで」

「本当に。日差しが恋しいですね」

　この一ヶ月ほどやたらと天気が悪い。とくに霊山の山頂、世界樹を取り巻く雲が厚く日の光を浴びられない日が続いている。

　霊山の花園から屋敷の庭に植え移した花たちも元気がなくなってしまった。このまま枯れてしまわないでと願うのに、窓辺から萎れた花々を見守ることしかできないことを歯がゆく思う。

　朝の雨に濡れたラスヴェートは大型犬のようにぶるぶるっと身を震わせて、髪のしぶきを飛ばした。

　すかさずタオルを差し出すと、ラスヴェートは「すっかり奥方の貫禄ですね」と目を細めて笑った。

「そんなつもりは、ないのだけど」

「けどもう二ヶ月がたちましたもんね。そろそろ心も決まったんじゃないですか？」

　セレストが王室に正式な婚約を進めたいと奏上したことを、ラスヴェートは知っているらしい。

「司祭様たちも浄化の儀式に訪れる民も、お二人の正式な発表を今か今かと待っていますよ」

「そうなのね。でも最初に約束したお試し期間は、まだ一ヶ月あるから」

　セレストからの愛を受け取り、アリアもそれに応えた。このまま結婚したとしても、よい夫婦になれるような気はしている。けれど、問題は意外なところに残っていたのだ。

「実はね……、弟が、セレストに嫁ぐことを納得してくれなくって。説得に時間がかかりそうなの」

　ラスヴェートを応接室に通して、二人でセレストの支度を待つ。

　朝のこのちょっとした時間が、アリアは嫌いでは無かった。

「ラセット王子殿下が？　おやおやー、姉離れできていないんですねぇ」

「たぶん、私がずっと言い聞かせていたせいなんです。『隣であなたを支える』と幼い頃から……。ラセットの手紙に、姉様の嘘つきと書かれていて。なかなか堪えました」

　王太子となるラセットは今、とても情緒が不安定でいるらしい。この連日の天気の悪さがラセットの立太子の儀に影を落としていることも影響している。女神は次期国王を認めていないのではないか、などという迷信を吹聴する者がいるのだ。

　こういうとき、以前ならアリアが誰よりも弟の側に寄り添っていただろう。

　ずっとずっと、そうするべきだと思っていた。ほかの道を知らなかったのもあるし、心底彼のことを心配していたのだ。今だってラセットのことは変わらず愛しく思っている。

　けれど、この二ヶ月のあいだ思い続けたのは、家族よりもセレストのことだった。

　セレストも立太子の儀の式典に向けての準備と、調子の悪い世界樹の浄化のために身を削っている。

　どちらか一人しか選べないのだったら、今のアリアはセレストを選んでしまう。

（ラセットに嘘つきと言われても仕方がないわね……）

　黙ってしまったアリアを横目に、ラスヴェートは肩をすくめた。

「まぁ、こういうのは回りがどうこう言ってもね。ラセット王子殿下も来月にはいよいよ立太子でしょう？　ちゃんと大人になっていきますよ」

「そうね……そうだといいのだけど」

「あっ、それなら。いっそ、王子殿下の目の前でセレストといちゃいちゃしてみたらどうです？　荒療治ですが、現実を知るいい機会かも」

「それには賛同できません。もう、ラスはすぐに私たちをからかって」

「ははは。あ～、すみません。さて、セレストはそろそろかな？」

「それが今朝は、私が目覚めてもまだ起きていらっしゃらなくて。昨日は浄化の儀式でしたから、お疲れなのかと思って声をかけていないのですが」

　壁掛けの時計を眺めて、眉を顰めた。

「そういえば、さすがに遅すぎますね……」

　にこやかに笑っていたラスの表情が曇ったことにはたと気づいて、アリアは立ち上がった。

「私、寝室に様子を見に行って来ます」

「僕もついて行っていいかな」

　ラスの考えていることが手に取るようにわかる。彼はセレストの体調を心配してくれているのだ。それほど、セレストは連日忙しくしているから。

「最近のあいつ、寝坊をするんですか？　よくあることなんですか？」

「まさか……いつも私より早起きなくらいですよ」

　言って、アリアもじわじわと不安を感じ始める。子作りのための性交はあれきり一度だけで、昨晩は浄化のための性交しかしていない。

　眠ってしまったアリアを腕に抱いて、セレストも朝まで熟睡しているものと思ったけれど──疲労が溜まっていたのだろうか。

　ここからひと月程度、ラセットの立太子の儀までは丸一日休みを取れる日がほとんどないと聞かされたばかりなのに。

「セレスト様、入りますね」

　アリアが扉を開けて、ラスヴェートは部屋には入らず待っている。

　寝台に近寄って、すぐに異変に気づいた。

「セレスト様、お熱が……？」

　いつも白い頬が耳まで真っ赤に染まっている。熱を測ろうと手を額に置くとぴりりと痛みが弾けて、彼は頭を振って手を振りほどいた。悪夢でも見ているのか、眉間に深い皺が寄っている。

「うぅ……っ」

「ラス、セレスト様が……！」

　ラスヴェートは大股で寝台のそばに来ると身体を折ってセレストに顔を近づけた。

「セレスト。聞こえている？　ずいぶん濃い穢れの気配がする。目を覚ましたほうがいい」

「……、……ラスか……」

　うっすらと目を開けた。それだけでほっとしてしまって、アリアは寝台にふらりと腰を下ろした。

「よかった、またいつぞやのように、目を覚まさないかと……」

「……アリア」

　セレストは腕を持ち上げることすらつらそうな様子だ。すかさずその手を握って、アリアは「痛っ」と顔を顰めた。

「穢れが……!?　どうしてこんなに」

　繋いだ手に力を込めるが、二人とも痛みに顔を顰めた。発熱するほどに穢れが彼の内側で暴れているのだとわかって、ぞっとした。

「やっぱりね」

　ラスの厳しい声に、なぜかぎくりと背筋が凍る。

「君の浄化がうまくいっていないんだね、セレスト」

「……」

「ど、どういうことですか？　浄化は……ほとんど毎晩……」

「王女殿下。セレストは、あなたには手に負えないほどのものを背負っているのです。こうして苦しむほど」

「ラス、いい。アリアはなにも知らない」

「はぁ……君が、僕にも周りにもなにかを隠していること、わかっているよ。ここんところの君は、ずっと調子が悪そうだった……以前よりもずっとね」

　ラスヴェートの手は労るようにセレストの頬に伸びる。それが触れる前に、セレストは彼の手を払った。

「よせ、触れるな」

「……そう。そうだね、これは僕の役目じゃないけどさ」

　ラスヴェートは目を伏せて微笑んだ。ただならぬ二人の雰囲気に、じわじわと不安が広がる。

「隠してたって……？　セレスト様の浄化は順調に……、そんな、どうして……？」

「気づいてすらいなかったんですか。一緒に暮らしていて？」

　普段は温厚なラスヴェートの辛辣な言葉は、アリアの胸にぐさりと刺さった。

（私だけが気づいていなかったと……？　順調だって、勝手に思い込んでいただけ？　でも、夜ごと私を抱くでしょう……？　浄化のためなんでしょう？）

　セレストを見れば、彼は眉間の皺を深くしてラスヴェートを睨みつけていた。ラスヴェートは肩をすくめて笑った。

「言うなって？　そういう君のほうが先にへばってちゃ、どうしようもないじゃないか」

　答えを知りたいのに、彼らの口から何が語られるのか予想ができなくて、怖い。

　アリアの不安を見透かしたみたいに、ラスヴェートは身を屈めてこちらに視線を合わせてくる。

「王女殿下。彼の浄化は進んでおりません。そして、同様に、世界樹の状態もむしろ悪化している」

「え……？　世界樹が……？」

　ラスヴェートは変わらず笑顔だ。ぞわりとした。

「神殿では、セレスト不在のとき、他の神官たちが浄化にあたっております。それでも改善されないくらいに、状態が悪いんです。放たれる光球の数は日に日に減り、魔力の供給が滞っている……。暗黒時代の再来ではないかと、大司祭様たちも危惧している」

「そうか。ならば俺が寝ているわけにはいかないな」

「あっ、いけません、そんな身体で……！」

　寝台から身を起こすなりぐらりと傾ぐセレストを、ラスヴェートとアリアが同時に支えた。

「セレスト様、どうか今日ばかりは安静にしていて。世界樹の浄化は、体調が治ってからにしたほうが」

「それでは遅いのです、王女殿下」

「……枯れかけているんだ」

　セレストは眉を寄せて、アリアに囁いた。

「え……？」

「世界樹庭園ですよ」

　彼らはおのおの神妙な表情でアリアを見やった。

「じつは、以前から……王女殿下とセレストが生活をともにする前から、庭園は徐々に花を失っていました。あなたがたが訪れたときもすでに、半分くらいの規模だったんですよ。今は、さらにその半分。あまりにわびしい風景なので、参拝者の見学はいっさいお断りしている状況なのです」

（あの庭が……、世界樹庭園の花が、枯れている？）

　セレストと出会った思い出の庭。そして、世界樹庭園は王国の鏡。つまり今まさにシャドレア王国は危機に瀕しているということだ。

（そんなにも急激に、悪くなるものなの……？　いえ……セレスト様はもう数年も不眠で……それが治っていないとなると……、少なくとも世界樹自体も、何年も前から正常じゃなかったということ）

「……、まさか、この連日の天気も……？」

　笑顔を封印してしまったラスヴェートは重々しく頷いた。

「我々も、ここまで急速に悪くなっていくとは思っていなかった。……だからあなたに期待したんだ。たった二ヶ月前は、あなたがセレストを救ってくれると信じていた」

　手遅れ、という言葉が頭をよぎる。

「お父様……、いえ。国王陛下は、このことはご存じで」

「ええ。さすがに神殿側も早い段階で報告をしております。ですが、こと世界樹に関しては王家ができることはほとんどなく。むしろ最近の陛下は、娘であるあなたのことを心配しておられましたよ」

　どくどくと嫌な感じに心臓が鳴る。

「お父様はラスに、なんと」

「今の浄化の神官が不能であるならば、早く交代するようにと。それから……、セレストが一神官に落ちるならば王女を嫁がせる意味はない、と。だから頑張りすぎちゃったんだよね、セレスト？」

「そ、そんな……」

　アリアの結婚に対して、両親は意見を持っていなかったはずなのに。まさかここにきて強い反対の姿勢を示されるなんて思ってもみなかった。

　ラスヴェートの服の裾を、セレストが強く引っ張った。

「ごめんね、セレスト。王女殿下には隠しておきたかったよね」

「……お考えが、あったのですよね？　だから私には……内密に……」

　セレストはつらそうに目を閉じた。

（私の知らないところで、なにかが起きていた。セレスト様の異変も、世界樹の異変も……。せめて話してくださったら……！）

　いや、とアリアは視線を落とした。

　知らされたところで、焦るばかりできっとなにもできなかった。彼が黙っていてくれたおかげで、この二ヶ月のあいだ、アリアはひたすら幸せな日々を過ごしていたのだ。

「でもね、王女殿下。僕は、セレストばかりが悪いのではないと思います。むしろ」

　ラスヴェートの言葉の続きが怖い。でも、耳を塞ぐことはできない。

「あなたの聖なる器としての浄化能力が、セレストに釣り合っていないのではないかと、僕は予想します」

「……！　わ、私が……彼の穢れを、浄化しきれないから……？」

「そうです」

「やめろ、ラス。いくらお前でも、彼女を侮辱するのは許さない」

　セレストは重たそうに腕を持ち上げ、ラスヴェートの襟元をきつく握って引き寄せた。それでもラスヴェートは、いつもどおりの穏やかな笑みを浮かべる。

「『器』は、唯一の存在ではない。僕でもなれる。いえ、女神に仕える神官ならだれでもなれるんじゃないかな。知らなかったでしょう？」

「え……？　うそ……」

「性行為が必須ですし試したことはありませんが、理論上は可能です。だって僕らは、セレストほどではありませんが世界樹の穢れを浄化することができるんですもん。セレスト相手だって、似たような事でしょう」

「俺はそうは思わない。彼女でなければ」

「でも、不足している。この発熱は、そういうことでしょう？」

「発熱などしていない。起きて、今すぐ浄化に向かう。それでいいだろう？」

「いけません、セレスト様……！」

　追いすがるアリアの手を振り払ったセレストは、ひどくバツの悪そうな顔をして、視線を逸らした。

「……着替えてくる」

「あ……」

　アリアの説得では、弱ったセレストを休ませることすらできない。

（私の役目って……なんだったんだろう……）

　信じていたものが、足元からぱらぱらと崩れていく気がする。

　幸せも、安心も、愛も、恋も。

（うまく……いっていると思っていたのは、私が鈍感だったからだ。私たちの日々は、本当は脆くて……、それをセレスト様が懸命に支えていてくれたから成り立っていたんだ……）

「ふふ、結局のところ、さ。彼はただ、好きな女性と暮らしてみたかったんだろうね。けっこうロマンチストだったんだ」

　立ち尽くすアリアに影が落ちる。

「ねえ？　王女殿下」

　アリアの背後に立ったラスヴェートがささやいた。

「あなたのチカラで不足しているのなら、これからは僕も彼の浄化を担当します。そうすれば、わざわざ屋敷に帰る必要もない。この屋敷にいた時間も、世界樹の浄化にあてられる。そういう選択肢だってあるんです」

「あなたが……セレスト様を……？」

「彼は僕の、家族ですから」

「でっ、ですが、浄化のというのはっ……ふ、触れあったり、そういうことをするんですよ……っ」

「失うよりマシだろ」

　冷たく吐き捨てるように言って、ラスヴェートは寝室を出て行った。

（私では足りなかった……私でなくても、セレスト様を支えられた……私じゃない、ほう、が良い……？）

　ふらふらとして、どうやって玄関までたどり着いたのかわからない。

　冷たい雨のしぶきが頬に当たって我に返る。二人はすでに神殿の馬車に乗り込もうとするところだった。

「待って、セレスト様……」

　馬車に駆け寄るアリアに、窓からセレストが腕を伸ばした。

「俺が役目を果たせばいいだけの話だ。そうすればすべて上手くいく……あなたとの結婚も、認めていただけるだろう」

「でも……。すぐ、帰ってみえますか？」

「いや。大司祭様たちの意向を聞き、事態が落ち着くまでは祈祷に集中したい」

「それなら私もご一緒します」

　セレストはようやく微笑んだ。

　たとえ日の光のない悪天候でも、彼が笑うだけで目の前に光が差したような気持ちがする。

「心配ないから、ここで待っていてほしい。家に帰ってあなたの姿がない日常など、もう、考えられないんだ」

　手が離れる。馬車の扉が閉まり、馬が高く嘶く。

　アリアは肌寒い外気に震えつつも、雨で白く煙る道の先に馬車が消えるまで見送った。




　セレストが神殿にこもって、一週間。

　神殿からもラスヴェートからも一切連絡がないのは、セレストの体調が悪化していないから、世界樹の浄化が順調に進んでいるからだと信じて、アリアは彼の帰宅を屋敷で待ち続けた。

　けれど天気は相変わらずの曇天で、この雲が晴れるまでセレストの仕事は終わらないのだろうと、祈るような気持ちで窓の外ばかりを眺めて過ごした。

（なにもしてさしあげられないのが、こんなに苦しいなんて……）

　以前もそうだった。同棲のお試し期間のために、この屋敷に住み始めたばかりのころだ。

　セレストはアリアを三日も放って、神殿に詰めていた。

（あのときより、今の方がますますつらい。セレスト様に会いたい……会って、つらさを分かち合いたい……世界樹庭園でそう約束したのに）

　その庭園も枯れかけているという。愛をたしかめあった数日前の記憶がなおさら尊く、美しく思い出された。




　アリアの気鬱を見かねた家令が、外に出た方がいいと気を回してくれて、アリアはじつに二ヶ月と数日ぶりに王城を訪れることになった。

「アリア！　少し痩せたんじゃないか」

「アリア」

「姉さま！」

　父も母も弟もそれぞれ政務を放り出して、家族の憩いの場、世界樹が見える温室サロンにやってきた。

　大きなガラス張りの温室で外を眺めて待っていたアリアに大股で近寄ってきた父は、ドレスの裾のふくらみもおかまいなしにぎゅっと抱きしめてくる。

「お父様……、苦しいわ」

　アリアが笑うと、その背中を母が優しく撫でてくれた。

「しばらく見ないうちに、綺麗になって……もっと頻繁に顔を見せなさい。こんなに長くあなたと離れたのは初めてで、ずいぶん寂しい思いをしましたよ」

「お母様……ごめんなさい」

「姉様……ボクにも、ハグは？」

「ラセット。お母様のうしろに隠れていないで、顔を見せてちょうだい」

　弟はもじもじとしつつも、上目遣いにアリアの前に立った。

「おかえりなさい、姉様……」

「ええ、ただいま」

　家族からこんな抱擁を受けたのは何年ぶりだろう。心から安心できるあたたかみを思い出してほっとする。

　もうここには戻らない覚悟さえあったのに、帰ってきてみればアリアはここにも自分の居場所を感じた。家族の繋がりというのは、アリアが思うよりも強固で、不変なのかもしれない。

「心配してたのよ。あなたったら、なにも連絡をよこさないし」

「少し、おまえの周囲に悪い話が続いているだろう」

「悪い話などありませんよ、お父様」

　アリアが目を伏せて言うと、父は表情を厳しく改めた。

　愛娘を心配する父親から、国王の顔になって息を吐いた。

「わかっているだろう、アリア。諸々の異変はすでに、神殿から王家にも伝えられている。浄化の神官セレストが儀式の途中で倒れたあたりから、なにかがおかしいのではないかと、妃と話をしていたのだ」

　母は優しくアリアの手を取って、自分の胸の前で握りしめた。

「私たち、ずいぶん悩んだのです。あなたの夫として神官セレストを選んだのは、間違いだっただろうかと……あなたの生きる喜びになるだろうと、勝手に想像してしまって、許しを与えてしまったものだから」

「なにも間違いはありません、お母様。私は……とても幸せでした」

　話しながら脳裏に浮かぶのは、セレストと過ごした優しい日々のことだ。彼といるだけで、アリアの日常は宝石のように輝く時間になる。

「この二ヶ月、本当に幸せでした。この先もずっと彼といるのだと……そう信じた矢先のことだったんです」

　俯くアリアを母が抱きしめてくれる。涙は出ない。彼に会えずにくすぶっていることぐらい、なんともない。今、重圧を背負って大変な想いをしているのはセレストだ。

　母はアリアの抱擁をそっと解くと、姿勢を正して言った。

「国王陛下と王子ラセットは、神殿側からの謝罪をすでに受け入れております。立太子前にこのような騒ぎを起こして申し訳ないと」

「あと半月と少し先の、立太子の儀までにはなんとしても事態を収束させると言っていたが……アリアの目から見てどうだ」

　父に尋ねられ、アリアはセレストが以前から穢れの蓄積による疲労で生活がままならなかったこと、一緒に暮らすようになり、健康になったように見えていたことをぽつぽつと話した。

「それ以外はただ、普通に……、普通の夫婦のように過ごしていました」

　浄化は順調だと彼も言っていたのに。なにも知らなかった。知らされなかった。

（お一人で抱えて、耐えていたの？　どうして……私が仮初めの妻だから？　心を許してくれたように思っていたのは、私の勘違いだったのかしら……）

　父はアリアの手を取って、包むように優しく握った。

「婚約の件だが、白紙にしたほうがよいと、私は考えている」

　なんと返したらいいかわからず、アリアは唇を引き結んだ。

「おまえの心はどうだい。ちゃんと、彼のもとにあるのかな」

　ある、と答えたかった。けれど、どうして、という思いが消えない。

　セレストが浄化の神官である限り、こんなつらい思いが繰り返されるのだろうか──。

「私……私は……」

「難しい話はわからないけれど、神官セレストが悪いんでしょっ。姉様、帰っておいでよ。こんなお辛そうな姉様、初めて見たよ」

　弟が心配そうに腕に抱きついてくる。小さなぬくもりが心地よく、アリアは膝の上にのせてぎゅっと抱きしめた。たった二ヶ月離れていただけなのに、なんだか重たくなった気がする。

「……『聖なる器』という役割については神殿より聞いた。私たちはおまえが浄化の神官を慕っていたことを知っていたから、まるで運命のようだと思ったよ。だが実際はどうだろう。夫婦としてやっていくのに大切なことは、役目や義務感ではない」

　父の声音はどこまでも穏やかだ。

「大切なのは、互いを思いあう心……信じる心だ。それが育って、ようやく夫婦になれる」

　父の指はアリアの頬を撫でた。

「そうあるべきなのに、彼はおまえにこんな顔をさせて……。これでは、私たちの大切な娘を安心して任せられないよ」

　セレストを否定されたくない。アリアの目に、いよいよ涙が浮かぶ。

「お父様、違うんです。私の力不足で、セレスト様はお辛い思いをしているのです……、私のせいで」

　堪えていたものがあふれて、熱いしずくが頬をひとすじ伝って落ちた。

「私がわかっていなかったんです。見えていなかった……浮かれていたんです。だって、楽しかったから……あの人が一人、なにかに耐えていたなんて……気づきもしなかった……それが苦しい。時間が、戻れば良いのに」

「姉様、それは違うよ。姉様が悪いんじゃない」

　胸元に顔を埋めていたラセットが急に声をあげた。

「きっと浄化の神官はかっこつけたかったんだ。できないことは内緒にして、姉様にいいところを見せたかったんだよ！　わかるよ、ボクにも」

　弟は素直で、いかにもセレストのことを認めていないという顔をしている。アリアもつられて、むっと感情をあらわにした。

「かっこうつけられたって、私、嬉しくない」

「そんなことないでしょ。だってセレストは姉様の『推し』なんだもん。かっこいいから、好きだったんでしょ？」

「そ、それは……。でも、今は」

　──今は、どうだろう。

　セレストの好きなところ。

　淡泊に聞こえる話し方の裏に、ちゃんと優しさが滲んでいるところ。

　どんなに疲れていたって、必ずアリアよりあとに寝て、先に起きているところ。

　あたたかい腕に包んでくれるところ。きっと、アリアなしでは生きられないところ。

「……ううん、やっぱり違うわ。どんなかっこ悪いところも……隠してほしくなかった……どんな彼でも良いの。半分こするって、誓ったんだから……」

（だって私は、セレスト様の妻になるんだもの）

　もやもやとしていた胸の内が、少しずつはっきりしてきた。

（私、悲しかったんだ。セレスト様に相談して欲しかった。一緒に乗り越えたかった。信じて欲しかった）

「は～あ。だったら、はやく仲直りしたらどう？　夫婦げんかは犬も食わないってことわざを覚えたよ、ボクは」

　ラセットは訳知り顔で微笑む。それがずいぶん大人びた顔に見えた。

「……だが現状、セレスト神官の屋敷におまえを一人で居させるわけにはいかないな。城に戻ってきなさい、アリア」

　父はまだ厳しい顔をしている。

「世界樹庭園の花が枯れているのは聞いているかな」

「……はい。ラスヴェート補佐官が、そのように言っておりました。ショックを受けるだろうから私は見ない方がいいでしょう、とも」

「そうか。世界樹庭園は国の鏡。つまり最も急ぐべきは国民の生活の保障だ。そのためにラセットの立太子の儀は先延ばしにする。おまえも王女として、民のためにすべきことがあるだろう。戻ってきなさい」

（王女として、国のために……以前のように。それも、私の大切な役目……。でも、そうしたらあの人は？）

　今もきっと、世界樹に祈りを捧げている彼を思う。

（セレスト様の痛みは誰が支えるの？　ラスヴェートたちが？　私は、彼を待つこともしないで、それでいいの……？）

　アリアは一人で椅子を立って、ガラス張りの壁際に寄った。黒い雲に覆われた霊山を見上げる。

「いいえ……。お父様、私は城には戻りません。王女としてできることは何でもいたします。けれど、あの屋敷に帰ります。こうしている間にも、彼が帰ってくるかもしれませんから」

「だめだ。まだ正式に婚約を交わした相手ではない。それに、おまえを先に手放したのはあちらだろうに」

「あなた」

　制したのは母だった。父はバツの悪そうな顔をして、押し黙った。

「ごめんね、アリア。つまりお父様は、あなたが心配なの。自分の娘を傷つけた彼らに、腹を立てているの。王としてというより、父親としてね」

「……はい、わかります」

「神殿や国民を思うのは、王と王妃の責務ね。そして……そのようすだとあなたにはもう、あなただけの役目を見つけたのでしょう？」

　母を見つめ、アリアは力強く頷いた。今、心を占めるのはたった一人だ。自分の手が届かないところで好きな人が苦しんでいて、それを支えられないことが一番つらい。

「そうでしょうね。ふふ、じつは私は個人的にセレスト神官を好ましく思っているので、お父様とは違って彼の味方をしたくなっちゃうの」

　立ち上がった母は、いつまでもアリアにしがみついているラセットを自分の腕の中に引き受けて微笑んだ。

「ラセットがおなかにいたころ、あなた、わざわざ神殿まで参詣して祈ってくれたのでしょう。その後、セレスト神官から便りをいただいたのよ」

「便り？　お母様宛に？」

　アリアは驚いて聞き返した。

「セレスト様が、そのようなこと……？　知りませんでした。手紙にはなんと？」

「筆跡を今でも覚えているわ。彼は、繊細な文字をお書きになる人ね。『王女殿下の家族を思う熱心な祈りは世界樹に届き、美しい輝きを放っておりました』と書いてありましたよ。とても感激しました」

　母は片腕でアリアを優しく抱擁した。

「ありがとう、アリア。お礼を言うのがずっと後回しになってしまって、ごめんなさいね」

「……いいえ……私、あのとき……、上手く祈れなくて。セレスト様を困らせるようなことを言ったんです。できない自分が嫌だとごねる私に、彼は優しくて……」

　いつかゆっくり話したい。自分の夫となる人が、どれほど素晴らしい人なのか。

「きっとあのころから、好きだったんです。今はもっと」

　父は難しい顔をしている。それでも、もうだめだとは言わなかった。

「よくわかったわ。あなたは自由で、どこへでも行ってかまわないのよ。私たちはここでそれを見守っている。お行きなさい。どこへ、なんて聞かないわよね？」







「遅かったですね」

　王家の馬車を神殿の前で出迎えたのは、神官服を纏ったラスヴェートだった。

「ラス、霊山の様子が……ううん、世界樹の様子が、おかしい……？」

　ここに来るまでのあいだ、馬車の車窓からずっと固唾を呑んで注視してきた。

　渦巻く黒い雲、轟く雷鳴。雨こそ降っていないがあたりは昼間とは思えないほど暗く、ラスヴェートも片手に携帯照明ランプを掲げている。

「ええ。セレストが祈りの間にこもってから、ずっとこんな調子ですよ。拮抗しています」

「良くも、悪くもなっていないってこと……？」

「そうです。見てください、あの世界樹を。地上から見える葉の多くは輝きをなくしています。それから空も……まるで世界樹が嵐を呼んでいるかのように雲が渦巻いている」

　アリアは頭上に生い茂る世界樹の変わり果てた姿を見て、愕然とした。

（まさか世界樹が、枯れようとしているの……？　そんな……そんなことが）

　アリアが見上げる幹のあちこちが、苦しげにどくんどくんと脈打っているように見える。いつもなら木の内部が透けて見えて、そこに魔力が循環している輝きがあるのだけれど、それも蛍の光のように儚い。

　世界樹から供給される魔力はこの国の生命線だ。それが枯れるとなれば、一大事。国民たちの生活どころか、生命の危機ともいえる。

「神官たちはみな、祈祷の間でセレストの浄化を支えています。が……事態は予想より進行が速く、深刻です」

　ラスヴェートが神殿に向かって歩き始めるので、アリアもそれについていく。

　頭上には黒い雲が渦巻いている。この世の終わりがあるとしたら、今日のような空をいうのかもしれないと思った。

「あの……、セレスト様の体調は、大丈夫なのですか。まさかあれから一週間、祈りの間にこもりっぱなしなんてことは……？」

　ラスヴェートは歩みを止めてアリアを振り返った。

「向き合う勇気はありますか」

　二人のあいだにごうっと強い風が吹いて、髪やドレスを乱していく。

「なにと……、なにと向き合えばいいのでしょう」

「セレストです。今からあなたをお連れする場所に、皆の憧れた美しい彼はいません。ただ疲れ果てた男がいるだけです。幻滅するかもしれませんよ。それでも行きますか？」

「っ、なにを言っているの……っ！」

　驚きと怒りにまかせて、腹の底から声が出た。

「美しくない？　疲れ果ててみすぼらしい格好だから、私が幻滅するだろうって？　そんなはずないでしょう」

　乱れた髪をきっちりと結い直し、アリアはしっかりと前を向いた。

「行きます。最前線にいるのは私の夫です。それ以上でもそれ以下でもないのです」

「でも、『推し』だったのでしょう、セレストは」

　ラスヴェートは立ち止まったまま、アリアの背中に声をかけた。

「美しい彼に憧れていたんでしょう？　だから結婚した。違いますか？」

「……ええ、とびきり感激しました。畏れ多くも光栄に思いましたし、下心をまったく持っていなかったかと言えば……嘘になります」

「その『推し』の姿形が変わってしまっても、同じように心を寄せることができるものですか？　彼の美貌や、地位や、力が失われても、それでもあなたの心は変わりませんか？」

　何を言われるかと思えばそんなことかと、アリアはじっとラスヴェートを見返した。

「たしかに私は美しいものが大好きですし、セレスト様の美しさはシャドレアの多くの民を励ます力だと思っております」

　セレストの求婚を受ける前ならたしかに、彼の容色が衰えてしまうことを残念に思ったかもしれない。

「でも今の私にとっては……、そうですね。セレスト様の外見の美しさなんて、どうでもいいのかも」

　アリアたちのいる神殿の前庭からは、長く延びる参詣山道と麓の街道、それから王都の街並みが見下ろせる。目をこらして、セレストと暮らす屋敷を探してみるけれど、見つけられなかった。

「もし私の視力が失われても、彼の声を愛しく思うでしょう。聴力が失われても、触れる手のぬくもりを愛しく思うでしょう……だって知ってしまったんですもの」

「なにを？」

「完璧でないところを、です。食べ物に好き嫌いがあること、湯浴みを面倒くさがること。着替えも苦手。寒がりで暑がり。言葉だってぶっきらぼうだし。彼は女神様の化身ではない、ただの人です。それに気づけたことが……嬉しくて」

　美しさを称賛する気持ちは失ってはいないけれど。恋慕を育んだのは、それ以外のところだ。

「もう、彼を遠くから見守るだけで満足だなんて思えません。触れて、支えられることに喜びを感じている──だって、愛しているのですから」

　早口に言い切ったアリアを横目にして、ラスヴェートは「ふふ」と目元を緩めた。

「合格ですよ」

「……それは良かったですが、今のはなんの試験だったのでしょう」

「あなたの気持ちを試してしまいました。無礼をお許し下さい。今も、それから先日のこともお詫びいたします。僕が代わりの器をつとめようなどと、おこがましいことを言ったことについて」

　ラスヴェートが一歩踏み出す。アリアの横に並び、二人は神殿の中へと歩みを進めた。

「たしかに神官達は浄化ができます。何十人と束になってもセレストの足元にも及びませんが……彼が仮眠を取る時間くらいは支えることができます。けど、彼に必要なのはそういうものじゃないんですよね」

　神殿の中はしんと静かで、いつものように参詣者がいないせいか冷え冷えとしている。ラスヴェートはいつぞや通った祈りの間への近道を歩きながら、ぽつぽつと話し続けた。

「セレストはもう、知ってしまったんだろうな。自分に必要なのは、心の底からの安らぎだってこと……。たとえば家族と囲むあたたかな食卓とか、恋人と過ごす休日とか。僕らが知らなかった、女神様以外の愛情だ」

　彼は目を伏せて、寂しげに笑った。

「王女殿下にとってセレストが唯一無二であるのと同様に、セレストにとってもあなたの代わりはいません。彼の側に立てるのはあなただけだ」

　木製の大扉の向こうは、世界樹を祀る祈りの間だ。少女のころから、足繁く訪れた場所。

　アリアにとっても、おそらくラスヴェートにとっても大切な、セレストとの時間を過ごした場所だ。

「……私、……浄化の神官のための『器』は、いくらあっても良いと思います」

　最後にこれだけは伝えようと思っていた。扉に手を置いたアリアは、木目をじっと睨みつけつつ、なんとか心を落ち着かせようと息を吐いた。

「なにごとも、一人で成し遂げようとするから難しいのではないでしょうか。聖なる器としての私の力が不足しているのは、どうしようもないことです。だから誰かに助けを求めたい。それがセレスト様のためになるなら、私の嫉妬心など取るに足りないものです」

「はは。安心してください。そもそもセレストが、あなた以外をよしとしませんよー」

「ですが、頼むのならラス。あなたがいい。だってあなたもセレスト様にとって、無二の家族で、友人だと思いますから」

　ラスヴェートは瞬くと、「家族かぁ」とつぶやいたっきり、扉を見つめてぼうっとしている。

「まぁ……、そうなんでしょうけど。改めて他人から言われると、面映ゆさがあるなぁ……」

「それにね。言ったことはありませんでしたが、たぶん私たち、同士だと思います。セレスト様のことが大好き同士」

「ああ、同担ってことですね」

「え？　なんて？」

「いえ、……ふふ。なるほど。大好き同士か。ふぅん」

　ラスヴェートの表情が軽くなる。微笑んだ彼はかつてのように柔らかい笑顔で、アリアの横に立った。

「ならば、協力を申し出てもかまわない、ということか」

「ええ。だって、他人じゃありません。どうたん？　ですから」

　彼は大扉に手をついて、力をこめてぐっと押し開けた。

「承知しました。我らの『推し』を、共に守らん。そういうことですね、アリア様」

「はい。行きましょう」

　もしも世界が明日、終わるのなら。最後の瞬間まで、彼のそばに。




　扉を開けると、その場にいた大勢の神官たちの目が一斉にこちらへ向けられた。

　祈りの間の雰囲気は以前に訪れたときと様変わりしている。

　木製の長椅子はすべて撤去されて、代わりに白い神官服を着た神官達がひしめいている。ある者は山積みの本を読み、ある者は書き物をし、そのほかの大勢の者が祭壇──世界樹の気根があるあたりに集って祈祷を行っている。男声の合唱が高い天井に反響して、大きな波にごうごうと包まれているかのようだ。

「世界樹神殿の神官が全員、ここに集まっているのかしら……すごい人の数だわ……」

「セレストは、あそこの中心です」

「近づいてもかまいませんか？」

「ええ。祈祷中のセレストは気づかないかもしれませんが……、ひとまず行ってみましょう」

　祭壇を目指す二人に気づいた一人の神官が、とくにアリアの姿を見て目を見開いた。

「王女殿下……？」

　小さな呟きが波紋のように伝播して、あたりは騒然となった。

「姫君がわざわざ、なんのために」

「ラスヴェートが連れてきたのか」

　周囲に緊張が走ったのがわかった。どういう表情で彼らと向き合ったら良いかわからず、アリアは前だけを見て口を引き結んだ。

「まさか、この期に及んで浄化の神官殿の祈祷を見にいらっしゃったのか……？」

「観光気分で？　こちらは今、それどころじゃないのに」

　ラスヴェートが先導して道を開いてくれるが、神官たちからアリアへ向けられる視線は浮かない。

　気にするなと隣から背を押され、それにいくらか心が慰められて、人混みを掻きわけ祭壇の前までようやくたどり着いた。

「ほら、そこに」

「っ、セレスト様……っ！」

　跪いて手を組んで瞑想している彼に、頭上から白く強い光が降り注いでいる。

　白光の正体は、祈りの間の天井に浮いているたった一つの、世界樹の光球だ。

　おそらく、気力も魔力も尽きかけの彼にあの光球から強制的に魔力を補充して、浄化を継続しているのだ。

　近づいていいかと視線でラスヴェートに訊ねる。頷き返されてすぐ、アリアは白く発光する祭壇の、彼のすぐそばに膝をついた。

「セレスト様……聞こえますか。アリアです」

　白銀の髪が真っ白に見えるほどの強烈な光の下で、セレストはうっすらと目を開けた。

「……ア、の声……が…………？」

　乾いて白くなった唇から、聞き取れないほど小さな声がする。

「ここに。セレスト様！　ここに、おります」

　セレストは身体の動かし方を忘れてしまったみたいにぎこちなく顔を上げた。焦点の合わない瑠璃の瞳が瞬きを一つ、二つすると、ようやく瞳に光が戻った。

「…………、アリア……？」

「ああ、よかった……！」

　それ以上なにも言えなくなって、アリアは両手で口元を覆った。ともすれば嗚咽になりそうな呼吸を必死になだめる。

　ラスヴェートの言ったとおり、セレストはすっかり消耗しきっていた。

　髪から艶が失われ、窪み落ちた目のまわりに隈ができ、神官服を着ていても痩せたことがわかってしまう。一人でどれほどの時間、この責め苦に耐えていたのか。想像するだけで苦しい。

　それでも、会えた。声が聞けた。──間に合った。

「すまない……」

「もう、どうして謝るの……あなたはなにも悪くないのに」

「いや……、そう、だろうか。……俺の責任、だと……」

　祈りの姿勢のまま、セレストはぼんやりと床を見つめている。

「あれから……、何日たった？」

「一週間です。そのあいだずっとここに？　お食事は……、ちゃんとお眠りになっていますか？」

　セレストは話ながらも、祈りのために組んだ手をほどくことすらできないらしかった。どれほど長時間、同じ体勢でいたらそんなことになるのだろう。今すぐにでも手を温めてあげたいと思うのに、目には見えないなにかが彼を包んでいて触れることができない。恐ろしいほど濃い穢れの気配がする。

「……わからない。時間の感覚がまったくなくて……」

　セレストは心ここにあらずといった様子で、ふと世界樹を見上げた。

「──行かなくては」

「行くって、どこへ」

　つられて、アリアも視線を上げた。魔力を浪費しないようにだろうか、数少ない携帯照明ランプで照らされた世界樹がまたひとつ葉を落としたところだった。

（本当に枯れかけている……この人がこれほど身を捧げているのに……、女神様。どうして……）

「夢の中へ。浄化を行うためには、そこに落ちなくてはいけない」

「夢に落ちる……？　どうやってですか。私も、そこへ行けますか」

「……、……」

　セレストは懸命に語りかけるアリアではなく、その背後にいるラスヴェートを見て口を開いた。

「ラス。彼女を屋敷へ帰してくれ」

「セレスト様！　そんな、どうして」

　無感情な声音で突き放されたことがショックだ。最後まで彼のそばにいたいという願いが、彼によって否定されてしまうなんて。

「すまない、だがもう帰った方がいい。ここにいてもあなたがつらいだけだ。屋敷か……それともご家族のもとで心穏やかに過ごしてほしい。それが俺の最後の望みだ」

「さ、いご……？」

「会えて良かった」

　今までで一番、穏やかな表情でそのようなことを言う。

　アリアは激しく首を横に振った。駄々をこねる子どものように、頑なにその場を動かなかった。

「嫌です……そんなの……どうして、あなたが」

「役目、だからな」

　彼は疲れを忘れ、ふっきれたような清々しさで微笑んだ。

「ありがとう。あなたの顔を見ただけで、枯れた身体に力がみなぎる。……もうしばらく、生きながらえるだろう。俺も、世界樹も」

「待って……待ってください、そんな……。なんとか、ならないのですか……」

　セレストは話の途中で目を閉じた。深く嘆息して、動かなくなる。これが夢の中に落ちるということなのだろうか。

　光球の強烈な光に照らされた髪や肌が、人のあたたかみを感じられないほどに白く見える。まるで柩に入れられた死人のように。

（いや！　怖い……っ！　本当にセレスト様が、このまま死んでしまったら……!?）

　暗黒の時代が来ることよりも、そちらのほうがずっとずっと怖い。そしてその未来は、このままだと確実にやってくる。

「お願いです！　私も、連れて行って！　セレスト様……！　目を、開けて……！」

「王女殿下。どうかもう、そこまでに」

　背後からラスヴェートに二の腕を強く引かれ、アリアは無理矢理に立ち上がらされた。

「セレストが瞑想をはじめました。こうなったら、またしばらくは戻ってきません」

「戻ってこないって……彼はここにいるじゃない……」

「いいえ。彼は今、彼の夢に落ちたところです。以前、言っていたんですよ。夢の中でも浄化をしているって。世界樹により近いところに行けるそうです」

　夢と聞いて、思い当たる節はあった。

「そう……、だからいつも朝目覚めてすぐに、穢れを纏っていらっしゃったのね……彼はそんなこと、ひと言も教えてくれなかった……」

「セレストはあなたが心穏やかに暮らすことを望んでいる。城まで送ります。ここは彼に任せましょう。きっと大丈夫ですから」

　アリアは首を横に振った。

「そこに私の安寧はありません。今も……、置いて行かれたことが、ただただ悲しくて」

　二の腕を掴んでいた手を逆に握り返して、アリアはラスヴェートを強く見据えた。

「あなたもそうでしょう、ラス？　私たち、同士だもの。わかるわ」

「……それは……、……ええ、……そうですけどねー……」

　ラスヴェートはなにもかも諦めているみたいに、肩を落として下を向いた。

「僕だって、そこに行けたら行きたいと思いましたよ、あなたより長い期間、何度も。一人で役目を背負う彼になにができるだろうと……いつも考えていた。でも、彼がそれを望まないんだ……」

　彼は悔しげに唇を噛んでセレストを見下ろし、きつく拳を握りしめた。

　アリアと同じ理由で傷つくラスヴェートの、震える拳を両手で包んでやる。

「ひどい人よね。私たちがセレスト様のことをどれほど想っているか、ぜんぜん……わかってくれないものね……。でも、だからこそ、こんなにも放っておけなくて……愛しいのかしら」

　セレストがアリアや世界を守ろうとするのと同じくらい強く、セレスト自身も愛されているのに。

　少なくともここには二人、この命に替えてもと思うぐらい、彼を愛している人間がいるのに。

「ラス、一緒に彼を助けましょう」

「……え……？」

「二人で、彼の代わりを務めましょう。少しでも長く」

「それはつまり……器として穢れを受け入れ、彼の身代わりになるということですか」

　即座に頷く。ラスヴェートは眉間に皺を寄せて、諾とは言わなかった。

「あなたはシャドレアの王女で……王家だってそのようなことは許さないでしょう」

「たしかに私は王女でありましたが、もうひと月もたてば彼の妻になる、ただの女です。それに王女としても、民を守るためのことをやるのです」

　そのためにここに来たのだ。

　光の下、動かなくなったセレストのすぐ側に膝をついた。

（穢れが身体を刺す痛みなんて、我慢できる……彼の孤独と苦しみに寄り添うことができるなら、痛くても苦しくてもいい。遠くから、なにもできずに見守っているだけなんて……嫌よ）

　アリアは意を決して、重く濃い穢れを纏うセレストの手に、震える自分の手を重ねた。

「ううっ……！」

　全身に走る痛みは想像以上だった。骨の奥まで響く。アリアは姿勢を保つことも出来ずに、セレストの前に倒れ込んだ。

「アリア様！」

「はぁっ……はぁっ……！」

　額に脂汗が浮かぶ。全力疾走したあとのように心臓がばくばくと跳ね警告を送ってくる。

　身体が内側から焼かれたように痛い、苦しい。けれどこの灼熱感は、セレストが背負っているものの一部だ。アリアが苦しむほど、彼を助けられているはず。

　いつのまにか、この場にいる神官たちのほとんどが息を潜めてなりゆきを見守っていた。

　彼らに（祈って）とアリアは念じた。セレストのために、祈ってほしい。

（もう一度……っ）

　手を重ねる。すぐに、大量の穢れが流れ込んでくるのがわかる。息もできずに受け入れる。

（彼が命を捧げるというなら……私は、それを……少しでも、長く支えたい……っ）

　身体の中が、獣に全力で喰い荒らされているような痛みだ。呼吸の仕方がわからない。はっ、はっと短く息を吐く。霞む視界に、平然とした表情で痛みに耐えているセレストが映る。

（ふふ……セレスト様は、すごい）

　感心して、少し笑えた。

「手を放すんです、アリア様！　もうじゅうぶん、じゅうぶんです……！　あなたが苦しむことをセレストは望まないっ……！」

　耳元で、ラスヴェートの悲痛な声が聞こえる。アリアの背後から片腕を回して、セレストから引き離そうとしている。

「やめ……ラス、だい、じょ……うッ……、はぁっ、……はっ……！」

　身を焼かれるような痛みだけど、死ぬことはない。意識を失うこともない。このままずっとずっと耐えれば良い。彼を支えられるなら、こんな痛みは永遠に続いてもいい。

　涙でにじむ視界で、セレストの手を包むアリアの手の上に、さらに誰かの手が重ねられたのがわかる。

「くっ……ぐうッ……！　……こんな痛みを……っ、あなたたちは背負って……」

　浄化しきれない穢れは、アリアを通してラスヴェートにも流れ込んでいる。彼も、支えてくれるのか。視線を交わすことすらできない。けれど、想いは同じだとわかる。

　白く強烈な光が三人の頭上から降り注いでいる。

　永遠にも思える時間のあと、世界樹が呼応するように、どくんと脈打ったのがわかった。
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　──世界は、美しい。

　冷え冷えとした深淵の底で、セレストはせっせと世界樹の根っこの修復に勤しんだ。

　もはや痛覚が麻痺してしまったのか、浄化の痛みは感じない。睡眠欲も食欲もないから永遠に動ける気になるが、地上の自分は衰弱していた。今こうして動けるのは、心が奮い立ったから。少しの時間愛しい人に会えたからだ。

（アリアは怒っていたが。当然だ）

　思い出してはくすりと笑う。彼女に叱られることはなんとも嬉しい。泣かれるとどうしたらいいかわからなくなるが、大丈夫だと言うことしか今はできないのだ。

（ずいぶん見通しがたったんだ……周囲が少しずつ明るくなってきている。詰まりを起こしていた三分の一程度は、浄化できただろう。だがこちらに注力するばかりで、いつもの浄化に手が回らない。世界樹が弱っているのはそのせいだな……）

　自分がもう数人いれば、この問題ももっと早くに解決できたかもしれないが、そう愚痴をこぼしても仕方がない。事は一刻を争うのだから、不眠不休で取りかかるしかないのだ。

　世界樹の腐った根は、手で触れるとざらりとしていて、冷たい。幼少期に、自分たちの食料のためにと霊山で芋掘りをしたのと近い感触だ。凍えながらの作業で、手の爪は割れるし、足腰は痛いし、とにかく大変だったことを思い出した。

　きっと、アリアには未知のできごとだろう。話してやれば、自分も体験したいと言うだろうか。

（まだ、彼女に話していないことがたくさんある……）

　根を撫でる。穢れを身に取り込むと、細い管を走るかぼそい光が戻ってくる。セレストの命を使って、またひとつ浄化が進んだ。とてつもない虚脱感が襲ってきて、その場に崩れる。拳をぎゅっと握りしめて意識を保つ。

（死ぬ気は、ないぞ）

　目眩をこらえて息を吐いた。霊山の地下は今や、闇夜を漂う無数の蛍を眺めるような幻想的な光に包まれている。

　この魔力の光球は世界樹を伝って、国中に届けられる。それはある家族の夕食をあたためるし、どこかの夫婦の寝室を照らす光になる。その光景を想像して、セレストは微笑んだ。

　こんなにも世界は、美しい。

　この光を、シャドレアの民が待っている。もう少し、もう少しだ。
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　やがてアリアは、深くて暗い空間の底に到着した。

（ここはいったい……？）

　足が地を蹴る感覚はあるが、そこに実際に地面はない。空間の上下ははっきりしていて、頭上にはあたたかな光の球が浮遊し、足元は蜘蛛の巣のように張り巡らされた細い光で照らされている。

　幻想的な無限の空間だ。

　暗いけど、明かりはある。そのせいか、さほど恐怖は感じなかった。

「アリア様、あちらを」

　ラスヴェートの声がする。背後にいたらしい。彼は目を眇めて足元の一点を指さした。

　アリアたちがいる階層よりも、もっともっと下のほうに人の姿がある。

「あっ、セレスト様……!?」

　気づいたと同時に、アリアは駆けだしていた。

　ドレスは羽のように軽く、走る速さも普通ではない。アリアはその勢いのまま、セレストと思われる男性の背中にどんと抱きついた。

「セレスト様っ！」

「なっ……アリアか!?」

「はい！」

「どうやってここに」

　しばらくのあいだ、きつく抱きしめて、少しも離れられなかった。

　ちゃんと触れられる。体温も感じる。けれど現実とは少し違う不思議な感覚だ。まるで彼の魂に触れているかのようにあたたかい。

「へぇー、ここが君の言ってた夢の中？　すごいな、アリア様のおかげで僕も来られた」

「ラスまで……なぜ、ここに」

　唖然としているセレストが愛しくて、なにより再び会えたことがうれしくて、アリアはぴったりと彼にひっついたまま笑顔で答えた。

「ラスはセレスト様の祈りを誰よりも近くで見守ってきたんですもの。あなたの魔力に同調することは容易いのでしょう。私は……そうですね、死んじゃったのかしら？　なんて」

「馬鹿を言うな……！　ここは死後の世界ではない。霊山の地下、意識体の集まるところだ」

「アリア様も僕も死んではいないでしょうけど、ぎりぎりなのかもですよ。だからこそ来られたんじゃないかな」

　浄化の負担を減らそうと二人で穢れを引き受けたことを話せば、セレストは過去最高潮に不機嫌な顔になってしまった。

「なんという無茶を！」

「わー、ほらほら、話に聞いていたよりずっと、綺麗なところだねー。ご覧下さいアリア様、この光球たちが世界樹の栄養分ですよ。こんなにあるのに足りていないのかぁ。なんでだろうなぁ」

　ラスヴェートは宙に輝く光球を「すごいなー」と感心しきりに眺めていて、逆にセレストは毒気を抜かれたような顔になって、黙って作業に戻ろうとしている。

　その様子がすごく二人らしい。アリアの頬は緩みっぱなしだ。

「セレスト様。私たちもお手伝いします」

「手伝い……？」

「ええ、ここの浄化を。頑張りましょう、三人で。私にはなにができるかしら……そうね、さっきから物言いたげにあとを追ってくるこの子たちの相手をしたらいいのかしら？」

　三人の回りを、なにやら黒光りする光の球がふよふよと浮遊している。しかも、すごい数だ。

「僕もそうしよう。うーん、球から人の声が聞こえるなぁ。やっぱりコレがアレだろう？　君が以前言っていた、人の悪意、穢れた光球ってやつ？」

「……そうだ。光球の声が聞こえるのか？」

「もちろん。ほら、アリア様を見てごらんよ」

「セレスト様ー！　この子たち、お話し相手になったら、根に吸い込まれて行きました！　これでいいんでしょうか。なんだかいっぱい、近づいてくるんですがっ、まってまって、順番に並んでくださいね……！」

「……聞こえているようだな」

「セレストは、なにをしていたんだい？」

　ラスヴェートが気軽に訊ねると、セレストは我に返ったように足元のなにかを示してしゃがんだ。

「ああ……世界樹の根腐れを浄化していた」

「根腐れ？　どこ？」

「ここにある。毛細血管のような輝きたちが根っこだ。触れたらだめだぞ。強烈な穢れが詰まっている。これを一本ずつ修復していた」

「はー……？　途方もないね」

「だが、全体の三分の一程度はうまくいったんだ。……じつは、手が足りないと思っていたところで」

　セレストは気まずそうに視線を逸らした。

「……手伝ってくれるか。ここでの長居は、命にかかわるが……」

「もちろんです！」

　二人の会話を聞いていたアリアは嬉しくて嬉しくて、彼らの手を取って踊りたくなるくらい感激した。

　時間の経過がまったくわからない中、それぞれ真剣に浄化にあたっていたが、気がつけばすぐ隣にセレストがいた。

「……ありがとう、アリア」

　セレストに穏やかな声で礼を言われたアリアは、ぎくりと笑顔を強ばらせた。

「いいえ。礼を言われることは、なにも……」

　不意に彼を失う喪失感を思い出してしまって、アリアはセレストの腕にぴたりとひっついた。

「本当はね、少し、軽率だったと……やりすぎてしまったと反省しているのです。自分だけでなく、ラスまで巻き込んでしまったことも……」

「そうだな。ここが人にとって、安全な楽園でないことはたしかだ」

「はい……。だから私、ずっとここにいるつもりはありません」

「ああ、それでいい。先ほども言ったが、長居は命にかかわる。できるだけはやく目覚めて──」

「違います！」

　ぎゅっと腕にしがみつく。

「あなたと、家に帰ります。絶対に」

　死んだりしない。死なせたりしない。

　だけど本当はここにいるのも少し怖い。離れることはもっと怖い。

「目が覚めて……、おばあちゃんになっているんじゃいやですもの。結婚式もまだなのに」

「ああ……そうだな」

　セレストはふと横目でラスヴェートの位置を確認した。こちらに背を向けている。

　すかさずアリアの頬に手を添えて、顔を近づけてくる。

「俺も、同じ気持ちだ。……未来を、諦めてはいけないな」

　自然と目を閉じたアリアに口付けが降ってくる。夢の中だからか、触れても唇の痛みはない。

「……話したいことも、まだたくさんあるし」

「はい……っ、私だって」

　少しも離れたくなくて、セレストの首に腕を回して抱き寄せた。繰り返される口付けの甘さに、しばらく酔いしれた。

「おーい、二人の世界にしないでくれよー！　僕いるからねー、見えてるからねー」

「ちっ……たしかに早く、屋敷に帰るべきだ」

「ふふ……そうね。友人には見せられないものもあります」

「夫婦だからな」

「おーい、おーい。こっちにたくさん、光球が飛んでくるんですけどー」

　そうして悠久にも思える時間を、三人で過ごした。
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「それでね、セレストは大司祭様に向かってビシッと言ってくれたんだよ。『ラスヴェートにしかできないことは多い。彼のことをなにも知らないのに勝手に想像して無能と判断しないでいただきたい（キリッ）』って。おかげで僕は神官補佐を続けられたんだー」

「素敵。かっこいい」

「これが七年前の話です。まだまだ話すことはありますねー」

　幾多の光球が浮かぶ深淵のなか、三人でいろいろな話をした。なにせ睡眠欲も食欲も感じず、時間は無限にある。

　話の多くは、アリアがセレストの過去を聞きたがって、ラスヴェートが話す、といった調子であった。

　セレストは近くで耳をそばだてながらも、黙々と根の浄化をこなしている。

「神殿の図書室は大変貴重な資料ばかりなんですってね。世界樹や暗黒時代についてもたくさんの文献があるのでしょう？」

「ええ、そうですよ。見習い時代は朝から晩まで勉強です。それも全部、千年前の暗黒時代を二度と繰り返さないようにするため。勉強は大変ですが、世界樹神殿に仕える神官の役目ですからねぇ」

「……だがこうして、枯れかけている。俺がふがいないばかりに」

「こらこらー、落ち込まない。むしろこーんなに尽くしているんだから、じつは世界樹は君たちに感謝しているかもよー？　君たちの結婚式を祝福して『いっちょ開花しちゃうか！』なんて具合にさー。景気よく花でも降らせてくれるかも」

「あら、素敵な想像ね。私も絵を描きながら考えたことがあるのよ。世界樹のてっぺんに、世界樹にふさわしい大きな花が咲いたら面白いのにな、って」

「そんな巨大な花が咲いたら、神殿には花粉が積もってしまうでしょうね。そうしたら僕ら神官の仕事はもっぱら、花粉の掃き掃除だ。うーん、それはちょっと嫌だなぁ」

「花……？」

　黙って話を聞いていたセレストが、怪訝な顔でつぶやいた。

「世界樹の花……？　開花……。いや、それは」

　なにか引っかかることでもあったのか、彼の表情が固い。アリアは冗談が過ぎただろうかと、急いで話を取り繕った。

「想像の話ですよ。世界樹は花をつけませんものね」

「感謝してほしいってのは本心だけどねー。だってセレストが浄化の神官を任されてからの世界樹は、短期間で劇的な進化を続けていたじゃないかー」

「そうですよ。セレスト様が浄化の神官になってからは魔力の供給が増えに増えて、シャドレアの民の暮らしはすごく良くなりました」

「使い切れないほどの魔力で溢れていたよ。そんなことができる神官は過去に一人もいなかったって」

「ええ、そうです。たくさんの魔道具が発明されて便利になって、シャドレアは飛躍的な発展の途中にあります──……」

　アリアはそこで、ふと違和感をもった。

（あ、れ……？　セレスト様の浄化能力は、歴代の浄化の神官たちとは比べものにならないくらい、桁違いに強くて、今までそれを素晴らしいものだと、誰もが絶賛していたけれど……）

　あたりに漂う光球を見上げ、アリアは不審に思って眉を顰めた。

（でも、世界樹は？　何千年と姿を変えない世界樹は、その変化に対応できているのかしら……？）

　心臓がどくどくと跳ね始める。

　違和感をひとつひとつ精査して繋げていく。

（霊山の地下にはたくさんの光球があるのに、世界樹はそれを利用できないでいる。根腐れが起きているから。その原因は、穢れの詰まり……。穢れも一種の魔力だわ。樹齢何千年の世界樹の、たった数十年でそれが起きた……その期間、浄化の神官はセレスト様だけ……）

「アリア？」

「あ……、……あの、セレスト様。もしかして、ですけど……」

　もしかしたら、一つの答えにたどり着いたかもしれない。

　けれどそれを、彼らにどう伝えたらいいのだろう。ひどく緊張して、口の中が渇く。

「あの……、あのね、セレスト様を責めるつもりはまったくないのですが……けれど、もしかして……。世界樹のほうが、セレスト様の能力についてこられていないんじゃないかしら……？　その、『聖なる器』としての、私みたいに」

　浄化の手を止めたセレストもラスヴェートも、同じように首を傾げている。

「ええとですね、つまり……、世界樹はもともと、多量の魔力を生産できるものではなかったのかしらって、思って。シャドレアの民が慎ましい暮らしをするくらいがちょうどよくて……セレスト様の力が強すぎて、最近は、生産過剰だったのではないかって……」

　上手く伝えようとしどろもどろになったが、セレストには伝わったらしい。彼は「なるほど」と神妙な顔つきになって腕を組んだ。

「俺が世界樹を働かせすぎたということか。詰まりを起こすほどの光球を短期間で膨大に取り込ませ、世界樹を疲労させた、と……？」

「いえ、セレスト様を否定するわけではなくて」

「ああ、わかっている。だが、いいひらめきかもしれない」

　アリアが見つめる中、セレストはしばらく目を閉じ熟考している。

「……そういうことであれば……ここで根の修復をするほかにも、できることがありそうだな……」

「ほ、本当ですか……？　すごい！」

「なら、戻ってみる？」

　ラスヴェートが軽い調子で頭上を指さした。

「もし君がそのつもりなら、早いほうがいいと思うな。地上の僕らの身体もどうなってるやら……ずいぶん長いこと、ここにいた気がするしね」

「……そうだな」

　二人が覚悟を決めた顔をしているから、アリアも心を決めた。

「戻りましょう、地上へ」

「俺が連れて行こう。手を」

　三人は、互いの手をとって目を閉じた。なにが起きても、離れないように。
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　──痛い、痛い、痛い、息が出来ない。

（まぶし……、音、……うるさ……）

　アリアが目を開けたとき、祈りの間はほとんど恐慌状態に包まれていた。

「ああ、世界樹が枯れてしまう……！」

　神官たちの怯え、怒り、焦りの声ががんがんと頭に響く。体中がぎしぎしと痛んで、腕を持ち上げて耳を塞ぐこともできない。声も出ない。

　アリアは無事に地上に戻ってきた。であれば、セレストも同様のはず。

　なんとか首を動かし、世界樹のほうに目をこらした。

　そこにはセレストが凜と立っていた。枯れかけた枝葉を鋭く見上げ、ぼそぼそと祈祷を続けている。

（世界樹はまだ枯れていない……！　セレスト様が魔力を巡らせている。今までと違って、細く細く……とても、慎重に……）

　それはとてつもなく繊細な調整に見えた。セレストの持つ膨大な浄化の力を絞って、世界樹の内部に何千と巡る光球の、一粒一粒を手作業で流すかのような注意深さであった。

　その祈りの神聖さを打ち破るかのように、神官の何人かがセレストに怒声をあげた。

「あなたが浄化の神官だろう！　どう責任をとるつもりだ！」

「このままでは魔力の供給が絶えるぞっ」

「世界樹は、枯れたのではない」

　セレストのはっきりとした声が、祈りの間に響く。

「しばし見守って欲しい。まだ、枯れてはいないのだ」

「なにを言っているんだ、全部お前のせいなのに……！」

　頭を抱えて怯えていた神官も、震える声で叫んでいる。

「そうとも言える。俺一人ではだめだった。だが、一人ではなかったから」

　ゆっくりとあたりを見回すセレストと視線が合った。もしかして自分を探していたのだろうかと、アリアは身を起こそうとしたが力が出ない。

　どうにかして彼を励ましたい。せめてもと、アリアは彼に微笑みかけた。

（大丈夫……セレスト様ならきっと成し遂げられます。どうか……がんばって……！）

　一つの答えを持って、アリアはセレストと世界樹の変化を見守った。

「暗黒時代の再来だ……！　ああ、もう我らはおしまいだ……！」

「……？　……あれはなんだ……？」

　混乱を極めた神官たちのなかにも、一人、二人と冷静に頭上を観察する者たちがいる。

「ほら、上だ。上を見てみろ！」

「あれは……？　なにが起きている？」

　固唾を呑んで見守る神官達の頭上で、ひとつ。

　ぱっと白い光が弾けた。小さな、人の爪ほどの小さな光だ。

「なっ……!?　あ、あれは……？」

「光……？　霊山の天気が回復したのか？」

「いや、違うんじゃないか。あの光は……世界樹が輝いているんだ……」

「枯れたはずの世界樹が、輝きだした……？」

　高い頂きでまた一つ、また一つと、小さな光が弾けていく。

「わっ……ひ、光が……？　見間違いじゃない！　おい、光が、世界樹の枝を輝かせているぞ」

「浄化の神官は、世界樹になにをしたんだ？」

　アリアも、その輝きを視界に認めることができた。

（まるで、光の……花、みたい）

　皆が驚きあやしんでいるうちに、世界樹の枝が徐々に光に包まれていく。

「世界樹は、枯れたんじゃないのか……？　まるで……芽吹きのようじゃないか……」

　周りの神官達も、アリアと同じように感じたらしい。

「そ、そうか……花か……？　輝く花が、あちこちで芽吹いている!?」

「世界樹が開花しただって……？　なんと神聖な……おお、女神よ……」

　感嘆の声をあげる者、涙を流す者までいる。

　たったいままで祈りの間に満ちていた恐慌の叫びが、動揺と歓喜に変わっていく。

　アリアはその変化を心地よく聞いていた。

「──われわれ神官は、古い書物に描かれた光り輝く世界樹を、光球を放出する姿だと読み解いていたが……そうではなく。おそらくあれは、世界樹の開花を描いたものだったのだろう」

　開花を見上げるセレストの独り言のような呟きを聴こうと、周囲の神官達が耳を傾けはじめている。

「前の暗黒時代のあと、どのように世界樹がよみがえったのか、長らく議論されてきたが……この様子だと、自然復活説で間違い無さそうだ。つまり、世界樹の落葉や開花は、非常に稀だが起こりうることだと。樹木として正常な変化だということだ」

　輝く世界樹を見上げる彼の横顔は、大仕事を成し遂げた疲労の色はありつつもすっきりとして見える。

「だが昨今、急激に世界樹が枯れようとしたのは別の話で……、魔力の循環が過剰であったために、世界樹が根腐れを起こしたことが原因だったと考えられる。本来は世界樹が自身の成長に使う魔力までもを放出させてしまっていたようだ。それを、いましがた調整し終えた」

「根腐れ？　でも、調整し終えたって事は、ええと……？」

「世界樹は……？　もう、大丈夫なんです……？」

　神官たちの疑問の声に気づいたセレストが、そちらに視線を向けた。

「ああ……。もう、枯れることはないだろう。この開花が、その証拠だ」

　彼の穏やかな微笑みは、周囲に安堵をもたらした。

　今度こそあたりは大きな歓喜に包まれた。

（セレスト様。こんなにも美しい景色が、あるんですね……）

　世界樹の枝という枝に、白く発光する花が咲いて、いまや満開の輝きになっている。

（世界樹って、常緑樹だと思われていたけど、実は落葉樹だったのね。セレスト様の絶妙な調整のおかげで……枯れてしまうことなく、無事に開花できたんだ……）

　結局、世界樹を救ったのは彼だ。誇らしさと安心で、目の奥がじんと熱くなる。

（セレスト様が咲かせた花……なんてまぶしい開花なのかしら）

「セレスト、さま……」

　アリアの呼びかけに答え、彼はゆっくりと振り返った。

　目が合うと口の端をあげ、ぎこちなく微笑んだように見えた。彼はそのまま膝から崩れ落ちてその場に倒れた。

　近くの床で伸びていたラスヴェートもほんのわずかに腕を持ち上げこちらに合図をくれるが、それもぱたんと力無く地に落ちた。長らく神殿に詰めていた彼らのほうが、アリアよりよっぽど疲弊していて当然だ。

（どうかぐっすり眠ってください。ちゃんと、我が家のベッドに、お運びしますから……）

　アリアも目を閉じた。

　三人とも、長い、長い休息が必要だった。








エピローグ　恋人がベッドで恥じらっているのだが









　王城にあるアリアのアトリエの大きな窓からは、光の花を開花させた世界樹がよく見える。

「ここでいつも、絵を描いていたんです」

　油絵の絵の具の匂いがきついかもしれないと、窓を開けつつ言った。頬に感じるやわらかな風に、夏の香りを感じる。

「良い絵だ」

　アリアは光さす窓辺に立ったまま、室内を振り返った。

　セレストが立っているのは、アリアが描きかけにしたままのキャンバスの前だ。

「そちらは未完成なんです。どうしても気に入らなくて、続きが描けなくなったまま置いてあったの」

「じゅうぶん上手いと思うが。なにが気に入らなかった？」

「それは、あなたをもっと綺麗に描きたかったから。でも今見ると、ちょっと美化しすぎじゃないかしら……。やっぱり描き直そうかしら」

「今の時代、魔道記憶装置カメラがある。手描きにこだわらなくとも」

「いーえ。私が絵を描く時間は、モデルを愛でるための大切な時間なのですから、時短させようなんて無粋ですよ」

　セレストに背を向けて、ふたたび世界樹を眺めた。満開の白い光花をつけた世界樹はいくら見ても飽きることのない神聖な美しさをたたえている。

「それに今は過去作を描き直すより、世にもめずらしい世界樹の開花を描いておかなくちゃ、もったいないって思って。この開花がどれほど続くか誰もわからないって、とても神秘的……」

　世界樹はあの日と変わらず、真夏の濃い青空の下で白く輝いている。

　一度は枯れたように思われた世界樹の復活と開花という奇跡は、シャドレアにおけるセレストの名声をますます高めるものになった。

　その後、セレストの意向──世界樹保護のため、放出する魔力量を大幅に減らすこと──が神殿の上層部に伝えられ、王家からも許可が下りた。実際に実行にうつされたあとでも、民らに大きな不満はないという。

　シャドレアの民は、生活の豊かさよりも、世界樹と末永く生きることを受け入れてくれたのだ。それはアリアにとってもセレストにとっても嬉しい結果であった。

「そうだな。開花はごく一過性のものになるだろうというのが神殿側の見解だ。なにせ、過去の資料が少ない。珍しい事例なのだろう」

「この先、もう一度花を咲かせてみせろと言われても無理でしょうしね……。セレスト様はあのあと、一ヶ月も寝台から起き上がれなかったんですから」

　アリアは窓辺にやってきたセレストに穏やかに微笑みかけ、白くなめらかな頬に手を添えた。こうして触れあっても、浄化の痛みはほとんどない。

「顔色も、もうすっかり大丈夫そうで良かった」

「ああ。……肩の荷が下りたというか、ほっとしたというか……ようやく人の心を取り戻したような気持ちがする」

「ちゃんと以前から、人でしたよ。あなたはあたたかくて優しい人です」

　セレストはアリアの手の上に自分の手を重ねて、ぎゅっと握った。

　目を閉じれば、すぐに彼の唇が触れる。まぶたに、鼻の先に。そして唇に。

　二人とも、口付けにしばし酔いしれた。唇で互いの輪郭を確かめ合う、とろけるようなキス。

「ん……、だめ、もっと……」

　離れそうになるセレストを留めようと、彼の背中に腕を回す。

「……だが……人が、来るだろうか……」

「来ませんよ、私の部屋ですもの」

「いや、弟君などが……」

　ああ、とアリアは苦笑した。

「立太子の儀を無事に終えて、ラセットも落ち着いたようです。忙しくしていますから、『姉上にかまけている時間などない』そうですよ。婚約者もできたそうで、すぐそちらに行ってしまうの」

「大人になられた。だがそれはそれで、寂しいものだな」

「あら、わかってくださいます？　そうなの、少し寂しくて。弟離れしていないのは私のほうね」

　アリアはくすくすと笑った。

　世界樹の開花、そして第一王子の立太子と祝事が続いたシャドレア国内はまさに爛漫の華やかさ。初夏に続いた悪天候の鬱憤を吹き飛ばす勢いで、民らは毎日お祭り騒ぎである。

　世界樹神殿の神官たちですらもどこか浮き足立っていて、アリアが参詣すると待っていたとばかりに大勢で囲んで、セレストとの結婚はいつかと、質問攻めにしてくるのだ。

　それから、聖なる器としての役割や経験についても根掘り葉掘り聞き出そうとしてくる。こちらは話せることが少ないせいで、なかなか解放してもらえないのだった。

（さすがに浄化の性交については、話せないわよ……）

　熱心な彼らには申し訳ないが、この先もだんまりを決め込むつもりだ。

　ラスヴェートが言うには、神官らは世界樹の生活環について後世に残すべく動いているらしい。ふたたび世界樹の落葉が訪れるとき、どうやって魔力の枯渇を防ぎ民らを守っていくかの議論をしているそうだ。

「ラスヴェートも忙しそうで。すっかり屋敷に来ることもなくなって寂しいわ。近いうちに連れてきてくださいね。同担なのですから」

「どうたん？」

「ええ。そう言っていました」

「……俺だって忙しかったぞ」

　セレストにはわからない言葉だったらしく、彼は少しばかり拗ねた口調で言った。

　たしかに、こうして二人きりになれたのは数日ぶりだった。

　目覚めて、身動きがとれるようになってからのセレストは、世界樹浄化のかたわら立太子の儀式に参列し、それ以外にも毎日のように王城に通っていた。

　アリアの両親と改めて話し合い、結婚の承諾を得るためだったそうだ。

　彼の熱心な説得のおかげで、二人の結婚式は一年後、世界樹神殿で執り行われることに決まった。式までの準備の期間は、アリアはもちろんセレストの屋敷で暮らす。

　そうして今、ただただ幸せな日々を過ごしている。こわいくらいに、なんの迷いもなく。

「さて……私のお部屋も見せることができましたし、これで私も、城に思い残すことはありません。いくらか私物を屋敷に運んでもらって、城に戻るのはこれで最後にするつもりです」

「ああ。もう帰さない──いや……アリア」

　セレストがやけに真剣な声音で言うので、アリアは自ずと姿勢をただして彼に向き合った。

　彼はアリアの両手を取って、手元に視線を落として口を開いた。

「俺は、これからも浄化の神官としての役目を続けるだろう。けれどもし、その役目を終える日が来ても……そうだな、たとえ世界樹が枯れたとしても」

　瑠璃の瞳がアリアをまっすぐに向く。

「世界が終わるその瞬間まであなたのそばにいたい。聖なる器としてではなく、俺の心があなたを求めている。アリアの笑顔を見て、声を聞きたい。この先もずっと、そんな日々を過ごしたい。手放してたまるものかと、そう思っている」

　セレストの涼やかな美貌はいつもと変わらないように見えるけれど、声色は情熱的だ。

「あなたが俺に捧げるのと同じに……いや、それ以上に、俺の全てを捧げてあなたを幸せにする。俺にとってあなたとの結婚は、そういうものだ。だから──」

　アリアの片手を自分の頬に沿わせ、セレストは甘えるように言った。

「魂の片割れ、比翼の鳥、永遠の伴侶として俺を選んでほしいと言った返事を……どうか今、聞かせてくれないか」

　瞠目し、しばらく言葉が出なかった。

　これは口下手な彼が懸命に紡いでくれた、愛の告白だ。二人は長く、じっと見つめあった。

（私、きっと今日という日を忘れないわ……セレスト様の頬が少し赤いことも、やさしく繋いだ手のあたたかさも）

　窓辺からさしこむ明るい光や、世界樹を揺らす風のにおいすらも。

　きっとこの先、何度でも思い出すのだろう。

「……私も、あなたが全てですよ。世界でたった一人の、あなたが好きです。ずっと一緒にいさせてください」

「ああ。……よかった」

　目を閉じ、神聖な気持ちで唇を重ねた。何度もしてきた口付けなのに、二人ともどこかぎこちなくて、唇が離れてから視線を交わして微笑みあった。

「ふふ……楽しみですね、結婚式が」

「そうだな」

　そうしてセレストは、照れ隠しのように顔を背けてアリアの絵を見た。

「本当に持って行かないのか。屋敷で続きを描いてもいいのに」

「え……？　……でも、うーん」

　セレストを本人許可のもとでモデルにできることは大変魅力的な提案だったが、アリアは首を横に振った。

「いえ、やっぱりここに置いていきます。今セレスト様を描くとすれば、あれとは別物になるでしょうから」

　そうか、とセレストは心なしか嬉しげに目を細めた。こんな素敵な表情を見る機会が増えても、いちいち大騒ぎしないでいられるようになったのだ。

「それにね、過去の作品よりも私は、結婚式でのセレスト様の姿絵を描いてもらうのが楽しみなのです。きっと後世に残る一枚になりますよ！　できれば量産化したいものですね、絶世の美は国民たちにも共有されるべきです」

　セレストの美は民を幸せにすると熱弁するアリアを、彼はうんうんと頷いて適当に流している。彼もすっかりアリアの扱いに慣れたようだ。

「一年後かぁ……それまで世界樹は花を咲かせているかしら」

「どうだろうな。だがもし花があってもなくても、一番俺の目を奪うのは、あなただろう」

「私？　いえいえ、セレスト様の美しさは私の息の根を止めるほどなのであなたの勝ちです。ああ、楽しみ！　髪型もお衣装も、一緒に決めましょうね。この白銀の髪をどんなふうに彩るのがいいか、想像する時間のおかげで私の人生がより豊かになります」

「……相変わらずだな、あなたは」

「ふふふ、ええ！　あなたのことが大好きですから」

　世界樹の見える窓辺に二人で寄り添い、時間を忘れて囁き合う。




　花は咲き、風が吹く。

　あなたのいる世界は、今日も美しい。








書き下ろし番外編　その後の二人～愛を写す～









「やっ……っぱり、素敵ですねえ……!!」

「そうか。これに決めるか」

「いいえ、いいえ！　まだ決定はいたしませんっ」

　着飾ったセレストを撮影するため魔道記録装置カメラをのぞき込んでいたアリアは、装置から顔をあげるなりぶんぶんと首を横に振った。

「お願いいたします、こちらの衣装もお試しになってください。同じシルバーのスーツでも、光沢感が違いますの」

「俺にはどちらも同じに見えるが……」

「こちらは襟まわりの装飾が多いんです。髪を結い上げたときに首筋が美しく見えますね。それから身動きがしやすい特殊な縫い方をしているのだとか」

「なるほど。では試そうか」

「ええ、ぜひ！　私はそのあいだ、撮影したご試着の姿を写真で比較しておきます……！　やはり最初の見立てどおりシルバーのスーツを第一候補にしたいと思いますけれど、白もネイビーも捨てがたく……！」

「あなたの横に並んで遜色なくしてもらえればなんでもいい」

「まぁ……！　お任せくださいな、セレスト様の美を遺憾なく発揮できるようにいたしますから！」

「あなたが楽しそうで何よりだよ」

　正装の着替えは多少疲れるものだが、なにを着てもアリアが目を輝かせるので、セレストも悪い気持ちはしないのだった。





　＊＊＊






　世間一般の結婚式の準備というのがどういうものかセレストは詳しくないのだが、王女を娶ることが一大事であることは理解している。

　たとえば一年後の挙式に向けて早くも招待客の選定が必要だったり、王家のしきたりに従い婚約の儀式に列席しなければいけなかったり、もらい受ける側のセレストがたびたび城に足を運ぶことを求められたりとか。

　それらを面倒だと思ったことはないのだけれど、セレストの多忙を気にしたアリアが「セレスト様には神殿での勤めを優先してほしい」と挙式の準備を一身に引き受けてくれたときは、正直、安堵を覚えたものだ。セレストとて、義実家への訪問に緊張しないわけではないのだ。

　ところがある日、アリアが思いつめた表情で「お時間をいただけませんか」とセレストに懇願してきたのだ。

　どんな一大事が待ち受けているのかと登城したところ、向かう先はアリアのアトリエだという。

「お休みの日なのにごめんなさい。どうしてもセレスト様にお願いしたいことがあって」

「かまわない。俺たち二人の結婚式なのだから、なにも遠慮はいらない」

「セレスト様……！」

　感激の声をあげたアリアが、城の廊下にもかかわらずぎゅっとセレストの腕に抱きついてくる。素直に喜びを示す仕草が可愛らしく、満足と幸福が胸を満たすが、表情には出ていないかもしれない。周囲にいる衛兵や侍女たちは見て見ぬ振りをしてくれることもありがたい。

　そんなこんなでたどりついたアリアのアトリエだが、先日とはずいぶん様子が違った。今日は絵の具のにおいのかわりに、色とりどりの布地であふれている。

「じつは、新進気鋭のデザイナーを三人雇いましたの。結婚式の……セレスト様のお衣装のために」

　壁際に控えている三人の若い男女が、どうやらそのデザイナーたちらしい。視線を向ければアリアとセレストに深く頭を垂れた。

「シャドレアでは美しいものに魔力が宿るとされていますでしょう？　服飾を生業とする者はたくさんいて、毎年多くのコンテストが開かれているんですよ。私も審査員として参加したことがあって……私の見立てでこちらの三人にお願いすることにしました」

　魔道裁縫機ミシンが開発されてはや数十年、量産品の流通は増えているが、自分なりの美の基準を重視するシャドレアの民はどのような身分であっても専属のデザイナーを雇うことが多いらしい。

　神殿の生活では触れてこなかった文化だ。アリアの目利きならば間違いないだろうと頷くにとどめた。

　デザイナーらは衣装の支度にとりかかり、部屋に二人きりになった。とたん、アリアは甘えるようにセレストの腕に自分の両腕を絡めた。

「今日は、これらの衣装の試着をお願いしたくてお呼びしたのです」

「……これをすべて着るのか……」

「大変だと思いますけど、どうしても。どうしても私には決めきれなかったのです！」

　抱擁を解いたアリアは両頬を押さえて、目を潤ませた。

「神官としての装いがなによりセレスト様にお似合いだと思う一方で、新しい魅力を発見したいという私欲を抑えきれずっ……！　あなたにお似合いの色、デザイン、布の質感にいたるまで、デザイナーたちのアイディアもたいへんすばらしく、考えれば考えるほど沼にはまってしまって……!!」

「礼儀を欠く装いでなければ何を着ても問題ないと思うが……」

「でも、でも！　一生に一度ではないですか！」

　胸の前で祈るように組まれたアリアの両手に力がこもっている。

「どんなセレスト様であっても大好きですけども！　でもでもでも、かっこよく着飾ったトクベツなセレスト様も、ど～うしても見たいのですっ！」

　恋人の熱意に押されたじたじとするも、彼女のこういった望みは珍しいことである。

　セレストがアリアにとって『推し』であったときから、彼女がこちらの生活に干渉することはまったくなかった。正式な婚約者となった今であれば、互いの望みを言う権利は充分にあると思うのだが。

「わかった……だが俺より、あなたのドレスのほうが重要に思うが」

「私はよいのです。母の着用したドレスを今風にアレンジして着ようと思っておりまして」

「そういうものなのか……？」

「はい。ですので今日は、どうかセレスト様の着せ替えを楽しませてくれませんか？」

　セレスト自身を着飾ったところでなんの喜びも湧かないが、たとえばこれが逆の立場であったらどうだろうとセレストは考えた。

（この手で思う存分アリアを着飾ってよいと言われれば……なるほど、俺も浮き足立つだろう）

　納得したので、彼女の望みは受け入れられた。

「……たしかに以前から楽しみだとあなたは言っていたな。わかった。よろしく頼む」

「はい……！　おまかせください！　世界一美しい新郎にしてみせますっ」

　セレストが潔く承知すると、アリアは心底嬉しそうに目を輝かせたのだった。

（とはいえ、着替えがこれほど体力を使うものだとは……）

　神殿でも人にかしずかれての支度は茶飯事だから余裕だろうと、甘くみていた。

　そもそも挙式のための正装と、儀礼用の神官服はまったく違う。セレストが普段身に纏っている神官服はゆったりとしたつくりで全身を覆っているため、階段を歩いたり、立ち上がったりする動作がしやすいつくりだ。

（だが、この、スーツというもの。これほど身体の線が出るものなのだな……気が引き締まるというか、姿勢が悪いと相当みっともなく映るだろう……）

　五着試着したところで、ついため息をついてしまった。

「お疲れになりましたでしょう。今日はこのへんで終わりましょうか」

　すぐにアリアが気づいて、セレストのもとに飛んでくる。彼女の手には私物だという最新の魔道記録装置カメラが抱えられている。セレストが着替えるたびに、それを構えて撮影に勤しんでいた。

「ごめんなさい、私のわがままに付き合わせてしまって」

　私はすごく楽しいのですけれど、と、アリアは申し訳なさそうに言った。

「俺が無理やり付き合わされていると、あなたが申し訳なく思うのなら、それは少し違うな」

　アリアのやわらかな髪をひと房つかまえて、するりと指を通して手触りを楽しんだ。

「あなたが楽しそうだと、俺も楽しい」

「ええ、それはもう……。なんとも心躍る時間で……」

　頬を染めてうっとりと呟いた彼女は、横目で使用人たちの気配を探っている。

「心配ない。あなたが選んだだけあって、気が利く者たちらしいな。もう誰もいない」

「あら……、私、そんなつもりじゃ……」

　そう言いつつも彼女はセレストの胸元に寄り添っている。

「ご満足いただけましたか、姫」

「ええ、とても。やっぱりセレスト様は何をお召しになっても素敵ですね」

　アリアはうっとりとしみじみ呟いた。

「でも、セレスト様は『モデル』には向かないかもしれません。だってどんな衣装もあくまであなたの引き立て役になってしまうんだもの」

「身に余る言葉だ」

「どうしましょう、決めきれないわ……時間をかけすぎてセレスト様に嫌な思いをさせたくないのに」

「……そうだな、では、あなたが気兼ねなく俺の時間を使えるよう、対価をもらおうか」

「対価……？　そうですよね、セレスト様を独り占めするんだもの。お高いですよね。いくらでもお支払いいたします」

「いいや。俺が求めるのは金銭ではなく──」

　セレストはアリアが首から提げている魔道記録装置カメラを指さした。

「そちらを、俺にも貸してくれないか？」

「これですか？　かまいませんよ。撮影魔力の調整にはコツがいりますが、セレスト様なら私より上手く使えるでしょう。使い方をご説明しますね」

　手渡された魔道記録装置カメラは、セレストの両手に収まる程度の黒い箱だ。小さなのぞき窓とボタンがついていて、ボタンを押した瞬間に、のぞき窓から見た物体の潜在魔力が読み取られ、その場でフィルムに投写され印刷される仕組み──らしい。一般にはまだ出回っていない最新鋭のものだ。

「なにを撮るつもりなの？」

　アリアは興味深げにセレストの手元をのぞき込んでくる。

「そうだな。さっそく今夜、使う予定だ」

「夜？　ふぅん……？」

　大変、心浮き足立つことを思いついてしまったのだ。




　結局二十着ほど着比べて、最終候補を三着に絞るに至った。アリアは「考える時間をとって冷静な頭で決める」ことにしたらしい。

　そしてセレストの宣言どおり、その夜。

「そんな、まさか今……？」

　深夜の夫婦の寝室。セレストは寝台の上に置いていた魔道記録装置カメラを手探りでたぐり寄せた。

「撮るの……？　こ、こんなところを」

　アリアが驚くのも無理はない。二人はいつもの浄化を行ったあと、甘ったるく恍惚とした時間を過ごしていたさなかだった。つまり一糸まとわぬ姿だ。

「こういうときのあなたを撮ってみたいと思って」

「『こういうとき』!?　そんなっ……ま、待って」

　つい先ほどまでキスの余韻でぼんやりしていたアリアは、慌てて顔を腕で隠した。

「とてもじゃないですけどっ！　見られたものでは……！」

「良いものだが」

　セレストは四角い装置ののぞき小窓ごしにアリアを見つめた。部屋の間接照明に照らされた肌はあたたかなオレンジ色。隠した腕の下から見える瞳はうるうると溶けていて、艶のある髪は夕日色。耳はそれ以上に真っ赤だ。

「いけません……！　だってこんな、顔も髪もぐちゃぐちゃなのに」

「かわいいと思うが」

「かっ……!?　う、うそ！」

「うそじゃない。いつでも、何度でもこの姿を見られたらいいと思って」

　顔を隠す細い腕を掴めば、潤んだ瞳と目が合った。

「だっ、だからってそんなぁ……っ」

　アリアはぎゅっと身を縮めてますます抵抗する。

　腕を引っ張って引き寄せ、耳朶を甘噛みした。

「あ、あぅ……やぁ」

　アリアはとたんにとろりとした表情になって脱力した。アリアの細腕がしがみつくものを探してセレストの胸元に置かれ、ぴったりと抱きついてくる。

（ほら、かわいらしいのに）

　恋人が自分の腕の中で身もだえている姿は、セレストにとってなににも代えがたい宝と言える。自然と笑みがこぼれてしまう。

「これが対価だ。あなただって昼間、たくさん撮ったのだから」

　昼間、楽しげに撮影をするアリアを見て思ったのだ。

　皆の憧れである淑やかな王女殿下が、セレストだけに見せる表情をかたちに残すことができたら、たしかに満足感があるだろうなと。

　そのためにちょっぴりイジワルをして、照れさせて、セレストの一挙手一投足に集中して反応してほしかった。好きな子ほどいじめたいなんて幼稚さが、自分のなかにあることに気づいて驚いた。

　もちろん、彼女が本気で嫌がるならすぐにでも止めるつもりではある。

「ほら、こちらを向いて」

　再び装置を構えようとすると、アリアはしぶしぶ身体を離した。

「本当に撮るの……？」

「嫌ならやめよう」

　のぞき窓ごしに、上目遣いの彼女と視線が合う。目に嫌悪感は見えない。あるのは羞恥と、少しの興味か。

「いえ……どうしてもと仰るのなら、かまいません……ど、どうぞ」

　そう言って彼女はシーツを引き上げ、胸元を隠して視線を彷徨わせた。いつも朗らかな彼女の羞恥と困惑がないまぜになった表情は珍しく、飽きることなく眺められる。

　そのまま装置のボタンを押せば、手のひらサイズの静止画がすぐに装置から印刷された。革新的な技術だ。

「できた。が、なるほど難しいものだな。焦点がぶれてしまったか……でもほら、あなたは綺麗だ」

「み、見せて？　……やだ、私、こんな表情をしているの……？」

　写真を見たアリアは顔や耳や胸元までも赤く染めて身悶えた。

「困った感じがかわいいな」

「そうかしら……？　セレスト様は、贔屓目で見ているのよ。決して綺麗なんかじゃ」

「撮られて、嫌だった？」

　抱き寄せこめかみにキスすると、アリアは腕の中で小さく首を横に振った。

「……いいえ……嫌じゃ……ないです」

「じゃあ、もう何枚か撮ってみても？」

「はい……」

「ちゃんとこちらを見て」

「み、見ています」

「もっと、俺を」

「はい……セレスト様を……見ています」

　アリアの姿かたちを正確に捉えようと、ボタンを押す指先と目に魔力を集中する。

　一枚、二枚とシーツの上に真新しい写真が落ちる。印刷されたそれらには目もくれず、セレストもアリアを見つめ続けた。

　頭のてっぺん、髪の一糸から足のつま先に至るまで、彼女をかたち作るすべてを目に焼き付ける。

「……いくら撮っても、飽きないな」

「それはわかります……私もそうですから……。でも、ずるいです、セレスト様……カメラを構える姿までかっこいいなんて」

　お互いから目が離せない。視線で伝わる。好きな人と二人きりで過ごせることがこんなにも幸せだと。

　セレストは構えていた装置を下げた。とろりと甘く微笑むアリアの表情に誘われ、顔を近づけ、口付けを交わす。

　アリアの小さな舌がセレストの唇を舐めた。もはや浄化の痺れはない。遠慮なくそれを吸って口内に誘って、舌を絡ませ合う。

「んっ……もっと……キス、好き……」

　甘えきった声がかわいい。下半身の一点に、むくむくと熱が集まってくる。性欲に溺れたセレストの妄想はたくましく、アリアが甘く喘ぐ姿はすぐ脳裏に思い起こされる。

　彼女もきっと応えてくれる、求めてくれるという安心感がセレストの欲を後押しした。

「アリア……、一度でいいから、挿入しながら撮ってみたい」

　乱れた姿を撮ってみたい。誰に見せるわけでなく、この時間を二人で堪能するためのスパイスとして。

「え？」と、濡れた唇に吐息がかかる。アリアは迷っているようだった。もう一押しすれば、許してくれるかもしれない。

「だめ、だろうか？」

　小首を傾げてアリアを見る。ふだんセレストから甘えることはほとんどない。これは奥の手だ。

「～～～～っ……！　ああ、もう」

　やはりアリアには効果てきめんのようで、「今日限り、ですからね」と恥じらいながらもセレストの望みを叶えようとしてくれる。こういうところがいじらしくてかわいい。頬が自然とほころんでいた。

「わかっている」

「恥ずかしいのよ、本当に。でも嫌じゃないから……」

「ああ……わかっているよ」

（浄化のあとだから……あまり無理はさせないように……）

　快楽を得るためというよりは、アリアとのコミュニケーションを楽しみたいという気持ちだ。珍しい遊びに興じる、童心のような。行為自体は非常に艶っぽいのだが。

「あの……うつ伏せでもいいかしら……？」

「ああ、かまわない。背中もきれいだ」

「褒めていただけるのは嬉しいけれど、まだ撮らないでくださいね……まだ、恥ずかしいの。だって正気なんだもの……」

「ふ……、わかった。ではその正気を乱すとしようか」

　四つん這いになったアリアの腰を掴んで、すっかり硬さを増していた屹立を脚の付け根に押し当てる。濡れた蜜口はすぐに探し当てることができた。

「このまま挿れても大丈夫か」

「ええ……平気。きて」

　恋人として婚約者として抱き続けた身体は、簡単にセレストのものを受け入れる。アリアは「んっ」と息を呑んで、背をしならせた。ゆっくりと引き抜いて、隘路を味わうように貫いた。

「ああ、んっ……待っ……ん、セレストさまっ、おっきぃ……なんでこんなにっ、んんっ」

「あなたも恥じらって、膣が締まっている……キツくて気持ちいい」

「んっ、んんっ……あ、あぅ……セレストさまぁ」

「いいよ、そのまま感じていて……きれいだ」

　ゆっくり焦らすように突きつつ、装置を構えて背筋のしなりを撮影する。尻の丸みを押しつぶすほど深く挿入すると、背中がびくんと跳ねる。

「あん、もぉ……、んっ……あ、あっ」

　撮られることに多少なりとも興奮しているようで、早くも呼吸が乱れている。

　首筋には浄化のときに、セレストが吸ってつけた痕がひとつ。背中はかたちの良い肩甲骨が浮き出ている。奇跡のような美しいカーブをつくるウエストと、その下のやわらかな二つのふくらみ。セレストだけに許された眺めだ。一枚、また一枚と新しい写真が装置から落ちる。

「あっ、あぅ……」

「嫌だったかな。だったらもう撮らない。安心して」

「ち……違うの……、なんだか、感じすぎちゃう……っ」

　口を塞いで喘ぎ声を我慢しながら、自分の腰を前後に揺すっている。

「あぁっ……ここが、……気持ちいい……っ、いいっ、好き、もっと、して……んっ、んぁっ」

　アリアは少し腰を浮かせて、もっと奥へとセレストを誘ってくる。ピンク色の尻の穴が見える。その下ではセレストの肉棒を呑み込む蜜口が蜜をこぼしながら水音をたてている。

　あまりの淫靡さに煽られて、ぞくぞくと身体が震えた。

「……っ、だめだ。限界」

　装置を寝台に転がした。撮っている場合ではない。アリアに覆い被さって全身で抱きしめた。

「こちらを向いて。キスがしたい」

　繋がったまま背後から抱きしめるようにして顔をこちらに向けさせる。アリアは口の中に入ってしまったセレストの指を甘噛みして、口付けをねだっている。

　寵愛を受けているのは、彼女か、己か。愛し合う、ということばが不意に頭に浮かんだ。

（撮って保存できるものではないんだ。この身体の悦びと心の震えも一緒に、記録できなければ……意味がない）

「ふふ……くっついてくれて、うれしい」

　彼女の微笑み。セレストを呼ぶ声。

　幸せはいつだって彼女のかたちをしている。写し撮ることができなくてもかまわないのだ。だって優しさは、あたたかさは、愛おしさは、セレストの胸に無限にあふれてくる。

「……愛している」

　彼女がそばにいてくれる限り、ずっと。








推し愛めずる姫ですが塩対応な美形神官様（推し）とワケアリ婚することになりました
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